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(57)【要約】
【課題】可動体がより速く大きく動くようにすることで
、可動体の演出動作を認識し易くして、その演出動作に
より興趣が低下するのを防止することのできる遊技機を
提供する。
【解決手段】パチンコ機に、遊技媒体が打ち込まれる遊
技領域を有した遊技盤ベース２１２と、上下方向に延在
する案内レール４７１，６３１と、案内レール４７１，
６３１に誘導案内される第一昇降部材４７０，第二昇降
部材６３０と、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３
０に保持される第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体
４３２と、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０を
移動させる第一駆動モータ４７７，第二駆動モータ６３
７等からなる移動手段と、移動手段及び案内レール４７
１，６３１を少なくとも支持し上側に遊技盤ベース２１
２に取付固定するための取付当接面４７４，６３４を備
えた第一ベース４７５，第二ベース６３５とを具備させ
る。
【選択図】図３３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作によって遊技媒体が打ち込まれる遊技領域を有した遊技盤と、
　該遊技盤の面に略沿うように、上下方向に延在する誘導部材と、
　該誘導部材に誘導案内される被誘導部材と、
　該被誘導部材に保持される可動体と、
　該可動体と共に前記被誘導部材を前記誘導部材に誘導案内された状態で移動させる移動
手段と、
　該移動手段、及び前記誘導部材を少なくとも支持すると共に、上側に前記遊技盤に取付
固定するための取付当接面を備えたベースとを具備することを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ぱちんこ遊技機（一般的に「パチンコ機」とも称する）や回胴式遊技機（一
般的に「パチスロ機」とも称する）等の遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、パチンコ機等の遊技機において、遊技球等の遊技媒体が打ち込まれる遊技領
域を有した遊技盤を備えている。この遊技盤の適宜箇所に障害釘、風車、及び入賞口が設
けられていると共に、入賞口に入賞しなかった遊技媒体を遊技領域外へ排出するアウト口
とが備えられており、入賞口に遊技媒体が入賞すると、所定数の遊技媒体が払出されるよ
うになっている。また、遊技盤に、様々な演出画像を表示可能な演出表示装置を更に備え
たものが知られている。
【０００３】
　この種の遊技機では、遊技状態に応じて演出表示装置に様々な演出画像を表示させるこ
とで、入賞への期待感等を持たせて、遊技者の興趣を高められるようにしている。また、
演出表示装置に加えて、機械的に上下方向に移動する可動体を備えたり（例えば、特許文
献１）、前後方向に回動移動する可動体を備えたりして（例えば、特許文献２）、演出画
像による演出だけでなく可動体の動きによる演出も行うことで、より遊技者の興趣が高め
られるようにしたものも提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－０６５５２８号公報
【特許文献２】特開２００５－０４０４４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の遊技機では、可動体が移動することで、可動体に注目させること
ができるものの、可動体の移動する移動量が比較的少ないため、可動体に演出動作をさせ
ても、その動きが小さく判り辛いものとなり、遊技者によっては、可動体の動きそのもの
を楽しむことができず、興趣を低下させてしまう恐れがある。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記の実情に鑑み、可動体がより速く大きく動くようにすることで
、可動体の演出動作を認識し易くして、その演出動作により興趣が低下するのを防止する
ことのできる遊技機の提供を課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　手段１：遊技機において、
　「遊技者の操作によって遊技媒体が打ち込まれる遊技領域を有した遊技盤と、
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　該遊技盤の面に略沿うように、上下方向に延在する誘導部材と、
　該誘導部材に誘導案内される被誘導部材と、
　該被誘導部材に保持される可動体と、
　該可動体と共に前記被誘導部材を前記誘導部材に誘導案内された状態で移動させる移動
手段と、
　該移動手段、及び前記誘導部材を少なくとも支持すると共に、上側に前記遊技盤に取付
固定するための取付当接面を備えたベースとを具備する」ものであることを特徴とする遊
技機。
【０００８】
　ここで、「誘導部材」としては、被誘導部材を上下方向に誘導できるものであれば良く
、「断面形状が円形状又は多角形状で上下方向に連続して延びるもの」、「断面形状が円
形状又は多角形状で上下方向に不連続で延びるもの（所定の間隔で配置されるもの）」、
等が挙げられる。なお、「誘導案内」としては、誘導部材と被誘導部材とが互いに摺動す
ることで案内されるものや、何れかが転動することで案内されるもの等を挙げることがで
きる。なお、「誘導部材」の素材としては、「樹脂」、「金属」、「セラミックス」、「
ガラス繊維強化樹脂や炭素繊維強化樹脂などの複合材」、等が挙げられる。
【０００９】
　また、「可動体」としては、「遊技媒体と接触するように配置され、遊技媒体の動きを
変化させることのできる役物可動体」、「遊技媒体とは接触しないように配置され、動き
により演出を行うことのできる装飾可動体」、等が挙げられる。なお、「可動体」は、人
形や動物形等の所定のキャラクタの一部又は全体を立体的に造形したキャラクタ体として
も良い。
【００１０】
　更に、「移動手段」としては、「誘導部材の延在方向に離反して配置されたスプロケッ
トを含むプーリと、プーリに巻き掛けられるチェーンを含むベルトとを有し、プーリの回
転によりベルトと共に移動させるもの」、「誘導部材の延在方向に延びるネジ部材と、ネ
ジ部材と螺合するナット部材とを有し、ネジ部材とナット部材とを互いに相対回転させる
ことで移動させるもの」、「誘導部材の延在方向に進退するプランジャを有したソレノイ
ド、又はピストンを有したシリンダ装置により移動させるもの」、「誘導部材の延在方向
に延びるリニアモータにより移動させるもの」、等が挙げられる。なお、移動手段として
ベルトやチェーンを用いたものとした場合、移動速度を速くすることができインパクトの
高められるものとすることができる。また、移動手段としてネジ部材等を用いたものとし
た場合、位置決め精度が高く、繊細な動きをさせることができる。
【００１１】
　また、「ベース」の素材としては、「樹脂」、「金属」、「セラミックス」、「ガラス
繊維強化樹脂や炭素繊維強化樹脂などの複合材」、等が挙げられる。なお、ベースに用い
る素材の剛性は、第一支持部材及び第二支持部材に用いる素材の剛性に対して、それ以上
の剛性を有したものとすることが望ましい。また、素材を金属とした場合では、「所定厚
さの板材を用いたもの」、「所定厚さの板材を所定形状に屈曲成形したもの」、「所定の
断面形状を有した型材を用いたもの」、等が挙げられる。なお、ベースとして板材（例え
ば、板金）を屈曲成形したものとした場合、単板のベースと比較して屈曲部により剛性の
高いベースとすることができると共に、安価に製造することができる。
【００１２】
　ところで、遊技盤に、可動体を移動させるための移動手段や誘導部材等を支持するベー
スを取付ける場合、一般的には、取付強度を高めるために、ベースの略全長に亘って遊技
盤とベースとが当接するようにすると共に、より多くの位置でビスなどを用いてベースを
取付けるようにしていた。しかしながら、例えば、遊技盤やベースの寸法公差の違いや加
工誤差等により、遊技盤とベースとの面が一致しないことがあり、その状態でベースを遊
技盤に取付固定すると、ベース或いは遊技盤が歪んでしまったり、ガタツキが発生して取
付け強度が低下したりして不具合が発生する恐れがある。
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【００１３】
　手段１の構成によると、遊技領域を有した遊技盤と、遊技盤の面に略沿うように上下方
向に延在する誘導部材と、誘導部材に誘導案内される被誘導部材と、被誘導部材に保持さ
れる可動体と、可動体と共に被誘導部材を移動させる移動手段と、移動手段及び誘導部材
等を支持し遊技盤に取付けるための取付当接面を上側に備えたベースとを具備したもので
ある。
【００１４】
　これにより、ベースの全長に対してその一部である取付当接面のみを遊技盤と当接させ
て取付固定するようにしているので、遊技盤やベース等の寸法誤差等があっても、その誤
差による影響を可及的に少なくすることが可能となり、遊技盤にベースを取付固定しても
それらに歪等の不具合が発生するのを防止することができ、遊技盤にベースを良好に取付
けることができる。そのため、可動体を誘導案内する誘導部材の長さを長くすることで誘
導部材を支持するベースが長くなっても、遊技盤にベースを良好に取付固定することがで
きるので、誘導部材の長さを長くして可動体が大きく移動するようにさせることが可能と
なり、可動体の演出動作を認識し易くして、その演出動作により遊技者の興趣が低下する
のを防止することのできるものとすることができる。
【００１５】
　また、ベースの上側に配置された取付当接面で遊技盤に取付固定するようにしている、
つまり、ベースの一方の側でのみ取付固定するようにしているので、遊技盤への取付けが
ベースの一方側（上側）だけで済み、取付けにかかる手間を簡略化することができる。
【００１６】
　更に、ベースに遊技盤に取付固定するための取付当接面を備えて、その取付当接面を介
して遊技盤に取付固定している。つまり、ベースの全体が遊技盤と当接するのではなく取
付当接面のみを当接させて取付固定するようにしているので、ベースが歪んだり、ガタツ
キが発生したりするのを防止することができると共に、ガタツキの発生により取付け強度
が低下するのを防止することで遊技盤にベースをより強固に取付固定することができる。
【００１７】
　ところで、ベースにおける取付当接面を配置する位置としては、種々の位置が考えられ
るが、取付当接面をベースの左右何れか一方の側に配置した場合、遊技盤に取付けられる
取付当接面から左右方向に大きく偏芯した位置にベースの重心が配置されることとなり、
取付当接面や取付けるためのビス等には、ベースにかかる重量だけでなく重心の偏芯によ
る回転モーメントもかかるので、その力によりビス等が耐えられなくなりベースを固定す
ることができなくなったり、ベース（取付当接面）が変形したりして不具合が発生する問
題がある。
【００１８】
　また、取付当接面をベースの下側に配置した場合、例えば、遊技機の移送等により遊技
盤の面に対して左右方向の力が作用し、取付当接面の垂直線上からベースの重心が左右の
何れかにずれると、ベースにかかる重量によって取付当接面を中心にベースを回転させよ
うとする回転モーメントが作用して、上述と同様にベースを良好に固定することができな
くなったり、変形したりして不具合が発生する問題がある。
【００１９】
　しかしながら、本手段によると、ベースの取付当接面の位置をベースの上側としている
ので、喩え、遊技盤の面に対して左右方向の力が作用して取付当接面の垂直線上からベー
スの重心が左右の何れかにずれても、その重心にかかる回転モーメントが、ベースの重心
を取付当接面の垂直線上に戻すように作用し、ベースが元の位置に復帰するので、取付当
接面やビス等にベースにかかる重量以外の力が作用するのを抑制することができ、ベース
を良好に取付固定することができると共に、ベースが変形して不具合が発生するのを防止
することができる。
【００２０】
　また、ベースを介して誘導部材、及び移動手段等が遊技盤に取付固定されることとなり
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、それらを強固に固定することができるので、可動体を速い速度で移動させてもそれらが
ぐらついたり歪んだりするのを防止することができ、可動体をより速い速度で移動させて
インパクトの強いものとすることができる。また、それらが強固に固定されるので、誘導
部材の長さを長くしても問題なく確実に固定することができ、可動体の移動量をより大き
くして、より演出効果の高い可動体とすることができると共に、より興趣の高められるも
のとすることができる。
【００２１】
　また、遊技盤にベースをしっかり取付固定することができるので、取付けられたベース
が移動するのを防止することができ、ベース及びベースに支持された誘導部材や移動手段
等が他の部材と当接して、破損したり、被誘導部材が移動できなくなったりするのを防止
することができる。
【００２２】
　なお、遊技盤に対してベースを取付固定する部位としては、遊技盤の前面側であっても
良いし、後面側であっても良く、後面側に取付固定する場合は、遊技盤に前後方向に貫通
する貫通口を設けて、その貫通口を通してベースに支持された可動体が遊技者側から視認
可能とすることが必要である。
【００２３】
　また、ベースを板金により構成しても良く、これにより、ベースの強度剛性が高くなっ
て移動手段や誘導部材等をより強固に支持することが可能となり、移動手段や誘導部材を
長くして可動体がより大きく移動するようにさせるのに好適である。
【００２４】
　ところで、可動体の移動方向（誘導部材の延在する方向）としては、種々の方向が考え
られるが、例えば、遊技盤の面に対して略直角方向に移動するようにした場合、つまり、
遊技盤の前後方向に移動するようにした場合、可動体を遊技者に対して近づけたり、遠ざ
けたりすることができ、遠近感のある動きをさせることができる。しかしながら、前後方
向の移動を大きくするために遊技機の前後方向の寸法も大きくすると、遊技機を設置する
ホールの島設備に良好に設置できなくなる問題が発生する。
【００２５】
　しかしながら、本手段によると、可動体が遊技盤の面に略沿うように上下方向に移動す
るようにしている。つまり、可動体を、遊技機における遊技盤の面に直角方向（前後方向
）の寸法に対して、相対的に大きい寸法とされている上下方向（遊技盤の面に沿った方向
）に移動するようにしているので、可動体の移動量を可及的に大きくすることが可能とな
り、可動体の動きをより認識し易いようにして、その演出動作を楽しませて興趣が低下す
るのを防止することができる。また、遊技機の前後方向の寸法が増加するのを抑制するこ
とができるので、ホールの既存の島設備に良好に対応させることができる。
【００２６】
　また、可動体を上下方向に移動するようにしており、打ち込まれた遊技媒体は、遊技領
域の上から下へ流下するので、遊技媒体の流れ方向と略同じ上下方向に可動体を移動させ
ることで、遊技媒体と可動体との間での遊技者の目線移動がし易く早期に遊技者が疲労す
るのを抑制することができ興趣が低下するのを防止することができる。
【００２７】
　更に、可動体を、所定のキャラクタの一部又は全体を立体的に造形したキャラクタ体と
しても良く、キャラクタ体が複雑な動きをすることで、遊技者に強いインパクトを与える
ことができ、興趣の高められるものとすることができる。
【００２８】
　手段２：手段１の構成において、
　「前記ベースにおける前記取付当接面の上部に、前記遊技盤にねじ込まれるビスを挿通
可能な取付孔が穿設されている」ものであることを特徴とする。
【００２９】
　手段２の構成によると、ベースの取付当接面の上部にビスを挿通する取付孔を穿設した
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ものである。これにより、取付孔を介してビスによりベースを遊技盤に取付けることがで
きると共に、取付当接面の上部でビスにより取付固定することで、上述と同様の理由によ
り、ビスや取付当接面にかかる回転モーメントを可及的にかかり難くすることができ、ベ
ースを良好に遊技盤に取付固定することができる。
【００３０】
　なお、取付孔の数、つまり、取付けるためのビスの数は、少ないほど取付けにかかる手
間を簡略化することができ、取付孔をベースの重心の垂直線上に近い位置に配置すれば、
取付孔の数を可及的に少なく（例えば、一つ又は二つ）することができる。
【００３１】
　手段３：手段１又は手段２の構成において、
　「前記ベースは、
　板金からなり、前記移動手段、及び前記誘導部材を支持する支持面に対して、前記取付
当接面が略直角に屈曲形成されている」ものであることを特徴とする。
【００３２】
　手段３の構成によると、ベースの素材を板金とし、ベースの取付当接面を、移動手段及
び誘導部材を支持する支持面に対して、略直角方向に屈曲形成したものである。これによ
り、移動手段及び誘導部材が、取付当接面に対して略直角方向に支持されるので、取付当
接面が固定される遊技盤と、移動手段及び誘導部材とが干渉し難くすることが可能となり
、移動手段及び誘導部材を支持しつつ、良好に遊技盤に取付固定することができる。
【００３３】
　また、ベースをプレス成形できるようにしているので、切削加工したものと比較して大
量で安価に製造することができると共に、移動手段及び誘導部材を支持する支持面と、取
付当接面とが略直角になるように屈曲させているので、その屈曲部により平板材と比較し
て強度剛性の高いものとすることが可能となり、可動体の移動によりベースが変形したり
、移動手段及び誘導部材がぐらついたりするのを防止することができ可動体を確実に誘導
案内させることができる。
【００３４】
　手段４：手段１から手段３までの何れか一つの構成において、
　「前記誘導部材の一端側を支持し、複数の位置決め突起を有した樹脂からなる第一支持
部材と、
　前記誘導部材の他端側を支持し、複数の位置決め突起を有した樹脂からなる第二支持部
材とを更に具備し、
　前記ベースには前記第一支持部材及び前記第二支持部材の前記位置決め突起と対応する
複数の位置決め孔を有し、該位置決め孔と前記位置決め突起とを互いに嵌合させることで
、前記ベースにより前記第一支持部材及び前記第二支持部材が所定位置に位置決め支持さ
れる」ものであることを特徴とする。
【００３５】
　ところで、可動体の移動距離を大きくするために、誘導部材の長さを長くすることが考
えられる。この誘導部材として、その両端を支持するものとした場合、誘導部材の長さが
長くなるほど、誘導部材の両端を支持する支持部材も大きくなる。そして、例えば、誘導
部材の両端を支持する支持部材を一体で樹脂成形すると、支持部材が大きくなるほど成形
歪みも大きくなり、誘導部材を所望の位置に支持することができなくなり、可動体を良好
に誘導案内することができなくなる問題がある。
【００３６】
　また、支持部材が大型化すると、支持部材を成形する成形型も大型化し、支持部材の製
造にかかるコストが増加する問題がある。
【００３７】
　手段４の構成によると、誘導部材の両端を樹脂からなる第一支持部材及び第二支持部材
で支持すると共に、第一支持部材及び第二支持部材に備えられた位置決め突起を、ベース
の対応する位置に備えられた位置決め孔に嵌合させることで、第一支持部材と第二支持部
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材とを所定位置に位置決め支持するようにしたものである。
【００３８】
　これにより、樹脂からなる第一支持部材及び第二支持部材の大きさを可及的に小さくす
ることができ、樹脂成形による歪を相対的に小さくすることができると共に、ベースによ
り第一支持部材及び第二支持部材を所定位置に位置決め支持しているので、誘導部材を支
持する部材を大きくしても誘導部材の支持精度を良好に維持することができる。つまり、
誘導部材を大きく（長く）しても誘導部材を所望の位置に支持して、誘導部材により被誘
導部材を介して可動体を良好に誘導案内させることが可能となるので、可動体がより大き
く動くようにすることができ、可動体の演出動作を認識し易くして、その演出動作により
興趣が低下するのを防止することができる。
【００３９】
　また、誘導部材の両端を支持する樹脂からなる第一支持部材及び第二支持部材部材を可
及的に小さいものとすることができるので、第一支持部材及び第二支持部材部材を成形す
るための成形型を小型なものとすることができ、製造にかかるコストが増加するのを抑制
することができる。
【００４０】
　更に、位置決め突起を位置決め孔に嵌合させるだけで、第一支持部材と第二支持部材と
を所定距離離れた所定位置に容易に位置決め支持することができ、誘導部材を所望の位置
に容易に配置支持することができる。
【００４１】
　なお、遊技機に所定の演出画像を表示可能な演出表示装置を備えるようにしても良く、
この場合、誘導部材や被誘導部材等を演出表示装置の外周外側に配置すると共に、支持シ
ャフトを演出表示装置の前面側に延出させて可動体が演出表示装置の前面側（遊技者側）
を移動するように配置することができ、これにより、これまでにないインパクトのある遊
技機とすることができると共に、可動体の複雑な動きとの相乗効果によってより遊技者を
楽しませて興趣の高められるものとすることができる。
【００４２】
　更に、第一支持部材及び第二支持部材には、夫々位置決め突起を少なくとも二つ備えて
いることが望ましく、それら位置決め突起は、可及的に離れた位置に配置することが望ま
しい。これにより、ベースにおける第一支持部材や第二支持部材の夫々の位置決め精度を
より高めることが可能となり、而して、誘導部材の支持精度を高めることができる。
【００４３】
　また、第一支持部材及び第二支持部材によりベースと誘導部材とが互いに略平行となる
ように配置支持されるので、ベースと誘導部材を剛性の高い素材を用いて形成した場合、
それらが互いに組み立てられることで、全体的な強度剛性がさらに高くなり、被誘導部材
の移動により振動や反力がかかっても、誘導部材やベースが撓んだり振れたりすることが
なく、被誘導部材つまり可動体を良好に誘導案内させることができる。
【００４４】
　なお、「樹脂」としては、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂など適宜なものを用いることが
でき、例えば、「ポリカーボネイト」、「ポリプロピレン」、「ポリエチレン」、「ポリ
ウレタン」、等が挙げられる。また、射出成形可能なものとすることが望ましい。
【００４５】
　手段５：手段１から手段４までの何れか一つの構成において、
　「前記移動手段は、
　上下方向に互いに離反し上側に配置され、外周に複数の被係合歯が形成された駆動プー
リ、及び下側に配置される従動プーリと、
　前記駆動プーリ及び前記従動プーリに巻き掛けられ、内周に前記駆動プーリの前記被係
合歯と係合する複数の係合歯が形成されると共に、前記被誘導部材に固定される駆動ベル
トと、
　該駆動ベルトが前記駆動プーリ及び前記従動プーリに巻き掛けられた状態で、該従動プ
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ーリを前記駆動プーリと離反する方向へ付勢する付勢手段と、
　該付勢手段により前記従動プーリを介して付勢された前記駆動ベルトを駆動させるため
に前記駆動プーリを回転させる回転駆動手段とを備えている」ものであることを特徴とす
る。
【００４６】
　ここで、「駆動プーリ、従動プーリ、及び駆動ベルト」としては、「駆動ベルトを平ベ
ルトとし、駆動プーリ及び従動プーリを平プーリとしたもの」、「駆動ベルトを歯付きベ
ルトとし、駆動プーリ及び従動プーリを駆動ベルトの歯と係合する歯付きプーリとしたも
の」、「駆動ベルトを歯付きベルトとし、駆動プーリを駆動ベルトの歯と係合する歯付き
プーリとし、従動プーリを平プーリとしたもの」、等が挙げられる。
【００４７】
　また、「回転駆動手段」としては、「電気モータ」、「空圧アクチュエータ」、等が挙
げられ、回転駆動手段により直接駆動プーリを回転駆動するようにしても良いし、変速ギ
ヤを介して間接的に駆動プーリを回転駆動するようにしても良い。なお、間接的に駆動プ
ーリを回転駆動させるようにした場合、回転駆動手段の位置と、駆動プーリの位置とを異
なる位置にすることができるので、空間的に余裕のある位置に回転駆動手段を配置してそ
こから間接的に駆動プーリを回転駆動させるようにすることもでき、より配置自由度を高
めることができる。
【００４８】
　ところで、誘導部材に誘導案内される被誘導部材を移動させる移動手段としては、種々
の方法が考えられるが、例えば、所定方向に延在する長尺状のネジ部材と、ネジ部材に螺
合するナット部材（可動部材）と、ネジ部材を回転させる回転駆動手段とで構成した場合
、ネジ部材を回転させることでナット部材をネジ部材の延在方向に移動させることができ
る。しかしながら、ネジ部材の回転によりナット部材、つまり、可動体を移動させるよう
にした場合、ネジ部材の回転速度と比較して可動体の移動速度が遅く、可動体の演出動作
が遅いものとなるので、遊技者に強く印象付けることが困難であり、興趣を高められる効
果を期待することができなかった。
【００４９】
　また、移動手段として、ネジ部材を用いた場合と比較してより速く可動体を移動させる
ことのできるソレノイドやシリンダを用いることも考えられる。しかしながら、ソレノイ
ドやシリンダを用いた場合、ソレノイドやシリンダに収容されたプランジャやピストンロ
ッドを進退させることで可動体を移動させることとなるので、ソレノイドやシリンダを設
置するためのスペースを多く必要とし、設置スペースの限られている遊技機では、可動体
を移動させたい移動量によっては、ソレノイドやシリンダを設置することが困難となる問
題がある。
【００５０】
　手段５の構成によると、可動体を保持する被誘導部材を移動させる移動手段に、被係合
歯が形成され上側に配置される駆動プーリと、下側に配置される従動プーリと、駆動プー
リの被係合歯と係合する係合歯を有し駆動プーリと従動プーリとに巻き掛けられ被誘導部
材に固定される駆動ベルトと、従動プーリを駆動プーリと離反する方向に付勢する付勢手
段と、及び駆動プーリを介して駆動ベルトを回転駆動する回転駆動手段とを備えたもので
ある。
【００５１】
　これにより、遊技盤へ取付固定するためのベースの取付当接面が配置された側と同じ上
側に、移動手段の駆動プーリが配置されている。つまり、駆動プーリを回転駆動する回転
駆動手段が取付当接面に近いベースの上側で支持されるので、振動や駆動反力の発生源で
ある回転駆動手段に可及的に近い位置で取付当接面を介して遊技盤に取付固定することと
なり、回転駆動手段からの振動等がベース全体に伝わるのを防止することができると共に
、ベースの振動によりベースに支持された誘導部材等の各部材が振動し、他の部材と当接
して破損したり、各部材同士の組付けが緩んだりして被誘導手段を良好に誘導案内させる
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ことができなくなるのを防止することができる。
【００５２】
　また、取付当接面に近い位置で回転駆動手段を支持しており、回転駆動手段を駆動させ
ても振動が発生するのを抑制することができるので、ベースを介して遊技盤が振動するの
を防止して、回転駆動手段の振動により遊技領域内に打ち込まれた遊技媒体、各種入賞装
置、及び遊技媒体の払出装置等に影響が及ぼされるのを防止することができると共に、良
好に遊技することのできるものとすることができる。
【００５３】
　また、駆動プーリを回転駆動手段により回転させると駆動ベルトが回転し、駆動ベルト
と共に被誘導部材を介して可動体が移動するので、ネジ部材等の移動手段を用いた場合と
比較して、可動体の移動速度をより速く移動させることができ、速く移動する可動体によ
り遊技者に強く印象付けることができるので、可動体に注目させてその演出動作を楽しま
せることが可能となり、遊技に対する興趣が低下するのを防止することができる。
【００５４】
　また、駆動ベルトを駆動させることで被誘導部材を介して可動体を移動させるようにし
ているので、同じ移動量をソレノイドやシリンダを用いて移動させる場合と比較してより
小型化することが可能となり、遊技機に設置し易いものとすることができると共に、可動
体の移動量をより大きくしても遊技機に設置することができるので、可動体をより大きく
移動させることができ、可動体の演出動作を認識し易くして、その演出動作により興趣が
低下するのを防止することのできる。
【００５５】
　更に、被誘導部材を誘導部材により誘導案内するようにしているので、撓み易いベルト
を用いて被誘導部材を移動させても、誘導部材により被誘導部材を真直ぐ誘導案内させる
ことができ、移動の際に被誘導部材、つまり、可動体を所望の姿勢で良好に移動させるこ
とができる。
【００５６】
　また、駆動ベルトを係合歯が形成された歯付きのベルトとし、駆動プーリを係合歯と係
合する被係合歯が形成された歯付きのプーリとしているので、これにより、駆動ベルトを
駆動プーリに巻き掛けられることで係合歯と被係合歯とが互いに係合し、駆動ベルトが駆
動プーリの外周面上を滑り難くすることができ、駆動プーリから回転駆動を確実に駆動ベ
ルトに伝達させることができる。
【００５７】
　また、係合歯と被係合歯との係合により、駆動プーリの回転を確実に駆動ベルトに伝達
させるようにしており、駆動プーリの回転速度を速くしても、駆動プーリと駆動ベルトと
の間で滑りが発生しないので、より速い速度で駆動ベルトを駆動させることが可能となり
、被誘導部材を介して可動体をより速い速度で移動させることができ、よりインパクトの
強い動きを可動体にさせて、興趣の高められるものとすることができる。
【００５８】
　更に、従動プーリを駆動プーリと離反する方向に付勢する付勢手段を備えている。つま
り、駆動ベルトに所定のテンションを付与する付勢手段を備えているので、これにより、
駆動プーリと従動プーリとに巻き掛けられる駆動ベルトの張力を適宜なものとすることが
できる、駆動ベルトを良好に回転駆動させることができる。
【００５９】
　なお、付勢手段を配置する位置としては、駆動プーリと従動プーリとの間の位置であっ
ても良いし、従動プーリに対して駆動プーリとは反対側の位置であっても良い。
【００６０】
　ところで、可動体を上下方向に移動させる場合、駆動プーリと従動プーリの配置位置と
しては、何れか一方を上側に、何れか他方を下側に配置すれば良いはずであるが、従動プ
ーリ上側、駆動プーリを下側に配置した場合では、駆動ベルトに固定された被誘導部材等
の重さにより、駆動ベルトが下方、つまり、駆動プーリ側へ引張られることとなり、駆動
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プーリへの駆動ベルトの巻き掛け力が弱くなり、駆動ベルトと駆動プーリとが滑り易くな
って、駆動ベルトを充分に駆動することができなくなったり、駆動ベルトに固定された被
誘導部材が降下してしまったりする恐れがある。そこで、付勢手段により駆動プーリと従
動プーリとを離反させて、駆動プーリにおける駆動ベルトの巻き掛け力を強くして滑り難
くすることが考えられるが、この場合、付勢手段の付勢力を強いものとしなければならず
、その付勢力に対応させるために、駆動プーリや従動プーリ、駆動ベルト、それらを支持
する支持部材の強度を高める必要があり、それらが大型化したり高価なものとなったりす
る問題が発生する。
【００６１】
　しかしながら、本手段によると、駆動プーリを上側に、従動プーリを下側に配置してい
るので、これにより、駆動ベルトは、固定された被誘導部材等の重さにより下方、つまり
、駆動プーリとは離反する方向に引張られる力が作用するので、その力により駆動プーリ
への駆動ベルトの巻き掛け力が強くなり、駆動プーリと駆動ベルトとの摩擦力が大きくな
って互いに滑り難くすることができ、駆動プーリにより確実に駆動ベルトを駆動させるこ
とができると共に、駆動プーリと駆動ベルトとが滑って被誘導部材が降下するのを防止す
ることができ、被誘導部材を介して可動体に所望の動きをさせることが可能となり、可動
体に所定の演出動作をさせて、興趣の高められるものとすることができる。
【００６２】
　また、従動プーリを下側に付勢する付勢手段や、駆動ベルトや駆動プーリに係合歯や被
係合歯を備えているので、駆動ベルトには、被誘導部材等からかかる重量に加えて付勢手
段の付勢力も作用し、より下側へ引張られ、駆動プーリへの駆動ベルトの巻き掛け力を更
に強くすることができると共に、係合歯と被係合歯の係合力も更に強くすることができ、
駆動プーリと駆動ベルトとの滑をより一層防止することができる。
【００６３】
　また、被誘導部材等の重さにより駆動プーリへの駆動ベルトの巻き掛け力が強くなるの
で、付勢手段を必要以上に付勢力の強いものとしなくても良いので、駆動プーリや従動プ
ーリ、駆動ベルト、それらを支持する支持部材等の強度を必要以上に高める必要がなく、
それらが大型化したり高価なものとなったりするのを抑制することができる。
【００６４】
　更に、駆動プーリと従動プーリとを上下方向に配置している、つまり、被誘導部材を介
して可動体を上下方向に移動させるようにしているので、これにより、遊技領域を流下す
る遊技媒体の流れ方向と略同じ上下方向に可動体が移動し、遊技媒体と可動体との間での
遊技者の目線移動がし易く早期に遊技者が疲労するのを抑制することができ興趣が低下す
るのを防止することができる。
【００６５】
　手段６：手段１から手段５までの何れか一つの構成において、
　「前記可動体を前記誘導部材の軸直角方向に延びる軸線上に支持すると共に、前記被誘
導部材に回転可能に保持される支持シャフトと、
　該支持シャフトを軸芯周りに回動させ、前記可動体が前記被誘導部材に前記支持シャフ
トを介して保持される側とは前記誘導部材を挟んで反対側の位置に配置され、所定方向に
進退するプランジャを有したソレノイド、該ソレノイドにおける前記プランジャの進退に
よる直線運動を回転運動に変換して前記支持シャフトに伝達する伝達手段を備えた回動手
段とを更に具備する」ものであることを特徴とする。
【００６６】
　ここで、「伝達手段」としては、「基端が支持部材に固定され先端がプランジャに接続
されることで、プランジャの直線運動を変換して支持部材を回転運動させるように伝達す
るもの」、「クランク機構を用いて、プランジャの直線運動を変換して支持部材を回転運
動させるように伝達するもの」、等が挙げられる。
【００６７】
　ところで、従来の遊技機では、可動体の動きが上下方向のみの動きであったり、前後方
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向に回動する動きのみであったりと、その移動方向が一方向であるので、可動体の動きが
単純な動きとなり、その可動体の動きによる演出を見慣れてしまうことで遊技者によって
は、可動体の動きに飽きてしまい、遊技に対する興趣を低下させてしまう恐れがある。
【００６８】
　また、支持シャフトを回動させる駆動源としてモータを用いた場合、被誘導部材に備え
られるような小型のモータでは一般的に回転トルクが小さく直接モータの回転軸により可
動体と共に支持シャフトを回動させるのは困難であり、複数のギヤを介して回転数を落す
ことでトルクを高めて支持シャフトを回動させることとなるが、回動する速度が遅くなる
ので、可動体の動きが遅くなると共に、動きのレスポンスも遅くなり、インパクトがあり
興趣の高められる速い動きをさせるのが困難であった。
【００６９】
　手段６の構成によると、可動体を保持し誘導部材の軸直角方向に延び被誘導部材に回転
可能に保持される支持シャフトと、進退するプランジャを有したソレノイドとプランジャ
の進退により支持シャフトを回動伝達させる伝達手段とを備え被誘導部材の可動体が保持
される側とは誘導部材を挟んで反対側に配置される回動手段とを更に備えたものである。
【００７０】
　これにより、可動体を支持シャフトの軸芯周りに回動させることができるので、可動体
を誘導部材の延在方向だけでなく、支持シャフトの軸芯周りの方向にも動かすことが可能
となり、可動体の動きをより複雑な動きとすることができ、より演出効果の高い動きをさ
せることで興趣の高められるものとすることができる。
【００７１】
　また、支持シャフトにより可動体を誘導部材の軸直角方向の軸線上に支持するようにし
ているので、例えば、誘導部材を遊技盤の端に配置し、支持シャフトに支持された可動体
が遊技盤の略中央に位置するように、誘導部材に誘導案内される被誘導部材から支持シャ
フトを延び出させるようにすることもでき、可動体をより目立つ位置に配置することが可
能となり、より演出効果の高められるものとすることができる。
【００７２】
　ところで、従来の遊技機では、その可動体の大きさが比較的小さいため、遊技機におい
て可動体が目立ち難く、可動体の動きによる演出効果が充分に得られない恐れがある。そ
こで、可動体を相対的に大型化することで目立つようにして、可動体の動きによる演出効
果を高められるようにすることが考えられ、大型化した可動体の両端で案内支持して所定
方向に移動させるようにすることが考えられる。しかしながら、この場合、可動体の両端
の支持部を案内することとなるため、離れた位置に配置された支持部が互いに同期して移
動するようにしなければならず、可動体を移動させるための機構が複雑になると共に全体
として大型になり、遊技機への設置自由度が低下したり、コストが増加したりする問題が
ある。
【００７３】
　そこで、可動体の両端の何れか一方で案内支持して所定方向に移動させるようにするこ
とも考えられる。しかしながら、この場合、可動体を片持支持することとなるため、被誘
導部材には、支持シャフトを介して可動体を保持した側に大きく荷重がかかることとなり
、被誘導部材に保持された摺動部材と誘導部材との間で偏摩擦により偏摩耗が発生して、
誘導部材に誘導案内される被誘導部材が滑らかに誘導されずぎこちない動きとなったり、
誘導案内することができなくなったりする恐れがある。
【００７４】
　しかしながら、本手段によると、支持シャフトを回動させる回動手段を、被誘導部材の
可動体が保持される側とは誘導部材を挟んで反対側に配置しているので、これにより、被
誘導部材は、誘導部材を挟んで一方の側に可動体を保持し、他方の側に回動手段を保持す
ることとなり、誘導部材を挟んで両側に夫々所定の荷重がかかることとなるので、被誘導
部材にかかる偏荷重が緩和され、被誘導部材と誘導部材との間で偏摩耗が発生するのを抑
制し、偏荷重により誘導部材に誘導案内される被誘導部材が滑らかに誘導されずぎこちな
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い動きとなったり、誘導案内することができなくなったりするのを防止することができる
。
【００７５】
　また、上述のように被誘導部材を良好な状態で誘導部材により誘導案内することができ
るので、可動体を相対的に大型化することができ、可動体をより目立たせて、可動体の動
きによる演出効果がより高いものとすることができると共に、可動体を支持シャフトによ
り片持支持するようにしているので、被誘導部材を移動させる機構が一つで済むと共に、
可動体の両端を支持しその両端で誘導案内するようにした場合と比較して、両端が同期し
て同じように移動するような複雑な機構を備える必要がなくなり、全体が大型化するのを
抑制することができ遊技機に備え易くなると共に、被誘導部材つまり可動体を移動させる
ための機構にかかるコストが増加するのを抑制することができる。
【００７６】
　更に、回動手段を、進退するプランジャを有したソレノイドと、ソレノイドにおけるプ
ランジャの直線運動を回転運動に変換して支持シャフトを軸芯周りに回動させる伝達手段
とを備えたものとしており、駆動源としてソレノイドを用いているので、モータを用いた
場合と比較して、レスポンスの良い速い動きをさせることが可能となり、可動体によりイ
ンパクトの強い演出動作をさせることができ、興趣の高められるものとすることができる
。
【００７７】
　また、ソレノイドのプランジャにより直接可動体を回動させる場合、その回動量を変更
するにはソレノイドそのものを変更しなければならず、容易に変更することができないと
共に設計自由度の低いものとなる問題がある。しかしながら、本手段では、回動手段によ
り支持シャフトを回動させるようにしているので、回動手段によってプランジャの進退量
に対して支持シャフトの回転量を容易に変更することが可能となり、設計自由度を高くす
ることができ、より興趣の高められる動きを可動体にさせることができる。
【００７８】
　ところで、一般的に、進退するプランジャを有したソレノイドでは、バネの弾性力によ
り所定方向にプランジャが付勢されており、ソレノイドに通電することでプランジャがバ
ネの付勢力に打ち勝って、バネによる付勢方向とは反対方向に進退移動するようになって
いる。そのため、ソレノイドにおけるプランジャの進退方向を上下方向とした場合、プラ
ンジャにはバネの付勢力の他に、プランジャにかかる重力も作用することとなるので、バ
ネによる付勢方向によっては、プランジャにかかる付勢力が弱くなったり強くなったりし
、例えば、付勢力が弱くなると、ソレノイドが非通電の時に、プランジャが充分に移動せ
ず所定位置に位置しなくなる恐れがある。また、付勢力が強くなると、ソレノイドに通電
しても充分にプランジャが移動しなかったり、通電力を多く必要としたりする問題がある
。そして、これらにより、プランジャの進退が不充分となることで、可動体の動きが不充
分となって所望の動きをさせることが困難となり、動きによる演出効果が得られなくなる
恐れがある。
【００７９】
　そこで、回動手段を、「プランジャが略水平方向に進退するように配置されたソレノイ
ドと、基端が支持シャフトに固定され先端が上下方向の何れか一方に延出しプランジャと
接続される伝達部材からなる伝達手段とから構成した」ものとしても良く、これにより、
プランジャの進退方向を略水平方向としているので、プランジャの進退にかかる重力の影
響を可及的に少なくすることができ、プランジャの進退を確実に行わせることで、可動体
を確実に動かして所望の演出動作をさせることが可能となり、動きによる演出効果を充分
に発揮させて、遊技者の興趣が低下するのを防止することができる。また、伝達手段を、
基端が支持シャフトに固定され先端が上下方向の何れかに延出しプランジャと接続される
伝達部材としているので、簡単な構成の伝達手段により、プランジャの直線運動を支持部
材の回転運動に変換させることができ、伝達手段の実現にかかかるコストが増加するのを
抑制することができる。なお、伝達部材を延出させる方向は、進退するプランジャの移動
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が略中間位置にある時に、プランジャに接続された伝達部材が水平方向に対して略直角方
向となるように延出させることが望ましい。これにより、プランジャの進退移動量が同じ
でも、より大きく支持シャフトを回転させることができる。
【００８０】
　一方、進退するプランジャを有したソレノイドでは、一般的にその大きさが、プランジ
ャの進退方向の寸法と、プランジャの進退方向に対して直角方向の寸法とでは、プランジ
ャの進退方向の寸法の方が大きい寸法となっている。そのため、プランジャの進退方向を
略水平方向となるようにソレノイドを配置すると共に支持シャフトの延出方向を略水平方
向とした場合、プランジャの進退方向を支持シャフトと同じ方向とすると、支持シャフト
の延出方向が全体的に長くなったり、支持シャフトとソレノイドとの重なりが大きくなっ
たりして、遊技機に備える際に支持シャフトに支持される可動体の大きさが相対的に小さ
くなり、可動体が目立ち難くなってインパクトが減少し興趣を高められる効果が期待でき
なくなる恐れがある。また、プランジャの進退方向を支持シャフトの延出方向に対して略
直角方向とすると、支持シャフトの軸直角方向の寸法が大きくなり、他の部材と緩衝し易
くなる問題がある。
【００８１】
　そこで、回動手段を、「プランジャが略上下方向に進退するように配置されたソレノイ
ドと、略水平方向且つ支持シャフトの軸直角方向に所定長さ延び、一端と他端との間でソ
レノイドのプランジャに接続され、一端がプランジャとの接続部を挟んで支持シャフトと
は反対側の位置に回転可能に支持され、他端が支持シャフトを挟んでプランジャとの接続
部とは反対側の位置に配置される第一棹部材と、第一棹部材の他端に先端が回転可能に支
持されると共に、基端が支持シャフトに一体回転可能に固定され、第一棹部材よりも長さ
の短い第二棹部材とからなる伝達手段とを備えている」ものとしても良く、これにより、
支持シャフトの延出方向の寸法が全体的に長くなったり、支持シャフトとソレノイドとの
重なりが大きくなったりして、遊技機に備える際に支持シャフトに支持される可動体の大
きさが相対的に小さくなり、可動体が目立ち難くなるのを防止することが可能となり、可
動体を可及的に大型化することができ、可動体によるインパクトを高めて、興趣を高めら
れる効果を期待することができる。また、支持シャフトの軸直角方向の寸法が大きくなる
のを抑制することができるので、他の部材と緩衝し難くすることが可能となり、容易に遊
技機に備えることができる。なお、プランジャの進退は、ソレノイドの上部から進退する
ものであっても良いし、ソレノイドの下部から進退するものであっても良く、適宜選択す
ることができる。また、プランジャの進退量に対して第一棹部材の他端の移動量が大きく
なると共に、第二棹部材の長さが第一棹部材の他端からプランジャとの接続部までの長さ
よりも短い長さとなるので、第二棹部材を介して支持シャフトの軸芯周りの回転をより大
きく回転させることができ、可動体の動きを大きくすることで、より興趣の高められる動
きをさせることができる。更に、第一棹部材の一端と他端との間に、プランジャ及び支持
シャフトが配置されるので、第一棹部材の他端と支持シャフトとを結ぶ第二棹部材が第一
棹部材の外側に突出することがなく、伝達手段全体を小型化することが可能となり、伝達
手段を備え易くすることができる。
【００８２】
　なお、可動体と支持シャフトの関係としては、「可動体が支持シャフトにより偏芯した
位置で支持されると共に、可動体にかかる重力によって、支持シャフト及び伝達手段を介
してソレノイドのプランジャが、ソレノイドへの通電によって移動する方向とは逆方向に
付勢される」ものとしても良く、これにより、ソレノイドが非通電の時には、可動体にか
かる重力によりプランジャが通電により移動する方向とは逆方向に付勢されて、その移動
端に自動的に前進又は後退する、つまり、非通電時には自動的にプランジャを復帰させる
ことができる。なお、従来のソレノイドのように復帰させるためのバネ等の弾性部材を備
えた場合でも、その弾性力が弱くても充分に復帰させることができるので、弾性力の強い
高価な弾性部材を用いる必要がなく、コストが増加するのを抑制することができる。
【００８３】
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　手段７：手段１から手段６までの何れか一つの構成において、
　「前記誘導部材の延在方向と略同じ方向に延び該誘導部材から所定距離離れた位置に配
置されるガイド部材と、
　該ガイド部材によってその延出方向とは略直角方向への移動を規制され前記被誘導部材
に保持される被ガイド部材とを有し、前記被誘導部材が前記誘導部材の軸芯周りに回転す
るのを防止する回転防止手段を更に具備する」ものであることを特徴とする。
【００８４】
　ここで、「ガイド部材」としては、「断面形状が円形状又は多角形状で所定方向に連続
して延びるもの」、「断面形状が円形状又は多角形状で所定方向に不連続で延びるもの（
所定の間隔で配置されるもの）」、等が挙げられる。なお、「ガイド部材」の素材として
は、「樹脂」、「金属」、「セラミックス」、「ガラス繊維強化樹脂や炭素繊維強化樹脂
などの複合材」、等が挙げられる。一方、「被ガイド部材」としては、「ガイド部材の外
面と当接することでガイドされるもの」、「ガイド部材の内面又は凹陥部と当接すること
でガイドされるもの」、「ガイド部材と嵌合することでガイドされるもの」、等が挙げら
れる。更に、回転防止手段によっても被誘導部材の重量等を支持できるようなものでも良
い。
【００８５】
　ところで、従来の遊技機における可動体は、例えば、直線状のラックギヤを有し、その
ラックギヤと噛合するピニオンギヤをモータによって回転させることで、可動体がラック
ギヤの延びる方向に移動するようになっている。そして、このラックギヤはその延びる方
向に移動するように、所定の遊びをもって案内されており、可動体が遊びの分だけ振れる
ようになっている。そのため、可動体の大きさが比較的小さい場合は、可動体が振れても
その揺れが判り辛いが、可動体を大きくすると、全体として可動体の揺れが目立つように
なり、意図しない揺れにより可動体の演出動作が損なわれて、所望の演出効果を発揮する
ことができなくなる恐れがあると共に、案内される基端部での揺れが小さくても、基端部
から離れた先端部での揺れは大きくなり、可動体が演出表示装置や他の部材と接触して、
破損するなどの不具合が発生する恐れがある。
【００８６】
　そのため、可動体を所定方向に移動するように案内する案内部分の遊びを少なくするこ
とで、基端部での揺れを可及的に小さくして、可動体の先端部での揺れを抑制させるよう
にすることが考えられる。しかしながら、この場合、案内部分の寸法精度を高める必要が
あり、案内部分の加工コストが増加し高価なものとなる問題が発生する。
【００８７】
　また、可動体を保持する被誘導部材を駆動ベルトに固定して移動させるようにした場合
、一般に駆動ベルトは、柔軟性が高く撓み易いので、駆動ベルトに可動体の揺れを抑制さ
せる作用を持たせることは困難であるばかりか、逆に、駆動ベルトは撓み易いので回転駆
動させられると振動し易く、駆動ベルトの振動により被誘導部材を介して可動体が揺れる
恐れがある。
【００８８】
　手段７の構成によると、誘導部材と略平行となるように配置されたガイド部材と、ガイ
ド部材の軸直角方向への移動が規制され被誘導部材に保持される被ガイド部材とからなる
回転防止手段を更に備えたものである。
【００８９】
　これにより、回転防止手段により被誘導部材が誘導部材の軸芯周りに回転するのを防止
することができるので、特に、振動の多い駆動ベルトにより被誘導部材を移動させても、
被誘導部材に保持された可動体（例えば、装飾可動体、役物可動体等）が誘導部材の軸芯
周りに回転、つまり、軸芯周りに振れるのを良好に防止することが可能となり、意図しな
い振れを抑制して所望の演出動作を確実に行わせることができ、興趣が低下するのを防止
することができると共に、可動体をより大きなものとすることが可能となり、可動体をよ
り目立たせて、可動体による演出効果をより高めることができる。
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【００９０】
　また、可動体を大型化しても、回転防止手段によってその振れが良好に防止されるので
、可動体が、例えば、演出表示装置などの他の部材と接触するのを防止することができ、
接触により可動体や他の部材等が破損したり摩耗したりして不具合が発生するのを防止す
ることができる。
【００９１】
　また、回転防止手段を備えているので、誘導部材と被誘導部材との間の寸法精度を高く
しなくても、被誘導部材が誘導部材の軸芯周りに回転して振れるのを防止することができ
、誘導部材や被誘導部材の加工精度を高くする必要がなく、コストを増加させることなく
、可動体が振れるのを良好に防止することができる。
【００９２】
　更に、誘導部材と略平行に所定間隔離れた位置に配置されるガイド部材と、ガイド部材
によりガイド部材の軸直角方向への移動が規制され被誘導部材に保持される被ガイド部材
とを備えており、ガイド部材は、移動する被誘導部材に対してその位置が固定されるので
、被誘導部材にガイド部材を保持させた場合と比較して、ガイド部材が移動するためのス
ペースが不要となる。これにより、設置スペースを可及的に小さくすることができるので
、所望の演出効果が期待できる移動量を有した可動体を遊技機へ設置することが可能とな
り、より遊技者の興趣を高められるものとすることができる。
【００９３】
　なお、回転防止手段としてのガイド部材及び被ガイド部材を、ガイド部材を断面が同一
形状の長尺部材とし、被ガイド部材をガイド部材を挟むような断面コ字形状の部材として
も良く、これにより、ガイド部材及び被ガイド部材が、夫々簡単な構成のものとすること
ができ、回転防止手段を容易に実現させることができる。また、ガイド部材として、一般
的な押出し材や引抜き材等を用いることができ、ガイド部材等にかかるコストを低減させ
ることができる。
【００９４】
　また、誘導部材を断面の外形が円形の棒状、つまり、円柱状の棒状部材としても良く、
これにより、誘導部材を、一般的な丸棒やパイプ材等の型材とすることで、誘導部材にか
かるコストが増加するのを抑制することができると共に、回転防止手段が備えられている
ので、誘導部材として、被誘導部材が誘導部材の軸芯周りに回転し易い円柱状の棒状部材
としても、良好に被誘導部材が回転する（揺れる）のを防止することができる。なお、こ
の誘導部材は、外形が円形であれば良く、中実又は中空の何れの部材であっても良い。
【００９５】
　更に、「誘導部材とガイド部材との間で可動体が被誘導部材に保持されている」ように
しても良く、これにより、被誘導部材が誘導部材とガイド部材の外側で可動体を保持する
場合と比較して、誘導部材とガイド部材とが並んだ方向の幅が長くなるのを抑制すること
が可能となり、全体として小型化することができ、遊技機に備え易くして、より興趣の高
められる遊技機とすることができる。また、被誘導部材を誘導部材だけではなくガイド部
材によっても誘導案内するものとした場合、誘導部材とガイド部材との間で可動体を保持
することで、被誘導部材から誘導部材及びガイド部材にかかる荷重を略均等にかかるよう
にすることができ、被誘導部材やガイド部材にかかる偏荷重が緩和され、被誘導部材と誘
導部材やガイド部材との間で偏摩擦や偏摩耗が発生するのを抑制し、偏荷重により被誘導
部材つまり可動体が滑らかに誘導されずぎこちない動きとなったり、誘導案内することが
できなくなったりするのを防止することができる。
【００９６】
　手段８：手段７の構成において、
　「前記回転防止手段における前記ガイド部材の一端側及び他端側が、前記第一支持部材
及び前記第二支持部材に夫々支持されている」ものであることを特徴とする。
【００９７】
　手段８の構成によると、回転防止手段におけるガイド部材の両端を、第一支持部材と第
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二支持部材とで支持するようにしたものである。これにより、ガイド部材を支持するため
の支持部材を別途備える必要がなく、ガイド部材を支持するための構成を簡略化すること
ができ、コストが増加するのを抑制することができる。また、誘導部材と同様にガイド部
材の支持精度も向上させることができるので、誘導部材の長大化に伴ってガイド部材を長
くしても、誘導部材とガイド部材との関係（例えば、平行度）を良好な状態で維持するこ
とが可能となり、被誘導部材の振れを良好に防止することができ、可動体をより目立つよ
うに大型化して可動体の演出動作によって興趣を高められるものとすることができる。
【００９８】
　なお、ガイド部材をベースや誘導部材と共に、その剛性が高いものを用いた場合、第一
支持部材及び第二支持部材を介してベースに支持されるので、ベース、誘導部材及びガイ
ド部材の相乗効果によって全体的な強度剛性を更に高めることが可能となり、誘導部材を
より長くしたり、誘導部材に保持される可動体を大きくしたりしても誘導部材によって被
誘導部材を良好に誘導案内させることができ、可動体の移動量や大きさをより大きくして
、可動体を目立たせてその演出効果をより高めることができる。
【００９９】
　手段９：手段７又は手段８の構成において、
　「前記回転防止手段における前記ガイド部材が、前記誘導部材の軸芯に対して、
　前記被誘導部材に保持された前記可動体の方向とは反対方向、
　または、前記被誘導部材に保持された前記可動体の方向とは略直角方向となる位置に配
置されている」ものであることを特徴とする。
【０１００】
　ところで、被誘導部材に保持された可動体の方向に対し、回転防止手段を配置する方向
としては、種々の方向が考えられるが、可動体と同じ方向に回転防止手段を配置した場合
、可動体と回転防止手段とがラップする部分ができるため、回転防止手段の分だけ可動体
が小さくなってしまう問題が発生する。
【０１０１】
　手段９の構成によると、回転防止手段のガイド部材を、誘導部材の軸芯に対して、可動
体が配置された側とは反対側、又は、可動体が配置された側とは略直角となる側に配置し
たものである。
【０１０２】
　これにより、ガイド部材を、誘導部材の軸芯に対して可動体が配置された側と同じ側に
配置しないので、ガイド部材、つまり、回転防止手段と可動体とが互いにラップ（重複）
するのを防止することが可能となり、ラップにより可動体が小さくなるのを抑制し可動体
を可及的に大型化することができるので、移動量の大きい大型の可動体とすることができ
、可動体を目立たせてその演出動作により興趣の高められるものとすることができる。
【０１０３】
　なお、ガイド部材を誘導部材の軸芯に対して可動体とは反対側に配置した場合、誘導部
材の軸芯方向から見ると、可動体、誘導部材、及び回転防止手段が、略直線状に並ぶこと
となるので、誘導部材の軸芯に対して可動体とは軸直角方向の突出量を抑制することがで
き、例えば、遊技盤の面に略沿うように可動体及び誘導部材を配置した場合、前後方向の
厚みが厚くなるのを抑制することができるので、遊技機の厚さ（前後方向の距離）が増加
するのを抑制することができ、従来から遊技ホール等で用いられている遊技機を設置する
島設備に良好に対応させることができる。
【０１０４】
　また、ガイド部材を誘導部材の軸芯に対して可動部材とは軸直角方向の側に配置した場
合、可動体と誘導部材とが並ぶ方向の長さが長くなるのを抑制することができるので、相
対的に可動体の大きさ（長さ）を可及的に大きくすることができ、より大型の可動体を実
現することでインパクトのあるより興趣の高められるものとすることができる。
【０１０５】
　手段１０：手段１から手段９までの何れか一つの構成において、
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　「前記誘導部材に摺動案内され前記被誘導部材により所定間隔で保持される二つの摺動
部材を更に具備する」ものであることを特徴とする。
【０１０６】
　ここで、また、「摺動部材」としては、誘導部材の軸直角方向への移動が規制できるも
のが望ましく、「円形又は多角形のブッシュ形状のもの」、「あり形状のもの」、「Ｔ字
形状のもの」、等が挙げられ、特に、ブッシュ形状のもとした場合、誘導部材や摺動部材
を安価で種類も豊富な型材や規格材とすることができる。
【０１０７】
　また、「被誘導部材」としては、「摺動部材が互いに接近しないように保持する本体部
と、摺動部材が互いに離反しないように固定する固定部材とからなるもの」、「摺動部材
が互いに接近及び離反しないように保持すると共に誘導部材の軸直角方向に対し一方向へ
の移動を規制する本体部と、摺動部材が互いに接近及び離反しないように保持すると共に
誘導部材の軸直角方向に対し他方向への移動を規制する固定部材とからなるもの」、「上
記の本体部及び固定部材を適宜組み合わせたもの」、等が挙げられる。
【０１０８】
　ところで、従来の遊技機では、その可動体の大きさが比較的小さいため、遊技機におい
て可動体が目立ち難く、可動体の動きによる演出効果が充分に得られない恐れがある。そ
こで、可動体を相対的に大型化することで目立つようにして、可動体の動きによる演出効
果を高められるようにすることが考えられ、大型化した可動体を被誘導部材に保持させて
、被誘導部材を誘導案内する誘導部材の延在方向に移動できるようにすることが考えられ
る。しかしながら、この場合、可動体の大型化に伴って被誘導部材も大型化することとな
り、被誘導部材を誘導部材に摺動案内されるものとすると、その摺動部分の接触面積が大
きくなり、摺動抵抗が大きくなって、被誘導部材を良好に誘導案内させることができなく
なったり、被誘導部材を移動させるための移動手段に駆動力の大きなものが必要となり全
体的に大型化してしまい遊技機に備えられなくなる恐れがある。
【０１０９】
　手段１０の構成によると、被誘導部材に、誘導部材に摺動案内される二つの摺動部材を
所定間隔で保持させるようにしたものである。これにより、可動体を保持する被誘導部材
は、二つの摺動部材を介して誘導部材に摺動案内されるので、摺動部分の接触面積を可及
的に少なくすることが可能となり、摺動抵抗を低減させることができ、可動体と共に被誘
導部材を所定方向に良好に誘導案内させることができると共に、可動体を大型化すること
が可能となり、可動体をより目立たせてより演出効果の高いものとすることができ、興趣
が低下するのを防止することができる。
【０１１０】
　また、可動体を大型化しても摺動抵抗が増加するのを抑制することができるので、駆動
力の大きい大型の移動手段を用いなくても、可動体を保持する被誘導部材を良好に誘導案
内させることが可能となり、所望の大きさの可動体を遊技機に備えることができ、より興
趣の高められるものとすることができる。
【０１１１】
　更に、摺動抵抗を低減させることができるので、静止状態の被誘導部材を移動させるた
めに必要な駆動力が少なくて済み、容易に被誘導部材を移動開始させることができる。つ
まり、被誘導部材の移動レスポンスを高くすることができるので、被誘導部材すなわち可
動体を機敏に移動させることが可能となり、可動体の動きによるインパクトをより高める
ことができ、興趣が低下するのを抑制することができる。
【０１１２】
　なお、二つの摺動部材の所定間隔としては、可及的に離れた位置に配置することが望ま
しい。詳述すると、誘導部材と摺動部材とのクリアランスが同じ場合、二つの摺動部材の
距離が小さいほど、被誘導部材のガタツキが大きくなり、被誘導部材の安定性が悪くなる
。これに対して、二つの摺動部材の距離が大きいほど、被誘導部材のガタツキは小さくな
り、被誘導部材の安定性が相対的に良くなる。従って、二つの摺動部材を可及的に離れた
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位置に配置することで、誘導部材によって被誘導部材をより安定した状態で誘導案内させ
ることができる。
【０１１３】
　また、二つの摺動部材を所定間隔で保持しているので、例えば、被誘導部材から一方向
に延び出した位置に可動体を保持した（可動体を支持シャフトにより片持支持した）場合
でも、誘導部材に対して被誘導部材が傾いたり、ガタ付いたりするのを防止して、被誘導
部材つまり可動体を安定した良好な状態で誘導案内させることができると共に、可動体を
大型化することが可能となり、可動体をより目立たせてより演出効果の高いものとするこ
とができ、興趣が低下するのを防止することができる。
【０１１４】
　手段１１：手段１０の構成において、
　「前記誘導部材は、
　少なくとも前記摺動部材が摺動する部位に、摩擦低減層が形成されている」ものである
ことを特徴とする。
【０１１５】
　ここで、「摩擦低減層」としては、例えば、「表面を磨くことで摩擦を低減可能な鏡面
研磨層」、「クロム等の金属メッキ層」、「摩擦を低減可能な樹脂をコーティングした樹
脂コーティング層（樹脂としては、エンジニアリングプラッスチックが望ましく、その中
でも、フッ素系樹脂であるポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ，テフロン（登録商標
），ターカイト（登録商標），ベアリー（登録商標））が望ましい。）」、等が挙げられ
る。
【０１１６】
　ところで、互いに接触して摺動する摺動部に、機械油やグリス等の潤滑剤を塗布するこ
とで、摩擦抵抗を低減させることが考えられるが、その場合、例えば、摺動部の摺動によ
り、塗布した潤滑剤が飛散して汚れの原因となったり、付近に電気部品などが配置されて
いる場合、潤滑剤によるショートや漏電等が発生したりする恐れがある。
【０１１７】
　手段１１の構成によれば、誘導部材の摺動部材が摺動する部位に摩擦低減層を形成した
ものである。これにより、誘導部材と摺動部材との摺動抵抗を低減させることができるの
で、摺動部材を介して被誘導部材を良好に誘導案内させることができると共に、摺動部に
おける摩擦が低減されて摩耗し難くすることが可能となり、誘導部材や摺動部材が早期に
摩耗して被誘導部材すなわち可動体の動作不良を招くのを防止することができる。
【０１１８】
　また、誘導部材に摩擦低減層が形成されているので、潤滑剤を用いた場合と比較して、
潤滑剤が飛散することが無く、摺動部材の摺動により汚れが発生するのを防止することが
できると共に、誘導部材の付近に電気部品等を配置することが可能となり、遊技機の設計
自由度を高めてより興趣の高められるものとすることができる。
【０１１９】
　手段１２：手段１０又は手段１１の構成において、
　「前記誘導部材は断面外形が円形形状とされていると共に、前記摺動部材が前記誘導部
材に挿入嵌合するブッシュ形状とされている」ものであることを特徴とする。
【０１２０】
　ここで、「断面外形が円形形状」とは、外形が円形であれば良く、中実又は中空の何れ
の部材であっても良い。また、「ブッシュ形状」とは、誘導部材と嵌合する円形の孔を有
した筒形状であれば良く、被誘導部材に保持するための鍔部等を備えているものであって
も良い。
【０１２１】
　手段１２の構成によると、誘導部材を断面外形が円形の棒状とすると共に、摺動部材を
誘導部材と嵌合するブッシュ形状としたものである。これにより、誘導部材を、一般的な
丸棒やパイプ材等の型材とすると共に、摺動部材を一般的な円筒状のブッシュとすること
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ができ、誘導部材や摺動部材にかかるコストが増加するのを抑制することができると共に
、摺動部材を良好に摺動させることができる。
【０１２２】
　手段１３：手段６から手段１２までの何れか一つの構成において、
　「前記支持シャフトに挿入嵌合される二つの支持ブッシュを更に備え、
　二つの該支持ブッシュが前記被誘導部材に所定間隔で保持されることで、前記支持シャ
フトが前記支持ブッシュを介して前記被誘導部材に回転可能に保持されている」ものであ
ることを特徴とする。
【０１２３】
　手段１３の構成によると、二つの支持ブッシュを介して支持シャフトを被誘導部材に回
転可能に保持するようにしたものである。これにより、支持シャフトを被誘導部材がかか
る部分全体で回動可能に保持する場合と比較して、支持シャフトとの接触部分が可及的に
少なくなり、支持シャフトにかかる摩擦抵抗を低減させることができるので、支持シャフ
トを良好に回動させることができ、支持シャフトに支持された可動体をスムーズに演出動
作させて、興趣の高められるものとすることができる。
【０１２４】
　手段１４：手段１３の構成において、
　「前記被誘導部材は、
　二つの前記摺動部材及び二つの前記支持ブッシュを夫々所定間隔で挟持することで保持
する本体部と、固定部材とを備えている」ものであることを特徴とする。
【０１２５】
　ここで、「本体部と固定部材とにより挟持」とは、本体部と固定部材とにより摺動部材
や支持ブッシュを挟み込むことで保持することができれば良く、例えば、「摺動部材や支
持ブッシュの軸方向両側から挟持するようにしたもの」、「摺動部材や支持ブッシュの軸
直角方向両側から挟持するようにしたもの」、「摺動部材又は支持ブッシュの一方をその
軸方向から、他方をその軸直角方向から挟持するようにしたもの」等が挙げられる。
【０１２６】
　手段１４の構成によると、被誘導部材の本体部と固定部材とで二つの摺動部材及び支持
ブッシュを挟持するようにしたものである。これにより、二つの摺動部材及び支持ブッシ
ュを本体部と固定部材とで簡単に所定間隔で保持することができ、容易に組み立てられる
ものとすることができる。
【０１２７】
　なお、この被誘導部材として、例えば、本体部には、誘導部材を挿通可能な挿通孔を設
け、その挿通孔の両端に摺動部材を収容する段付凹部を形成して、その段付凹部に摺動部
材を当接させることで摺動部材が互いに接近するのを規制するようにし、固定部材には、
本体部の段付凹部に収容された摺動部材の軸方向外側端面と当接する抜止片を設けて、固
定部材の抜止片により摺動部材が互いに離反するのを規制するようにすることもできる。
これにより、本体部に固定部材を固定するだけで摺動部材を所定位置に保持することがで
き、容易に組み立てられるものとすることができる。また、本体部のみで摺動部材の軸直
角方向への移動を規制するようにしているので、本体部と固定部材とで協働して規制する
ようにした場合と比較して、摺動部材を規制する部分が連続した一つの部材とすることが
でき、より強固に移動を規制することができる。
【０１２８】
　また、被誘導部材に、二つの摺動部材及び支持ブッシュの間に、誘導部材及び支持シャ
フトとの間に所定量の隙間が形成される、収容部空間及び収容部を備えるようにしても良
く、これにより、それら収容部空間や収容部に機械油やグリス等の潤滑剤を収容させるこ
とが可能となり、その潤滑剤により摺動部材と誘導部材とや、支持ブッシュと支持シャフ
トとの間の摺動抵抗や摩擦抵抗等を更に低減させることができ、よりスムーズに移動させ
たり回動させたりすることができる。
【０１２９】
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　手段１５：手段１から手段１４までの何れか一つの構成において、
　「前記遊技盤における前記遊技領域内に配置されると共に、遊技媒体が転動可能な転動
演出面を少なくとも有した主役物を更に具備するもの」であることを特徴とする。
【０１３０】
　ここで、「転動演出面」とは、遊技媒体を転動させることで遊技媒体に所定の演出動作
を付与させて、遊技媒体の動きにより遊技者の興趣が高められるようにしたものであれば
良く、例えば、「転動面が不動に固定され、供給された遊技媒体を所定方向（左右方向や
前後方向）に転動させた上で、所定位置から放出するもの（例えば、固定タイプのステー
ジ）」、「転動面の一部又は全部が可動するように構成され、供給された遊技媒体を所定
方向（左右方向や前後方向）に転動させた上で、所定位置から放出するもの（例えば、可
動タイプのステージ）」、等が挙げられる。
【０１３１】
　手段１５の構成によると、遊技領域内に転動演出面を有した主役物を配置したものであ
る。これにより、上記の可動体の演出動作だけでなく、主役物の転動演出面（ステージ）
上を転動する遊技媒体の動きによっても、遊技者の興趣を高めることができるので、より
興趣の高められるものとすることができる。
【０１３２】
　なお、転動演出面を可動体としても良く、これにより、転動演出面を大きく移動させた
り、複雑な動きをさせたりすることができ、それに伴って、転動演出面上の遊技媒体の動
きも複雑な動きをさせることができるので、よりインパクトのある動きとすることが可能
となり、転動演出面や遊技媒体に遊技者を注目させて、興趣の高められるものとすること
ができる。
【０１３３】
　手段１６：手段１から手段１５までの何れか一つの構成において、
　「前記遊技盤には、前後方向に貫通する貫通口を少なくとも一つ有し、
　該貫通口の一つを通して前記可動体が遊技者から視認可能となるように、前記遊技盤の
後面側に前記ベースの前記取付当接面が取付固定されている」ものであることを特徴とす
る。
【０１３４】
　ところで、遊技盤に対して、可動体を所定方向に案内移動させる誘導部材を支持するベ
ースを取付固定する部位としては、遊技盤の前面側や後面側等が考えられるが、例えば、
ベースを遊技盤の前面側に取付固定した場合、ベースを取付固定するための取付スペース
を遊技盤の前面側に確保しなければならないが、通常、遊技盤の前面には遊技媒体が打ち
込まれて流下する遊技領域が形成されているので、ベースの取付スペースを確保すると遊
技領域が狭くなる問題が発生する。これにより、遊技媒体の流下範囲が狭くなるので、遊
技媒体の動きが単調な動きとなり易くなり、遊技者によっては遊技媒体の動きに飽きてし
まい興趣を低下させてしまう恐れがある。
【０１３５】
　また、ベースには、可動体を移動させるための、第一支持部材、第二支持部材、誘導部
材、被誘導部材、及び移動手段等が支持されており、それら部材が遊技者側から視認し易
くなり、それら部材が視認できることで煩雑な印象を与えてしまい、遊技に対する興趣を
低下させてしまう恐れがある。そのため、それら部材を所定の装飾体等で覆うことが考え
られるが、この場合、それらを覆う装飾体が必須部材となるので、遊技機全体のデザイン
に制約がかかることとなり、他の遊技機との差別化が困難となる恐れがある。
【０１３６】
　手段１６の構成によると、貫通口を有した遊技盤の後面側に、貫通口を通して可動体が
視認可能となるようにベースの取付当接面が取付固定されているものである。これにより
、遊技盤の後面側にベースを取付けても、貫通口を通してベースに支持された誘導部材に
誘導案内される可動体を遊技者に視認させることができ、可動体の動きを楽しませて興趣
が低下するのを抑制することができるものとすることができる。
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【０１３７】
　また、ベースを遊技盤の後面側に取付固定しているので、上述の可動体を遊技機に備え
ても、ベースの取付固定のために遊技領域が狭くなることがなく、充分な遊技領域を確保
することができ、遊技媒体の動きが単調な動きとなるのを防止して、興趣が低下するのを
抑制することのできるものとすることができる。
【０１３８】
　更に、ベースを遊技盤の後面側に取付固定しているので、ベースやベースに支持された
第一支持部材、第二支持部材、誘導部材、被誘導部材、及び移動手段等を貫通口にかから
ないように取付固定することで、それら部材が貫通口を通して遊技者側から見え難くする
ことができ、それらが見えることで煩雑な印象を与えるのを防止することができ、興趣が
低下するのを抑制することができる。
【０１３９】
　手段１７：手段１６の構成において、
　「前記主役物が枠状に形成され前記遊技盤における前記貫通口の一つを前記遊技盤の前
方から覆うように備えられると共に、
　前記可動体が前記主役物の枠状の内側を通して視認可能とされている」ものであること
を特徴とする。
【０１４０】
　手段１７の構成によると、主役物を枠状とし遊技盤の貫通口を前方から覆うように配置
すると共に、遊技盤の後方にベースを介して備えられた可動体が主役物の枠状の内側を通
して視認可能としたものである。これにより、前側に主役物が後側に可動体が配置される
こととなり、奥行きのある遊技機とすることができ、他の遊技機との差別化を図ることが
可能となり、遊技者に注目させることができるものとすることができる。
【０１４１】
　手段１８：手段１から手段１７までの何れか一つの構成において、
　「遊技者から前記遊技盤における前記遊技領域内で視認可能となるように配置され、所
定の演出態様を表示可能な演出表示手段を更に具備する」ものであることを特徴とする。
【０１４２】
　ここで、「所定の演出態様」とは、キャラクタ、背景及び図柄等を静止画や動画として
、或る動きをさせたり、ストーリー性のある表示をさせたりした表示態様のことである。
なお、「キャラクタ」とは、図柄列及び背景以外の画像を意味しており、小説・漫画・映
画・演劇などの登場人物、動物、植物、又は小道具類、もしくはこの遊技機のために作成
された仮想上の人物、動物、植物、又は小道具類等を挙げられる。また、「図柄」とは、
数字や記号、あるいはそれらと絵柄との組合わせ等からなる演出用の図柄である。
【０１４３】
　また、「演出表示手段」としては、「液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）」、「ＣＲＴ」、「
ドットマトリックス」、「発光ダイオード（ＬＥＤ）」、「７セグメントＬＥＤ」、「エ
レクトロルミネセンス（ＥＬ）」、「蛍光表示管」、「白熱ランプ」、「プラズマディス
プレイ（ＰＤＰ）」、「レーザーディスプレイ」、等が挙げられる。
【０１４４】
　手段１８の構成によると、所定の演出態様を表示可能な演出表示手段を備えたものであ
る。これにより、演出表示手段に表示される演出態様によっても遊技者の興趣を高めるこ
とができるので、より興趣の高められる遊技機とすることができる。
【０１４５】
　また、演出表示手段に表示される演出態様と関連付けて可動体を演出動作させるように
しても良く、これにより、演出態様と可動体とによる一体となったこれまでにない演出を
遊技者に提供することが可能となり、見た目のインパクトを飛躍的に高められる効果を期
待することができ、より興趣の高められるものとすることができる。
【０１４６】
　手段１９：手段１８の構成において、
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　「前記ベースに支持された前記誘導部材に誘導案内される前記可動体が、誘導案内され
ることで前記演出表示手段の前面側に出没するように配置されている」ものであることを
特徴とする。
【０１４７】
　手段１９の構成によると、移動する可動体が、演出表示手段の前面側に出没するように
配置したものである。これにより、演出表示手段に表示させる演出態様と可動体とを可及
的に近づけることが可能となり、演出態様と可動体の演出動作とをより関連付けたものに
し易くすることができ、演出態様と可動体の演出動作によるコラボレーションによって、
これまでにないインパクトの高い演出を提供して、遊技者の興趣を高められるものとする
ことができる。
【０１４８】
　また、上記のように、可動体を誘導案内させる誘導部材や移動手段等を支持したベース
を遊技盤にしっかり取付固定しており、ベースが揺れたりすることがないので、ベースに
隣接して演出表示手段を配置してもベースやベースに支持された部材が、演出表示手段と
当接して、破損したり可動体が移動できなくなったりする恐れがなく、可動体を良好に移
動させることができると共に、演出表示手段を良好に備えることができる。
【０１４９】
　なお、可動体が演出動作しない時は、移動手段によって可動体を演出表示手段の前面側
から移動させるようにしても良く、これにより、演出表示手段に表示された演出態様が可
動体により遮られるのを防止することができるので、演出態様全体を遊技者に視認させる
ことができ、演出態様が遮られることで遊技者の興趣が低下するのを防止することができ
る。
【０１５０】
　手段２０：遊技機において、
　「遊技者の操作によって遊技媒体が打ち込まれる遊技領域、及び前後方向に貫通する貫
通口を少なくとも一つ有した遊技盤と、
　該遊技盤の前記遊技領域内で、前記貫通口の一つを前記遊技盤の前方から覆うように配
置され、遊技媒体が転動可能な転動演出面を少なくとも有した枠状の主役物と、
　該主役物が配置された前記遊技盤の面に略沿うように、略上下方向に延在し断面外形が
円形形状とされ摺動部位に摩擦低減層が形成された誘導部材と、
　該誘導部材に挿入嵌合することで摺動案内されるブッシュ形状の二つの摺動部材と、
　二つの該摺動部材が挿入嵌合される前記誘導部材の軸直角方向に延びる支持シャフトと
、
　該支持シャフトにより前記誘導部材の軸直角方向に延びる軸線上に支持される可動体と
、
　該可動体を支持する前記支持シャフトに挿入嵌合され、該支持シャフトを回転可能に支
持する二つの支持ブッシュと、
　二つの該支持ブッシュ及び二つの前記摺動部材を夫々所定間隔で挟持することで保持す
る本体部、及び固定部材を備え、二つの前記支持ブッシュを介して前記支持シャフトを回
転可能に保持すると共に、二つの前記摺動部材を介して前記誘導部材に誘導案内される被
誘導部材と、
　該被誘導部材を前記誘導部材に誘導案内された状態で移動させ、上下方向に互いに離反
し上側に配置され外周に複数の被係合歯が形成された駆動プーリ、下側に配置される従動
プーリ、前記駆動プーリ及び前記従動プーリに巻き掛けられ内周に前記駆動プーリの前記
被係合歯と係合する複数の係合歯が形成されると共に前記被誘導部材に固定される駆動ベ
ルト、該駆動ベルトが前記駆動プーリ及び前記従動プーリに巻き掛けられた状態で該従動
プーリを前記駆動プーリと離反する方向へ付勢する付勢手段、該付勢手段により前記従動
プーリを介して付勢された前記駆動ベルトを駆動させるために前記駆動プーリを回転させ
る回転駆動手段を備えた移動手段と、
　該移動手段により移動させられる前記被誘導部材が前記誘導部材の軸芯周りに回転する
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のを防止し、該誘導部材の延在方向と略同じ方向に延び該誘導部材から所定距離離れた位
置に配置されるガイド部材、該ガイド部材によってその延出方向とは略直角方向への移動
を規制され前記被誘導部材に保持される被ガイド部材を有した回転防止手段と、
　該回転防止手段により回転が防止される前記被誘導部材に保持された前記支持シャフト
を軸芯周りに回動させ、前記可動体が前記被誘導部材に前記支持シャフトを介して保持さ
れる側とは前記誘導部材を挟んで反対側の位置に配置され、所定方向に進退するプランジ
ャを有したソレノイド、該ソレノイドにおける前記プランジャの進退による直線運動を回
転運動に変換して前記支持シャフトに伝達する伝達手段を備えた回動手段と、
　前記誘導部材及び前記回転防止手段における前記ガイド部材の一端側を支持し、複数の
位置決め突起を有した樹脂からなる第一支持部材と、
　前記誘導部材及び前記回転防止手段における前記ガイド部材の他端側を支持し、複数の
位置決め突起を有した樹脂からなる第二支持部材と、
　板金からなり、前記第一支持部材及び前記第二支持部材の前記位置決め突起と対応する
複数の位置決め孔、該位置決め孔と前記位置決め突起とを互いに嵌合させることで前記第
一支持部材及び前記第二支持部材を所定位置に位置決め支持する支持面、該支持面に対し
て略直角に屈曲形成され上部にビスを挿通可能な取付孔が穿設された取付当接面を上側に
備え、前記誘導部材、及び前記移動手段を少なくとも支持すると共に、前記可動体が前記
遊技盤の前記貫通口の一つ且つ前記主役物の枠状の内側を通して視認可能となるように前
記遊技盤の後面側に前記取付当接面を介して取付固定されるベースと、
　該ベースに支持された前記誘導部材に誘導案内される前記可動体が前面側で誘導案内さ
れるように配置されると共に、遊技者から前記遊技盤における前記遊技領域内で視認可能
となるように配置され、所定の演出態様を表示可能な演出表示手段とを具備する」もので
あることを特徴とする。
【０１５１】
　手段２０の構成によると、遊技媒体の打ち込まれる遊技領域と前後方向に貫通する貫通
口とを有した遊技盤と、遊技盤の貫通口を前方から覆うように配置され遊技媒体が転動可
能な転動演出面を有した枠状の主役物と、上下方向に延在し表面に摩擦低減層が形成され
た円柱状の誘導部材と、誘導部材に挿入嵌合されるブッシュ形状の二つの摺動部材と、誘
導部材の軸直角方向に延びる支持シャフトと、支持シャフトに支持される可動体と、支持
シャフトに挿入嵌合され支持シャフトを回転可能に支持する二つの支持ブッシュと、本体
部と固定部材とで二つの摺動部材及び支持シャフトを所定間隔で挟持し支持シャフトを保
持すると共に誘導部材に誘導案内される被誘導部材と、被係合歯が形成され上側に配置さ
れる駆動プーリ、下側に配置される従動プーリ、駆動プーリの被係合歯と係合する係合歯
を有し駆動プーリと従動プーリとに巻き掛けられ被誘導部材に固定される駆動ベルト、従
動プーリを駆動プーリと離反する方向に付勢する付勢手段、及び駆動プーリを介して駆動
ベルトを回転駆動する回転駆動手段、を備えた移動手段と、誘導部材と略平行に配置され
るガイド部材とガイド部材によりその軸直角方向への移動が規制され被誘導部材に保持さ
れる被ガイド部材とを備えた回転防止手段と、進退するプランジャを有したソレノイドと
プランジャの進退により支持シャフトを回動伝達させる伝達手段とを備え被誘導部材の可
動体が保持される側とは誘導部材を挟んで反対側に配置される回動手段と、誘導部材及び
ガイド部材の一端側を支持し位置決め突起を有した樹脂からなる第一支持部材と、誘導部
材及びガイド部材の他端側を支持し位置決め突起を有した樹脂からなる第二支持部材と、
第一支持部材及び第二支持部材の位置決め突起と対応する位置決め孔を有した支持面と支
持面と略直角方向に屈曲形成された取付当接面とを備え第一支持部材及び第二支持部材を
所定位置に位置決め支持すると共に誘導部材、移動手段等を支持し遊技盤の裏面側に取付
固定される板金からなるベースと、可動体が前面側で誘導案内されると共に遊技者から視
認可能となるように配置され所定の演出態様を表示可能な演出表示手段とを具備するもの
である。
【０１５２】
　これにより、ベースの全長に対してその一部である取付当接面のみを遊技盤と当接させ
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て取付固定するようにしているので、遊技盤やベース等の寸法誤差等があっても、その誤
差による影響を可及的に少なくすることが可能となり、遊技盤にベースを取付固定しても
それらに歪等の不具合が発生するのを防止することができ、遊技盤にベースを良好に取付
けることができる。そのため、可動体を誘導案内する誘導部材の長さを長くすることで誘
導部材を支持するベースが長くなっても、遊技盤にベースを良好に取付固定することがで
きるので、誘導部材の長さを長くして可動体が大きく移動するようにさせることが可能と
なり、可動体の演出動作を認識し易くして、その演出動作により遊技者の興趣が低下する
のを防止することのできるものとすることができる。
【０１５３】
　また、ベースの上側に配置された取付当接面で遊技盤に取付固定するようにしている、
つまり、ベースの一方の側でのみ取付固定するようにしているので、遊技盤への取付けが
ベースの上側だけで済み、取付けにかかる手間を簡略化することができると共に、例えば
、遊技盤の面に対して左右方向の力が作用して取付当接面の垂直線上からベースの重心が
左右の何れかにずれても、その重心にかかる回転モーメントが、ベースの重心を取付当接
面の垂直線上に戻すように作用し、ベースが元の位置に復帰するので、取付当接面やビス
等にベースにかかる重量以外の力が作用するのを抑制することができ、ベースを良好に取
付固定することができると共に、ベースが変形して不具合が発生するのを防止することが
できる。
【０１５４】
　また、ベースの取付当接面の上部にビスを挿通する取付孔を穿設しており、これにより
、ベースの上部のみで取付けているので、ビスの数を可及的に少なくすることができ、取
付けにかかる手間を簡略化することができると共に、上述と同様の理由により、ビスや取
付当接面にかかる回転モーメントを可及的にかかり難くすることができ、ベースを良好に
遊技盤に取付固定することができる。
【０１５５】
　また、遊技盤へ取付固定するためのベースの取付当接面が配置された側と同じ上側に、
移動手段の駆動プーリが配置されている。つまり、駆動プーリを回転駆動する回転駆動手
段が取付当接面に近いベースの上側で支持されるので、振動や駆動反力の発生源である回
転駆動手段に可及的に近い位置で取付当接面を介して遊技盤に取付固定することとなり、
回転駆動手段からの振動等がベース全体に伝わるのを防止することができると共に、ベー
スの振動によりベースに支持された誘導部材等の各部材が振動し、他の部材と当接して破
損したり、各部材同士の組付けが緩んだりして被誘導部材を良好に誘導案内させることが
できなくなるのを防止することができる。
【０１５６】
　更に、可動体を保持する被誘導部材は、二つの摺動部材を介して誘導部材に摺動案内さ
れるので、摺動部分の接触面積を可及的に少なくすることが可能となり、摺動抵抗を低減
させることができ、可動体と共に被誘導部材を上下方向に良好に誘導案内させることがで
きると共に、可動体を大型化することが可能となり、可動体をより目立たせてより演出効
果の高いものとすることができ、興趣が低下するのを防止することができる。また、可動
体を大型化しても摺動抵抗が増加するのを抑制することができるので、駆動力の大きい大
型の移動手段を用いなくても、可動体を保持する被誘導部材を良好に誘導案内させること
が可能となり、所望の大きさの可動体を遊技機に備えることができ、より興趣の高められ
るものとすることができる。
【０１５７】
　更に、摺動抵抗を低減させることができるので、静止状態の被誘導部材を移動させるた
めに必要な駆動力が少なくて済み、容易に被誘導部材を移動開始させることができる。つ
まり、被誘導部材の移動レスポンスを高くすることができるので、被誘導部材すなわち可
動体を機敏に移動させることが可能となり、可動体の動きによるインパクトをより高める
ことができ、興趣が低下するのを抑制することができる。
【０１５８】
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　また、誘導部材の表面に摩擦低減層が形成されており、誘導部材と摺動部材との摺動抵
抗を低減させることができるので、摺動部材を介して被誘導部材を良好に誘導案内させる
ことができると共に、摺動部における摩擦が低減されて摩耗し難くすることが可能となり
、誘導部材や摺動部材が早期に摩耗して被誘導部材すなわち可動体の動作不良を招くのを
防止することができる。
【０１５９】
　更に、二つの支持ブッシュを介して支持シャフトを被誘導部材に回転可能に保持するよ
うにしているので、これにより、支持シャフトを被誘導部材がかかる部分全体で回動可能
に保持する場合と比較して、支持シャフトとの接触部分が可及的に少なくなり、支持シャ
フトにかかる摩擦抵抗を低減させることが可能となり、支持シャフトを良好に回動させる
ことができ、支持シャフトに支持された可動体をスムーズに演出動作させて、興趣の高め
られるものとすることができる。
【０１６０】
　また、被誘導部材の本体部と固定部材とで二つの摺動部材、及び二つの支持ブッシュを
所定の位置に保持するようにしているので、これにより、二つの摺動部材、及び二つの支
持ブッシュを本体部と固定部材とで簡単に保持することができ、容易に組み立てられるも
のとすることができる。
【０１６１】
　更に、可動体を駆動ベルトの回転駆動により移動させるようにしており、ネジ部材等の
移動手段を用いた場合と比較して、可動体の移動速度をより速く移動させることができ、
速く移動する可動体により遊技者に強く印象付けることができるので、可動体に注目させ
てその演出動作を楽しませることが可能となり、遊技に対する興趣が低下するのを防止す
ることができる。また、同じ移動量をソレノイドやシリンダを用いて移動させる場合と比
較してより小型化することが可能となり、遊技機に設置し易いものとすることができると
共に、可動体の移動量をより大きくしても遊技機に設置することができるので、可動体を
より大きく移動させることができ、可動体の演出動作を認識し易くして、その演出動作に
より興趣が低下するのを防止することのできる。
【０１６２】
　また、被誘導部材を誘導部材により誘導案内するようにしているので、撓み易いベルト
を用いて被誘導部材を移動させても、誘導部材により被誘導部材を真直ぐ誘導案内させる
ことができ、移動の際に被誘導部材、つまり、可動体を所望の姿勢で良好に移動させるこ
とができる。
【０１６３】
　更に、駆動ベルトと駆動プーリの係合歯と被係合歯とを互いに係合させることで、駆動
ベルトが駆動プーリの外周面上を滑り難くすることができ、駆動プーリから回転駆動を確
実に駆動ベルトに伝達させることができると共に、駆動プーリの回転速度を速くしても、
駆動プーリと駆動ベルトとの間で滑りが発生しないので、より速い速度で駆動ベルトを駆
動させることが可能となり、被誘導部材を介して可動体をより速い速度で移動させること
ができ、よりインパクトの強い動きを可動体にさせて、興趣の高められるものとすること
ができる。
【０１６４】
　また、駆動プーリを上側に、従動プーリを下側に配置しているので、駆動ベルトは、固
定された被誘導部材等の重さにより下方、つまり、駆動プーリとは離反する方向に引張ら
れる力が作用し、その力により駆動プーリへの駆動ベルトの巻き掛け力が強くなり、駆動
プーリと駆動ベルトとの摩擦力が大きくなって互いに滑り難くすることができ、駆動プー
リにより確実に駆動ベルトを駆動させることができると共に、駆動プーリと駆動ベルトと
が滑って被誘導部材が降下するのを防止することができ、被誘導部材を介して可動体に所
望の動きをさせることが可能となり、可動体に所定の演出動作をさせて、興趣の高められ
るものとすることができる。
【０１６５】
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　また、従動プーリを駆動プーリと離反する方向に付勢する付勢手段を備えているので、
駆動ベルトに所定のテンションを付与することができ、駆動プーリと従動プーリとに巻き
掛けられる駆動ベルトの張力を適宜なものとして、駆動ベルトを良好に回転駆動させるこ
とができる。
【０１６６】
　更に、駆動プーリと従動プーリを上下方向に配置し誘導部材が遊技盤の面に略沿うよう
に上下方向に配置されている、つまり、可動体を、遊技機における遊技盤の面に直角方向
（前後方向）の寸法に対して、相対的に大きい寸法とされている上下方向（遊技盤の面に
沿った方向）に移動するようにしているので、可動体の移動量を可及的に大きくすること
が可能となり、可動体の動きをより認識し易いようにして、その演出動作を楽しませて興
趣が低下するのを防止することができる。また、可動体を上下方向に移動させることがで
きるので、遊技領域を流下する遊技媒体の流れ方向と略同じ上下方向に可動体が移動し、
遊技媒体と可動体との間での遊技者の目線移動がし易く早期に遊技者が疲労するのを抑制
することができ興趣が低下するのを防止することができる。
【０１６７】
　また、板金からなるベースにより樹脂からなる第一支持部材及び第二支持部材部材を支
持すると共に、それら第一支持部材及び第二支持部材部材により誘導部材を支持するよう
にしているので、大型化すると歪みの大きくなる樹脂部材を可及的に小さくすることが可
能となり、誘導部材を大きく（長く）しても誘導部材を所望の位置に正確に支持すること
ができ、誘導部材により被誘導部材を介して可動体を良好に誘導案内させることが可能と
なるので、可動体がより大きく動くようにすることができ、可動体の演出動作を認識し易
くして、その演出動作により興趣が低下するのを防止することができる。
【０１６８】
　また、第一支持部材と第二支持部材とによりベース、誘導部材、及びガイド部材が一体
的に組み付けられ、夫々の剛性の相乗効果によって全体的な強度剛性が高められているの
で、ベースや誘導部材を長くして被誘導部材の移動量を大きくしても、被誘導部材の移動
によって発生する反力や振動等によりベースや誘導部材が変形するのを防止して、被誘導
部材を介して可動体を良好に移動させることができると共に、可動体がより大きく動くよ
うにして可動体の演出動作を認識し易くし、その演出動作により興趣が低下するのを防止
することができる。
【０１６９】
　また、第一支持部材及び第二支持部材とベースとを組付ける際に、位置決め突起を位置
決め孔に嵌合させるだけで、第一支持部材と第二支持部材とを所定距離離れた所定位置に
容易に位置決め支持することができ、誘導部材を所望の位置に容易に配置支持することが
できる。
【０１７０】
　更に、可動体を支持する支持シャフトを回動させる回動手段を備えているので、可動体
を支持シャフトの軸芯周りに回動させることができ、可動体を誘導部材の延在する上下方
向だけでなく、支持シャフトの軸芯周りの方向にも動かすことが可能となり、可動体の動
きをより複雑な動きとすることができ、より演出効果の高い動きをさせることで興趣の高
められるものとすることができる。
【０１７１】
　また、支持シャフトを回動させる回動手段を、被誘導部材の可動体が保持される側とは
誘導部材を挟んで反対側に配置したものである。これにより、被誘導部材は、誘導部材を
挟んで一方の側に可動体を、他方の側に回動手段を夫々保持することとなり、誘導部材を
挟んで両側に夫々所定の荷重がかかることとなるので、被誘導部材にかかる偏荷重が緩和
され、被誘導部材と誘導部材との間で偏摩擦や偏摩耗が発生するのを抑制し、偏荷重によ
り誘導部材に誘導案内される被誘導部材が滑らかに誘導されずぎこちない動きとなったり
、誘導案内することができなくなったりするのを防止することができる。
【０１７２】
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　また、回動手段の駆動源としてソレノイドを用いているので、モータを用いた場合と比
較して、レスポンスの良い速い動きをさせることが可能となり、可動体によりインパクト
の強い演出動作をさせることができ、より興趣の高められるものとすることができる。
【０１７３】
　また、回転防止手段により被誘導部材が誘導部材の軸芯周りに回転するのを防止するこ
とができるので、特に、振動の多い駆動ベルトにより被誘導部材を移動させても、被誘導
部材に保持された可動体（例えば、装飾可動体、役物可動体等）が誘導部材の軸芯周りに
回転、つまり、軸芯周りに振れるのを良好に防止することが可能となり、意図しない振れ
を抑制して所望の演出動作を確実に行わせることができ、興趣が低下するのを防止するこ
とができると共に、可動体をより大きなものとすることが可能となり、可動体をより目立
たせて、可動体による演出効果をより高めることができる。
【０１７４】
　更に、回転防止手段におけるガイド部材の両端を第一支持部材と第二支持部材とで支持
するようにしているので、ガイド部材を支持するための支持部材を別途備える必要がなく
、ガイド部材を支持するための構成を簡略化することができ、コストが増加するのを抑制
することができる。また、誘導部材と同様にガイド部材の支持精度も向上させることがで
きるので、誘導部材の長大化に伴ってガイド部材を長くしても、誘導部材とガイド部材と
の関係（例えば、平行度）を良好な状態で維持することが可能となり、被誘導部材の振れ
を良好に防止することができ、可動体をより目立つように大型化して可動体の演出動作に
よって興趣を高められるものとすることができる。
【０１７５】
　また、遊技盤の後面側に、貫通口を通して可動体が視認可能となるようにベースの取付
当接面を取付固定しているので、遊技盤の後面側にベースを取付けても、貫通口を通して
ベースに支持された誘導部材に誘導案内される可動体を遊技者に視認させることができ、
可動体の動きを楽しませて興趣が低下するのを抑制することができるものとすることがで
きると共に、上述の可動体を遊技機に備えても、ベースの取付固定のために遊技領域が狭
くなることがなく、充分な遊技領域を確保することができ、遊技媒体の動きが単調な動き
となるのを防止して、興趣が低下するのを抑制することのできるものとすることができる
。
【０１７６】
　更に、ベースを遊技盤の後面側に取付固定しているので、ベースやベースに支持された
第一支持部材、第二支持部材、誘導部材、被誘導部材、及び移動手段等を貫通口にかから
ないように取付固定することで、それら部材が貫通口を通して遊技者側から見え難くする
ことができ、それらが見えることで煩雑な印象を与えるのを防止することができ、興趣が
低下するのを抑制することができる。
【０１７７】
　また、転動演出面を有し枠状の主役物を遊技盤の貫通口を前方から覆うように配置する
と共に、遊技盤の後方にベースを介して備えられた可動体が主役物の枠状の内側を通して
視認可能としているので、これにより、上記の可動体の演出動作だけでなく、主役物の転
動演出面（ステージ）上を転動する遊技媒体の動きによっても、遊技者の興趣を高めるこ
とができると共に、前側に主役物が後側に可動体が配置されることとなり、奥行きのある
遊技機とすることができ、他の遊技機との差別化を図ることが可能となり、遊技者に注目
させて、より興趣の高められるものとすることができる。
【０１７８】
　また、演出表示手段の前面側で可動体が移動するようにしているので、これにより、演
出表示手段に表示させる演出態様と可動体とを可及的に近づけることが可能となり、演出
態様と可動体の演出動作とをより関連付けたものにし易くすることができ、演出態様と可
動体の演出動作によるコラボレーションによって、これまでにないインパクトの高い演出
を提供して、遊技者の興趣を高められるものとすることができる。
【０１７９】
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　更に、移動手段を誘導部材及び被誘導部材と一体に構成したり、或いは、移動手段を回
転防止手段と一体に構成したりしても良く、これにより、上記と同様の作用効果を奏する
ことができると共に、移動手段にかかる構成を簡略化することができる。
【０１８０】
　手段２１：手段１から手段２０までの何れか一つの遊技機において、
　パチンコ機であることを特徴とする。
　ここで、パチンコ機とは、遊技者が遊技機に投入する媒体である投入媒体と、遊技者が
行う実質的な遊技に用いられる媒体である遊技媒体とを同一のものとした遊技機であり、
投入された例えば遊技球等の媒体を用いて遊技が行われるタイプの遊技機の一種である。
具体的には、「操作ハンドルの操作に対応して遊技球を発射する発射装置と、多数の障害
釘、役物、表示手段等の適宜の機器が組み込まれたり、始動入賞口、大入賞口、通過口、
到達口等の遊技球が入球する適宜の入球口が設けられた遊技領域と、発射装置から遊技領
域に遊技球を導くレールと、遊技領域に導かれた遊技球の入球口への入球に応じたり、複
数の入球口への遊技球の入球態様に応じて、所定数の遊技球を賞球として払い出す払出手
段とを具備するもの」である。
【０１８１】
　なお、パチンコ機としては、種々のタイプのものがあり、一般に「デジパチ機」と称さ
れるものに代表される「入球口への入球状態を検出する入球状態検出手段（遊技状態検出
手段として捉えることもできる）と、入球状態検出手段によって入球が検出されると所定
の抽選を行う抽選手段と、抽選手段の抽選結果に応じて特別図柄を変動させると共に変動
を停止させる特別図柄表示手段とを備えたもの」や「加えて、特別図柄の変動中に、複数
の図柄からなる図柄列を変動表示し、図柄列にて図柄を停止表示させたり、キャラクタや
種々の物品等の表示物を描写し、表示物を動作させたりする等によって適宜の演出表示を
行う演出表示手段を更に具備するもの」、一般に「ハネモノ機」と称されるものに代表さ
れる「役物内での遊技球の振分けによって抽選を行う抽選手段を備えたもの」、一般に「
アレパチ機」と称されるものに代表される「例えば１６個等の所定個数の遊技球により１
ゲームが行われ、１ゲームにおける複数の入球口への遊技球の入球態様に応じて所定個数
の遊技球の払出しを行うもの」等を例示することができる。
【０１８２】
　手段２１の構成によると、パチンコ機において、上述した手段のいずれかの作用効果を
奏することができる。
【０１８３】
　手段２２：手段１から手段２０までの何れか一つの遊技機において、
　パチスロ機であることを特徴とする。
　ここで、パチスロ機とは、投入媒体であるメダルを投入し、メダルの投入後、始動用操
作手段（例えば操作レバー）の操作によって、夫々複数の図柄が描かれた複数のリールを
回転させる等して、各リール等によって構成された図柄列を変動表示させるとともに、そ
の後、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に応じて各図柄列の変動表示を停
止させる、といった遊技が遊技者によって行われるものである。換言すれば、停止操作機
能付きのスロットマシーンとして捉えることができるものである。なお、所定時間が経過
しても停止用操作手段が操作されない場合には、所定時間経過したことに応じて図柄列の
変動表示を停止させるものであってもよい。そして、各図柄列の変動表示の停止時におい
て、表示された単体の図柄が特定の図柄であったり、各図柄列にて表示された図柄の組合
わせが特定の組合せであったりする等、特定の条件を満たす場合に、満たされた条件に応
じて所定個数のメダルを払出したり、遊技者が多量のメダルを獲得することができる遊技
者に有利な特別有利状態を発生させたりするものである。
【０１８４】
　手段２２の構成によると、パチスロ機において、上述した手段のいずれかの作用効果を
奏することができる。
【０１８５】
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　手段２３：手段１から手段２０までの何れか一つの遊技機において、
　パチンコ機とパチスロ機とを融合させてなることを特徴とする。
　ここで、「パチンコ機とパチスロ機とを融合させてなる遊技機」とは、複数個（例えば
５個）の遊技球を１単位の投入媒体とし、投入媒体を投入した後、始動用操作手段（例え
ば操作レバー）の操作に応じて複数の図柄からなる図柄列を変動表示させるとともに、そ
の後、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に応じて図柄列の変動を停止させ
るものである。なお、所定時間が経過しても停止用操作手段が操作されない場合には、所
定時間経過したことに応じて図柄列の変動表示を停止させるものであってもよい。そして
、各図柄列の変動表示の停止時において、表示された単体の図柄が特定の図柄であったり
、各図柄列にて表示された図柄の組合わせが特定の組合せであったりする等、特定の条件
を満たす場合に、満たされた条件に応じて所定個数のメダルを払出したり、遊技者が多量
のメダルを獲得することができる遊技者に有利な特別有利状態を発生させたりするもので
ある。
【０１８６】
　手段２３の構成によると、パチンコ機とパチスロ機とを融合させてなる遊技機において
、上述した手段のいずれかの作用効果を奏することができる。
【発明の効果】
【０１８７】
　このように、本発明によれば、可動体がより速く大きく動くようにすることで、可動体
の演出動作を認識し易くして、その演出動作により興趣が低下するのを防止することので
きる遊技機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１８８】
【図１】パチンコ機の前側全体を示す正面図である。
【図２】パチンコ機の外枠の一側に本体枠が開かれその本体枠の一側に前面枠が開かれた
状態を示す斜視図である。
【図３】パチンコ機の本体枠と遊技盤とを分離して斜め右上前方から示す斜視図である。
【図４】パチンコ機の後側全体を示す背面図である。
【図５】パチンコ機の後側全体を右上後方から示す斜視図である。
【図６】図５に示すパチンコ機の斜視図から後カバー体及び各種制御基板等を取り外した
状態を示す斜視図である。
【図７】パチンコ機の本体枠に各種部材が組み付けられた状態を斜め右上後方から示す斜
視図である。
【図８】本体枠単体を斜め右上後方から示す斜視図である。
【図９】遊技盤の背面斜視図である。
【図１０】遊技領域を有した遊技盤の構成を示す拡大正面図である。
【図１１】遊技盤を斜め前方から示す斜視図である。
【図１２】遊技盤を斜め後方から示す斜視図である。
【図１３】図１２における主制御基板ボックス、副制御基板ボックス等を外した状態で示
す斜視図である。
【図１４】遊技盤を分解して斜め前方から示す斜視図である。
【図１５】主役物の正面図である。
【図１６】主役物を斜め前方から示す斜視図である。
【図１７】主役物を斜め後方から示す斜視図である。
【図１８】主役物を分解して斜め前方から示す分解斜視図である。
【図１９】主役物のステージ付近を拡大して示す拡大正面図である。
【図２０】左右の可動装飾体及び装飾体駆動ユニットを示す斜視図である。
【図２１】（Ａ）は左可動装飾体を斜め後方から示す斜視図であり（Ｂ）は左可動装飾体
を分解して斜め前方から示す分解斜視図である。
【図２２】（Ａ）は右可動装飾体を斜め後方から示す斜視図であり、（Ｂ）は右可動装飾
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体を分解して斜め前方から示す分解斜視図である。
【図２３】（Ａ）は左可動装飾体駆動ユニットの分解斜視図であり、（Ｂ）は右可動装飾
体駆動ユニットの分解斜視図である。
【図２４】左右の可動装飾体の動きを示す説明図である。
【図２５】主入賞口ユニット、遊技領域内装飾体、及び排出誘導部材を斜め前方から示す
斜視図である。
【図２６】（Ａ）は主入賞口ユニットにおける始動口の要部を拡大して示す斜視図であり
、（Ｂ）はその側面図である。
【図２７】（Ａ）は主入賞口ユニットにおけるアタッカ装置の要部を示す斜視図であり、
（Ｂ）はその側面図である。
【図２８】主入賞口ユニットを斜め後方下側から示す斜視図である。
【図２９】遊技領域内装飾体を斜め後方から示す背面斜視図である。
【図３０】主入賞口ユニット、遊技領域内装飾体、及び排出誘導部材における遊技球の流
路を示す断面図である。
【図３１】後装飾体を斜め前方から示す斜視図である。
【図３２】後装飾体を分解して斜め前方から示す分解斜視図である。
【図３３】後装飾体を分解して斜め後方から示す分解斜視図である。
【図３４】後装飾体における第一装飾可動体ユニットを斜め前方から示す斜視図である。
【図３５】第一装飾可動体ユニットを主要部毎に分解して斜め前方から示す分解斜視図で
ある。
【図３６】（Ａ）は第一装飾可動体ユニットにおける第一装飾可動体を分解して斜め前方
から示す分解斜視図であり、（Ｂ）は第一装飾可動体におけるレンズ部を示す拡大正面図
である。
【図３７】第一装飾可動体ユニットにおける第一装飾可動体駆動ユニットを斜め前方から
示す斜視図である。
【図３８】第一装飾可動体駆動ユニットを斜め後方から示す斜視図である。
【図３９】第一装飾可動体駆動ユニットを主要部毎に分解して示す分解斜視図である。
【図４０】図３９よりも更に分解して示す分解斜視図である。
【図４１】（Ａ）は第一装飾可動体駆動ユニットにおける第一昇降部材を示す斜視図であ
り、（Ｂ）は第一昇降部材の分解斜視図である。
【図４２】第一昇降部材における第一装飾可動体ソレノイドと回動伝達部材との関係を示
す説明図である。
【図４３】後装飾体における第二装飾可動体ユニットを斜め前方から示す斜視図である。
【図４４】第二装飾可動体ユニットを主要部毎に分解して斜め前方から示す分解斜視図で
ある。
【図４５】第二装飾可動体ユニットにおける第二装飾可動体を分解して示す分解斜視図で
ある。
【図４６】第二装飾可動体ユニットにおける第二装飾可動体駆動ユニットを斜め前方から
示す斜視図である。
【図４７】第二装飾可動体駆動ユニットを主要部毎に分解して示す分解斜視図である。
【図４８】図４７よりも更に分解して示す分解斜視図である。
【図４９】（Ａ）は第二装飾可動体駆動ユニットにおける第二昇降部材を示す斜視図であ
り、（Ｂ）は第二昇降部材の分解斜視図である。
【図５０】第二昇降部材における第二装飾可動体ソレノイドとリンク機構との関係を示す
説明図である。
【図５１】装飾可動体ユニットカバーを斜め前方から示す斜視図である。
【図５２】装飾可動体ユニットカバーの要部を示す説明図である。
【図５３】制御構成を概略的に示すブロック図である。
【図５４】主役物における可動装飾体が略垂直方向に回動した状態を示す遊技領域の正面
図である。
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【図５５】図５４の状態から更に後装飾体の第一装飾可動体及び第二装飾可動体を可動さ
せた状態を示す遊技領域の正面図である。
【図５６】後装飾体の第一装飾可動体及び第二装飾可動体を可動させた状態を示す遊技領
域の正面図である。
【図５７】第一装飾可動体及び第二装飾可動体の可動範囲を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０１８９】
　以下、本発明の一実施形態であるパチンコ遊技機（以下、単に「パチンコ機」という）
を、図面に基づいて詳細に説明する。［パチンコ機の全体構成について］　図１及び図２
に基づき説明する。
　図１はパチンコ機の前側全体を示す正面図であり、図２はパチンコ機の外枠の一側に本
体枠が開かれその本体枠の一側に前面枠が開かれた状態を示す斜視図である。なお、図１
及び図２においては遊技領域における装飾部材を省略して示している。
　パチンコ機１は、外枠２、本体枠３、前面枠４、及び遊技盤５等を備えて構成されてい
る。外枠２は、上下左右の木製の枠材によって縦長四角形の枠状に形成され、同外枠２の
前側下部には、本体枠３の下面を受ける下受板６を有している。外枠２の前面の片側には
、ヒンジ機構７によって本体枠３が前方に開閉可能に装着されている。なお、外枠２は、
樹脂やアルミニウム等の軽金属によって形成されていてもよい。
【０１９０】
［本体枠の構成について］　図１及び図３に基づき説明する。
　図３はパチンコ機の本体枠と遊技盤とを分離して斜め右上前方から示す斜視図である。
　本体枠３は、前枠体１１、遊技盤装着枠１２及び機構装着体１３を合成樹脂材によって
一体成形することで構成されている。本体枠３の前枠体１１は、外枠２（図２参照）の前
側の下受板６を除く外郭形状に対応する大きさの矩形枠状に形成されている。そして、前
枠体１１の片側の上下部には、本体枠側ヒンジ具１５が固定されており、外枠２の片側の
上下部に固定された外枠側ヒンジ具１４に対してヒンジピン及びヒンジ孔によって開閉回
動可能に装着されている。すなわち、外枠側ヒンジ具１４、本体枠側ヒンジ具１５、ヒン
ジピン及びヒンジ孔によってヒンジ機構７が構成されている。
【０１９１】
　前枠体１１の前側において、遊技盤装着枠１２よりも下方に位置する前枠体１１の前下
部左側領域にはスピーカボックス部１６が一体に形成され、そのスピーカボックス部１６
の前側開口部には、同開口部を塞ぐようにしてスピーカ装着板１７が装着されている。そ
して、スピーカ装着板１７にはスピーカ１８が装着されている。また、前枠体１１前面の
下部領域内において、その上半部分には発射レール１９が傾斜状に装着されている。また
、前枠体１１前面の下部領域内の下半部分には下部前面板３０が装着されている。そして
、下部前面板３０の前面の略中央部には、遊技球を貯留可能な下皿３１が設けられ、右側
寄りには操作ハンドル３２が設けられ、左側寄りには灰皿３３が設けられている。なお、
下皿３１には、遊技球を下方に排出するための球排出レバー３４が配設されている。
【０１９２】
［前面枠の構成について］　図１及び図２に基づき説明する。
　前枠体１１の前面の片側には、その前枠体１１の上端から下部前面板３０の上縁にわた
る部分を覆うようにして、前面枠４がヒンジ機構３６によって前方に開閉可能に装着され
ている。また、前面枠４の略中央部には、遊技盤５の遊技領域３７を前方から透視可能な
略円形の開口窓３８が形成されている。また、前面枠４の後側には開口窓３８よりも大き
な矩形枠状をなす窓枠３９が設けられ、その窓枠３９にはガラス板、透明樹脂板等の透明
板５０が装着されている。また、前面枠４の前面の略全体は、ランプ等が内設された前面
装飾部材によって装飾され、同前面枠４の前面の下部には上皿５１が形成されている。詳
しくは、開口窓３８の周囲において、左右両側部にサイド装飾装置５２が、下部に上皿５
１が、上部に音響電飾装置５３が装着されている。サイド装飾装置５２は、ランプ基板が
内部に配置され且つ合成樹脂材によって形成されたサイド装飾体５４を主体として構成さ
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れている。サイド装飾体５４には、横方向に長いスリット状の開口孔が上下方向に複数配
列されており、該開口孔には、ランプ基板に配置された光源に対応するレンズ５５が組み
込まれている。音響電飾装置５３は、透明カバー体５６、スピーカ５７、スピーカカバー
５８、及びリフレクタ体（図示しない）等を備え、これらの構成部材が相互に組み付けら
れてユニット化されている。また、上皿５１の左側には、遊技者が操作可能なボタン５９
が設けられている。
【０１９３】
［施錠装置の構成について］　図２及び図３に基づき説明する。
　前枠体１１のヒンジ機構３６に対して反対側となる自由端側の後側には、外枠２に対し
本体枠３を施錠する機能と、本体枠３に対し前面枠４を施錠する機能とを兼ね備えた施錠
装置７０が装着されている。すなわち、この実施形態において、施錠装置７０は、外枠２
に設けられた閉止具７１に係脱可能に係合して本体枠３を閉じ状態に施錠する上下複数の
本体枠施錠フック７２と、前面枠４の自由端側の後側に設けられた閉止具７３に係脱可能
に係合して前面枠４を閉じ状態に施錠する上下複数の扉施錠フック７４と、パチンコ機１
の前方から鍵が挿入されて解錠操作可能に、前枠体１１及び下部前面板３０を貫通して露
出されたシリンダー錠７５とを備えている。そして、シリンダー錠７５の鍵穴に鍵が挿入
されて一方向に回動操作されることで本体枠施錠フック７２と外枠２の閉止具７１との係
合が外れて本体枠３が解錠され、これとは逆方向に回動操作されることで、扉施錠フック
７４と前面枠４の閉止具７３との係合が外れて前面枠４が解錠されるようになっている。
【０１９４】
［遊技盤装着枠の構成について］　図２乃至図４に基づき説明する。
　図４はパチンコ機の後側全体を示す背面図である。
　図２及び図３に示すように、本体枠３の遊技盤装着枠１２は、前枠体１１の後側に設け
られかつ遊技盤５が前方から着脱交換可能に装着されるようになっている。遊技盤５は、
遊技盤装着枠１２の前方から嵌込まれる大きさの略四角板状に形成されている（図９参照
）。遊技盤５の盤面（前面）には、外レール７６と内レール７７とを備えた案内レール７
８が設けられ、その案内レール７８の内側に遊技領域３７が区画形成されている。なお、
発射レール１９と案内レール７８との間には、所定の隙間が設けられており、発射された
遊技球が案内レール７８を逆戻りした場合には、その遊技球は、その隙間から排出され下
皿３１に案内されるように構成されている。また、遊技盤５の前面には、その案内レール
７８の外側領域において、合成樹脂製の前構成部材７９が装着されている。
【０１９５】
　一方、図４に示すように、遊技盤５の後側下部には、その中央部から下部にわたる部分
において、各種入賞装置に流入した遊技球を受けかつその遊技球を所定位置まで導く集合
樋としての機能とボックス装着部としての機能を兼ね備えたボックス装着台９１が設けら
れている。このボックス装着台９１には、音声制御基板、ランプ制御基板等の副制御基板
９２が収納された副制御基板ボックス９３が装着され、その副制御基板ボックス９３の後
側に重ね合わされた状態で、主制御基板９４が収納された主制御基板ボックス９５が装着
されている。さらに、遊技盤５の後側に対しボックス装着台９１、副制御基板ボックス９
３及び主制御基板ボックス９５がそれぞれ装着された状態において、本体枠３の遊技盤装
着枠１２の前方から遊技盤５を嵌込んで装着できるように、遊技盤５の外郭より外側には
み出すことなくボックス装着台９１、副制御基板ボックス９３及び主制御基板ボックス９
５が配置されている。
【０１９６】
［本体枠の機構装着体、球タンク及びタンクレールの構成について］　図７及び図８に基
づき説明する。
　図７はパチンコ機の本体枠に各種部材が組み付けられた状態を斜め右上後方から示す斜
視図であり、図８は本体枠単体を斜め右上後方から示す斜視図である。
　本体枠３の機構装着体１３には、タンク装着部１１１、レール装着部１１２、及び払出
装置装着部１１３等がそれぞれ形成され、タンク装着部１１１には球タンク１１４が装着
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されている。球タンク１１４は、透明な合成樹脂材よりなり、島設備から供給される多数
の遊技球が貯留可能な上方に開口する箱形状に形成されている。そして、球タンク１１４
の遊技球の貯留状態が球タンク１１４の後側壁を透して視認可能となっている。また、球
タンク１１４の底板部１１５の後側隅部には遊技球を放出する放出口１１６が形成される
とともに、底板部１１５は放出口１１６に向けて下傾する傾斜面に形成されている。
【０１９７】
　本体枠３の機構装着体１３には、そのタンク装着部１１１に下方に接近してレール装着
部１１２が一体に形成され、そのレール装着部１１２にレール構成部材１１７が装着され
ることでタンクレール１１８が構成されるようになっている。すなわち、この実施形態に
おいて、レール装着部１１１は、本体枠３の上部横方向部分が所定深さ凹まされた状態で
形成されており、その凹部の奥側壁をタンクレール１１８の前壁部１１９とし、その凹部
の下縁部に沿って一端（図８に向かって左端）から他端（図８に向かって右端）に向けて
下傾する傾斜状のレール棚１２０が形成されている。そして、レール棚１２０の横方向に
延びる上向き面をレール受け部１２１としている。
【０１９８】
　レール装着部１１２に装着されてタンクレール１１８を構成するレール構成部材１１７
は、レール装着部１１２の前壁部１１９との間にレール通路を構成する後壁部１２２と、
傾斜状をなす下板部と、その下板部の上面の前後方向中央部に沿って突設されレール通路
を前後複数列（この実施形態では前後２列）に区画する仕切り壁（いずれも図示しない）
とを一体に備えて形成されている。このレール構成部材１１７は、レール装着部１１２に
対し適宜の取付手段によって装着され、これによって、前後複数列のレール通路を備えた
タンクレール１１８が構成されている。そして、球タンク１１４の放出口１１６から放出
（自重によって落下）された遊技球がタンクレール１１８の前後複数列のレール通路の一
端部においてそれぞれ受けられた後、遊技球が自重によってレール通路に沿って転動する
ことでレール通路の他端部に向けて流れるようになっている。また、この実施形態におい
て、レール構成部材１１７は、透明な合成樹脂材より形成され、これによって、レール通
路内の遊技球の流れ状態が、レール構成部材１１７の後壁部１２２を透して視認可能とな
っている。
【０１９９】
　タンクレール１１８（レール装着部１１２）の前壁部１１９は、遊技盤５の後側に突出
する装備品（例えば役物）における後部の上端部との干渉を避けるため第１空間部を隔て
た状態で設けられている。また、この実施形態において、本体枠３の後端部となるレール
棚１２０の後端と、タンクレール１１８の後壁部は、球タンク１１４の後側壁と略同一面
をなしている。言い換えると、球タンク１１４の後壁部に対しタンクレール１１８の後壁
部が略同一面となる位置までタンクレール１１８が遊技盤５の後面より後方に離隔して配
置されている。これによって、遊技盤５の後側とタンクレール１１８の前壁部１１９との
間に装備品（例えば役物）の後部との干渉を避けるための第１空間部が設けられるように
なっている。
【０２００】
　また、タンクレール１１８の上方には、レール通路を流れる遊技球を上下に重なること
なく整列させる整流体１２３がその上部において軸１２４を中心として揺動可能に装着さ
れている。この整流体１２３には、その中央部から下部において錘が設けられている。
【０２０１】
［払出装置装着部及び球払出装置の構成について］　図７及び図８に基づき説明する。
　本体枠３の機構装着体１３の片側寄りの上下方向には、次に述べる球払出装置（球払出
ユニット）１２５に対応する縦長の払出装置装着部１１３が形成されている。払出装置装
着部１１３は、後方に開口部をもつ凹状に形成されている。また、払出装置装着部１１３
の段差状をなす奥壁部（図示しない）の所定位置には、球払出装置１２５の払出用モータ
１２６（図３参照）が突出可能な開口部１２７が形成されている。
【０２０２】
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　払出装置装着部１１３の凹部に球払出装置１２５が装着された状態において、遊技盤５
との間には、第１空間部と前後方向に略同一レベルとなる第２空間部が設けられている。
これによって、レール通路と球通路とが前後方向に略同一レベルで配置されている。また
、本体枠３の後端、すなわち払出装置装着部１１３の周壁部後端、レール棚１２０の後端
、球タンク１１４、タンクレール１１８及び球払出装置１２５のそれぞれの後面は略同一
面をなしている。
【０２０３】
　球払出装置１２５は、払出装置装着部１１３の凹部と略同じ大きさの縦長のボックス形
状をなし、払い出しに関する各種部品が装着されることでユニット化されている。なお、
球払出装置１２５は、払出装置装着部１１３の凹部の後方開口部から嵌込まれて適宜の取
付手段（例えば、弾性クリップ、係止爪、ビス等の取付手段）によって装着されるように
なっている。
【０２０４】
　また、図示しないが、球払出装置１２５は、タンクレール１１８におけるレール通路の
出口にそれぞれ連通する流入口を有する球通路が前後複数列（例えば前後２列）に区画さ
れて形成されている。また、その内部に形成された前後複数列の球通路の下流部が二股状
に分岐されて前後複数列の賞球及び貸球用球通路と球抜き用球通路とがそれぞれ形成され
ている。そして賞球及び貸球用球通路と球抜き用球通路との分岐部には、遊技球をいずれ
かの通路に振り分けて払い出すための回転体よりなる払出部材（図示しない）が正逆回転
可能に配設されている。
【０２０５】
［本体枠の後側下部の装備について］　図３及び図４に基づき説明する。
　本体枠３の前枠体１１の後側において、遊技盤装着枠１２よりも下方に位置する前枠体
１１の後下部領域の片側（図４に向かって左側）には、発射レール１９の下傾端部の発射
位置に送られた遊技球を発射するための発射ハンマー（図示しない）、その発射ハンマー
を作動する発射モータ１２８等が取付基板１２９に組み付けられてユニット化された発射
装置ユニット１３０が装着されている。また、前枠体１１の後下部領域の略中央部には、
電源基板１３１を収容する電源基板ボックス１３２が装着され、その電源基板ボックス１
３２の後側に重ね合わされた状態で払出制御基板１３３を収容する払出制御基板ボックス
１３４が装着されている。払出制御基板１３３は、遊技球を払い出す数を記憶するＲＡＭ
を備え、主制御基板９４から送信される払出用信号に従って遊技球を払い出す制御信号を
中継用回路基板（図示しない）に伝達して払出用モータ１２６を作動制御するようになっ
ている。
【０２０６】
［後カバー体の構成について］　図４及び図５に基づき説明する。
　図５はパチンコ機の後側全体を右上後方から示す斜視図である。
　遊技盤５後面に配置された表示装置制御基板ボックス１３５（図９参照）及び主制御基
板ボックス９５の後端部は機構装着体１３の中央部に開口された窓開口部に向けて突出し
ている。そして、機構装着体１３の窓開口部の一側壁を構成する側壁部と他側壁を構成す
る払出装置装着部１１３の片側壁との間には、不透明な合成樹脂材によって略方形の箱形
状に形成された後カバー体１３６がカバーヒンジ機構１３７によって開閉並びに着脱可能
に装着されている。
【０２０７】
　後カバー体１３６は、略四角形状の後壁部１３８と、その後壁部１３８の外周縁から前
方に向けて突出された周壁部１３９とから一体に構成されている。後カバー体１３６の周
壁部１３９のうち、一側の壁部１３９ａには、機構装着体１３の側壁部の上下及び中間の
計３箇所に形成されたヒンジ体１４０のヒンジ孔の上方からそれぞれ着脱可能に嵌込まれ
るヒンジピン１４１を下向きに有するヒンジ体１４２が一体に形成されている。また、後
カバー体１３６の周壁部１３９のうち、他側の壁部１３９ｂには、払出装置装着部１１３
の片側壁に形成された係止孔に弾性的に係合可能な係止爪を有する弾性閉止体１４３が一
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体に形成されている。
【０２０８】
　すなわち、後カバー体１３６は、その上下及び中間のヒンジ体１４２の各ヒンジピン１
４１が機構装着体１３の側壁部のヒンジ体１４０のヒンジ孔の上方からそれぞれ嵌込まれ
る。この状態で、ヒンジピン１４１を中心として後カバー体１３６が機構装着体１３の他
側に向けて回動されながら、その弾性閉止体１４３を払出装置装着部１１３の片側壁の係
止孔に差し込んで弾性的に係合させることで、機構装着体１３の後側に後カバー体１３６
が閉じ状態で保持される。そして、後カバー体１３６によって、遊技盤５後面の表示装置
制御基板ボックス１３５（図９参照）全体及び主制御基板ボックス９５の略中間部から上
端にわたる部分が後カバー体１３６によって覆われるようになっている。これによって、
主制御基板ボックス９５の上部に露出された主制御基板９４の基板コネクタ（主として表
示装置制御基板と接続するための基板コネクタ）が後方から視認不能に隠蔽されている。
【０２０９】
　また、主制御基板ボックス９５の略中間部から下端にわたる部分は後カバー体１３６に
よって覆われることなく露出されている。そして、主制御基板ボックス９５の下部には、
その主制御基板９４上に配置された検査用コネクタ１４４が露出されており、後カバー体
１３６が閉じられた状態で主制御基板９４上の検査用コネクタ１４４に基板検査装置（図
示しない）を接続して検査可能となっている。
【０２１０】
　後カバー体１３６には、多数の放熱孔１４５、１４６、１４７、１４８が貫設されてお
り、これら多数の放熱孔１４５、１４６、１４７、１４８から内部の熱が放出されるよう
になっている。この実施形態において、後カバー体１３６には、その周壁部１３９から後
壁部１３８に延びる多数のスリット状の放熱孔１４５が貫設され、後壁部１３８の略中間
高さ位置から上部においては多数の長円形、楕円形等の放熱孔１４６が貫設され、後壁部
１３８の下部には多数の長円形、楕円形等の放熱孔１４７と所定数の横長四角形状の放熱
孔１４８が貫設されている。
【０２１１】
　また、横長四角形状の放熱孔１４８は、主制御基板ボックス９５の封印ねじ（封印部材
）によって封印される複数の並列状の封印部１４９の列の大きさ及び配設位置に対応する
大きさ及び位置に貫設されている。これによって、不透明な後カバー体１３６が閉じられ
た状態であっても、主制御基板ボックス９５の複数の並列状の封印部１４９が放熱孔１４
８の部分において視認可能に露出される。このため、後カバー体１３６が閉じられた状態
であっても、主制御基板ボックス９５の封印部１４９の封印状態を容易に視認することが
できる。また、不透明な合成樹脂材は、透明な合成樹脂材と比べ、リサイクル使用される
合成樹脂材を材料として用いることが容易であるため、後カバー体１３６を安価に製作す
ることができる。
【０２１２】
　後カバー体１３６の周壁部１３９のうち、上側壁部１３９ｃの所定位置（この実施形態
では左右２箇所）には、電源コード（図示しない）を適宜に折り畳んだ状態で保持する略
Ｃ字状でかつ弾性変形可能なコード保持体１５０が上方のタンクレール１１８の後壁面（
レール構成部材１１７の後壁面）に向けて延出されている。このコード保持体１５０の先
端部には、同コード保持体１５０を弾性変形させて電源コードを取り外すためのつまみが
形成されている。
【０２１３】
　電源コードは、その一端が分電基板１５１の基板コネクタ１５２に取り外し可能に接続
され、他端の電源プラグが電源コンセントに差し込まれる。前記したように、後カバー体
１３６にコード保持体１５０を一体に形成して電源コードを保持することで、パチンコ機
１を運搬、保管する際に電源コードがぶらついて邪魔になったり、異物に引っ掛かる不具
合を防止することができる。
【０２１４】
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［本体枠の後側下部の下皿用球誘導体等の構成について］　図１及び図６に基づき説明す
る。
　図６は、図５に示すパチンコ機の斜視図から後カバー体及び各種制御基板等を取り外し
た状態を示す斜視図である。
　本体枠３の後下部領域の他側寄り部分（ヒンジ寄り部分）には、そのスピーカボックス
部１６の後段差部の凹み部分において下皿用球誘導体１５３が装着されている。この下皿
用球誘導体１５３は、球払出装置１２５の賞球及び貸球用球通路から上皿連絡路（図示し
ない）を経て上皿５１に払い出された遊技球が満杯になったときに、上皿連絡路の遊技球
を下皿３１に導くためのものである。
【０２１５】
　なお、この実施形態において、下皿用球誘導体１５３の後壁外面には、インタフェース
基板１５４を収納している基板ボックス１５５が装着されている。なお、インタフェース
基板１５４は、パチンコ機１に隣接して設置される球貸機と払出制御基板１３３との間に
介在され、球貸に関する信号を球貸機と払出制御基板１３３との間で送受信可能に電気的
に接続するようになっている。
【０２１６】
［遊技盤の構成について］
　図１０は遊技領域を有した遊技盤の構成を示す拡大正面図である。図１１は遊技盤を斜
め前方から示す斜視図であり、図１２は遊技盤を斜め後方から示す斜視図である。図１３
は図１２における主制御基板ボックス、副制御基板ボックス等を外した状態で示す斜視図
である。また、図１４は遊技盤を分解して斜め前方から示す斜視図である。
【０２１７】
　図１０乃至図１４に示すように、遊技盤５は、略円形の開口２１０を有し開口２１０内
に遊技球を案内する外レール７６及び内レール７７からなる案内レール７８を備えた前構
成部材７９と、前面側に前構成部材７９が取り付けられると共に適宜形状の貫通口２１１
を複数有した板状の遊技盤ベース２１２と、遊技盤ベース２１２の貫通口２１１を覆うよ
うに、遊技盤ベース２１２の前面側に取り付けられる主役物２１３、主入賞口ユニット２
１４、及び遊技領域内装飾体２１５と、主役物２１３と対応し遊技盤ベース２１２の後面
側に取り付けられる後装飾体２１６と、後装飾体２１６の後方に配置される演出表示装置
２１７と、遊技盤ベース２１２の後面側に取り付けられ主入賞口ユニット２１４に入賞し
た遊技球を排出誘導する排出誘導部材２１８とを主に備えている。
【０２１８】
　遊技盤５では、前構成部材７９における開口２１０の内側で、遊技盤ベース２１２の前
面側において、主に遊技領域３７が区画形成されており、この遊技領域３７内には、図１
０に示すように多数の障害釘が所定のゲージ配列をなして設けられているほか、その途中
の適宜位置に風車２１９が設けられていると共に、上述の主役物２１３、主入賞口ユニッ
ト２１４、及び遊技領域内装飾体２１５が配置されている。なお、遊技領域３７内の中央
最下部には、入賞口等に入賞しなかった遊技球を遊技領域３７内から排出するアウト口２
２０が設けられている。
【０２１９】
　なお、本例の演出表示装置２１７が、本発明の演出表示手段に相当している。
【０２２０】
（主役物の構成について）
　次に、遊技盤５における主役物２１３の具体的な構成について図１５乃至図２４に基づ
き詳細に説明する。図１５は主役物の正面図であり、図１６は主役物を斜め前方から示す
斜視図であり、図１７は主役物を斜め後方から示す斜視図である。図１８は主役物を分解
して斜め前方から示す分解斜視図である。また、図１９は主役物のステージ付近を拡大し
て示す拡大正面図である。図２０は左右の可動装飾体及び装飾体駆動ユニットを示す斜視
図であり、図２１の（Ａ）は左可動装飾体を斜め後方から示す斜視図であり（Ｂ）は左可
動装飾体を分解して斜め前方から示す分解斜視図である。図２２の（Ａ）は右可動装飾体
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を斜め後方から示す斜視図であり、（Ｂ）は右可動装飾体を分解して斜め前方から示す斜
視図である。図２３の（Ａ）は左可動装飾体駆動ユニットの分解斜視図であり、（Ｂ）は
右可動装飾体駆動ユニットの分解斜視図である。更に、図２４は左右の可動装飾体の動き
を示す説明図である。
【０２２１】
　遊技盤５における主役物２１３は、図１５乃至図１８に示すように、額縁状に形成され
た枠状装飾体２３０と、枠状装飾体２３０の前側の右下縁部に取り付けられるキャラクタ
体２３１と、枠状装飾体２３０の前側の上縁部やや右寄りに取り付けられ自動車を模した
装飾部材２３２と、枠状装飾体２３０の開口を閉鎖するように枠状装飾体２３０の後側に
取り付けられる透明な板状の隔壁板２３３と、枠状装飾体２３０の上縁部の前面下側に配
置される右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５と、枠状装飾体２３０の後側に配置
され右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５を夫々所定軸周りに回動させるための右
可動装飾体駆動ユニット２３６及び左可動装飾体駆動ユニット２３７とを備えている。
【０２２２】
　また、主役物２１３には、遊技領域３７内の所定領域を通過する遊技球を検出可能なチ
ャッカー２３８を更に備えている。このチャッカー２３８は、枠状装飾体２３０の左縁部
に取り付けられ遊技球の通過を検出する通過検出センサ２３９と、通過検出センサ２３９
を前方から覆うと共に上下方向に遊技球が通過可能な開口を有したチャッカーカバー２４
０とを備えている。このチャッカー２３８は、チャッカーカバー２４０の上側から、遊技
領域３７内を流下する遊技球が進入すると、その遊技球を通過検出センサ２３９によって
検出し、その後、検出した遊技球をチャッカーカバー２４０の下側から、再び遊技領域３
７内に戻すようになっている。
【０２２３】
　この主役物２１３の枠状装飾体２３０には、通過検出センサ２３８が取り付けられる部
位の下側に、ワープ入口２５０が設けられていると共に、ワープ入口２５０の下方には枠
状装飾体２３０の内側に開口するワープ出口２５１が設けられており、枠状装飾体２３０
内部にはワープ入口２５０とワープ出口２５１とを連通するワープ通路２５２が形成され
ている。このワープ通路２５２は、断面視コ字状に形成された枠状装飾体２３０の開放部
が隔壁板２３３の一部によって閉鎖されることで形成されており、遊技盤面に沿って流下
する遊技球を、枠状装飾体２３０の外側（外周）から内側へワープ通路２５２を介して取
り込めるようになっている。
【０２２４】
　主役物２１３の枠状装飾体２３０には、その下縁部における上面に、ワープ通路２５２
のワープ出口２５１から連続し遊技球を左右方向に転動させることのできる転動面２５３
と、転動面２５３の前側に設けられ左右に開放部２５４を有した所定高さの堰部２５５と
からなるステージ２５６が備えられている。このステージ２５６は、ワープ通路２５２を
介して取り込まれた遊技球を左右方向に転動させてその動きに様々な変化が付けられるよ
うになっていると共に、ステージ２５６上を転動する遊技球が開放部２５４からステージ
２５６の前方に流出するようになっている。なお、ステージ２５６上の遊技球は、枠状装
飾体２３０の後側に取り付けられる隔壁板２３３によってステージ２５６の後方へ流出し
ないようになっている。
【０２２５】
　また、主役物２１３の枠状装飾体２３０には、ステージ２５６上の遊技球を、主入賞口
ユニット２１４の略中央直上に流下するように誘導する球誘導路２５７を更に備えている
。この球誘導路２５７は、ステージ２５６の左右の開放部２５４を挟むように略中央に配
置され遊技球をステージ２５６の後側へ案内する球案内部２５８と、球案内部２５８の下
方且つステージ２５６の後側に延出し上方から遊技球を受入可能とされた球受部２５９と
、球受部２５９に受けられた遊技球を球案内部２５８の下方且つステージ２５６の前側に
開口する球流出口２６０から流出するように誘導する球誘導部２６１とから構成されてい
る。なお、隔壁板２３３の略中央下部には、後方に突出する球誘導凹部２６２が形成され
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ており、球案内部２５８によってステージ２５６の後側に案内された遊技球が、球誘導凹
部２６２に誘導されて隔壁板２３３の後側に流出することなく、良好に球受部２５９に受
けられるようになっている。
【０２２６】
　更に、主役物２１３の枠状装飾体２３０には、ステージ２５６を挟んでワープ通路２５
２の反対側に、枠状装飾体２３０の左右方向中央側が僅かに低くなるような面とされ、ス
テージ２５６の転動面２５３と連続するような延長転動面２６３を更に備えている。この
延長転動面２６３は、ワープ入口２５０から取り込まれワープ通路２５２を介して所定の
初速度でステージ２５６上に供給された遊技球が、ステージ２５６の堰部２５５を乗越え
てステージ２５６から流出するのを防止するためのものである。なお、この延長転動面２
６３の前側には、図示するように、キャラクタ体２３１の一部が配置されるようになって
おり、隔壁板２３３と協働して所定深さの溝が形成されるようになっており、延長転動面
２６３において遊技球が弾んだりしても、延長転動面２６３から遊技球が脱落し難くなっ
ている（図１９参照）。
【０２２７】
　この延長転動面２６３の作用を詳述すると、ワープ通路２５２を介して所定の初速度で
供給される遊技球は、ステージ２５６の左端から右端へと転動して延長転動面２６３上に
供給され、その際に、ステージ２５６はその中央付近が低く左右両端が高くなるような形
状とされているので、遊技球の速度はステージ２５６の右端に転動するのに従って低下す
るが、ワープ通路２５２内を流通する遊技球の速度は様々に異なるため、ステージ２５６
へ供給される時の初速度も様々に異なり、例えば、ステージ２５６の右端に延長転動面２
６３の代わりに球当接部を設けた場合、遊技球の速度によっては、球当接部への当接によ
り弾んでしまいステージ２５６の堰部２５５を乗越えてステージ２５６から脱落し、ステ
ージ２５６上で遊技球を良好に転動させることができなくなり、遊技球の動きを楽しませ
られなくなる恐れがある。
【０２２８】
　これに対して、本例では、ステージ２５６の右端に延長転動面２６３を設けており、所
定の速度で転動する遊技球がステージ２５６の右端に到達しても、延長転動面２６３へと
供給されてステージ２５６の右端で弾んでステージ２５６から脱落するのを防止すること
ができるようになっている。また、延長転動面２６３では、キャラクタ体２３１及び隔壁
板２３３と協働して所定深さの溝が形成されるので、延長転動面２６３上で遊技球が弾ん
でも、延長転動面２６３から遊技球が脱落するのを抑制することができるようになってい
る。更に、延長転動面２６３は、枠状装飾体２３０の中央側（左端）が僅かに下がった平
坦面とされているので、延長転動面２６３からステージ２５６へ転動する遊技球の速度上
昇を抑制させることが可能となり、好適な速度で遊技球をステージ２５６に戻すことがで
き、ステージ２５６上で遊技球を良好に転動させることができるようになっている。
【０２２９】
　主役物２１３の枠状装飾体２３０は、図１６及び図１７に示すように、その左側外周に
遊技球を外周に沿って下方に案内可能な球案内路２７０が備えられている。この球案内路
２７０は、枠状装飾体２３０の外周面２７１と、遊技盤ベース２１２の前面側に当接し遊
技盤ベース２１２の該当する貫通口２１１を閉鎖するように外方に延びるフランジ部２７
２と、フランジ部２７２から前側に所定距離離反した位置で外方に延び前面に装飾の施さ
れた装飾フランジ部２７３とから構成されている。この球案内路２７０は、枠状装飾体２
３０の外周面２７１、フランジ部２７２、及び装飾フランジ部２７３とにより、遊技盤５
の盤面に沿った外方に開放された断面が略コ字形状に形成されており、その内部を遊技球
が流通可能とされている。
【０２３０】
　この球案内路２７０には、フランジ部２７２及び装飾フランジ部２７３の内面側（互い
に対向する面側）に、複数の突起（突条）２７４が設けられており、フランジ部２７２側
の突起２７４と、装飾フランジ部２７３側の突起２７４は、互いに対向しない位置に交互
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に夫々形成されている。この球案内路２７０は、その複数の突起２７４によって、球案内
路２７０を流下する遊技球が突起２７４と当接することで、遊技球の流下速度を減衰させ
て、遊技球の流下速度が上昇するのを抑制することができるようになっている。なお、こ
の球案内路２７０は、主入賞口ユニット２１４の下側付近まで遊技球を案内するように形
成されている。
【０２３１】
　この球案内路２７０は、図１０及び図１１に示すように、遊技領域３７の上部に打ち込
まれた遊技球を、主入賞口ユニット２１４の下側付近まで案内しており、この球案内路２
７０によって遊技球が案内されると、主入賞口ユニット２１４に入賞する可能性が低くな
るので、球案内路２７０に遊技球が案内されないように、遊技球の打ち込み操作をさせる
ことができ、打ち込み操作が単調となり興趣が低下するのを防止することができるように
なっている。また、球案内路２７０によって遊技球が案内された場合、その突起２７４に
よって遊技球の流下速度が抑制されるので、球案内路２７０から勢い良く遊技球が放出さ
れるのを防止して、放出された遊技球が主入賞口ユニット２１４や遊技領域内装飾体２１
５等と当接するのを防止したり、当接してもその速度を遅くして衝撃を可及的に小さくし
、主入賞口ユニット２１４等が破損するのを防止することができるようになっている。
【０２３２】
　次に、図２０乃至図２４に基づいて、右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５と、
右可動装飾体駆動ユニット２３６及び左可動装飾体駆動ユニット２３７の構成を詳細に説
明する。まず、主役物２１３の右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５は、略水平方
向に延びる水平状態と、略垂直方向に延びる垂直状態との間で回動可能とされている。こ
れら右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５は、図１５及び図２４に示すように、夫
々水平状態となると、互いに連続した装飾体となるように構成されており、その前側には
複数の文字（本例では、アルファベット）が立体的に造形され、それらの文字は右可動装
飾体２３４及び左可動装飾体２３５とが一体となることで所定の単語となるようになって
いる。
【０２３３】
　これら右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５は、文字部２９０が透光性を有する
部材とされた装飾部２９１と、装飾部２９１の後側に配置される枠状の本体部２９２と、
本体部２９２内に配置され複数のＬＥＤ２９３を備えた発光基板２９４と、発光基板２９
４の後側に配置され本体部２９２の枠内の閉鎖する背板２９５と、所定位置から後側に延
出する回動軸２９６とを備えている。この装飾部２９１の後側にはネジ孔を有した取付ボ
ス２９７が形成されていると共に、背板２９５には装飾部２９１の取付ボス２９７に対応
した位置に貫通孔２９８が穿設されており、装飾部２９１と背板２９５とで本体部２９２
及び発光基板２９４を挟んだ状態で、背板２９５の後側から貫通孔２９８を貫通して取付
ボス２９７にビス（図示しない）をねじ込むことで、それらが一体に組み付けられるよう
になっている（図２１及び図２２参照）。
【０２３４】
　なお、回動軸２９６は、背板２９５に設けられた取付孔に圧入固定されていると共に、
回動軸２９６は、右可動装飾体２３４では右端部付近に、左可動装飾体２３５では左端部
付近に夫々配置固定されている。また、夫々の背板２９５には、その後面の回動軸２９６
付近の所定位置に突起２９９が形成されており、詳細は後述するが、この突起２９９は右
可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５の夫々の回動位置を検出するためのものである
。
【０２３５】
　一方、右可動装飾体駆動ユニット２３６及び左可動装飾体駆動ユニット２３７は、右可
動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５を夫々の回動軸２９６の軸芯周りに回動させるも
のである。これら右可動装飾体駆動ユニット２３６及び左可動装飾体駆動ユニット２３７
は、右可動装飾体２３４又は左可動装飾体２３５を回動させるための可動装飾体駆動モー
タ３１０と、可動装飾体駆動モータ３１０の回転軸３１１に固定される駆動ギヤ３１２と
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、駆動ギヤ３１２と噛合し駆動ギヤ３１２の回転を伝達する伝達ギヤ３１３と、伝達ギヤ
３１３と噛合し右可動装飾体２３４又は左可動装飾体２３５の回動軸２９６が固定される
出力ギヤ３１４と、後面に可動装飾体駆動モータ３１０を取り付け可能とされ、駆動ギア
３１２、伝達ギア３１３、及び出力ギア３１４を収容可能なギヤケーシング３１５と、ギ
ヤケーシング３１５の前側開口を閉鎖すると共に右可動装飾体２３４又は左可動装飾体２
３５の回動軸２９６が通過可能な通孔３１６を有した前板３１７とを備えている（図２０
、図２３及び図２４参照）。
【０２３６】
　これら右可動装飾体駆動ユニット２３６又は左可動装飾体駆動ユニット２３７は、可動
装飾体駆動モータ３１０が回転駆動させられると、その回転軸３１１に固定された駆動ギ
ヤ３１２が回転し、駆動ギヤ３１２の回転が伝達ギヤ３１３を介して出力ギヤ３１４に回
転伝達され、出力ギヤ３１４に固定された右可動装飾体２３４又は左可動装飾体２３５の
回動軸２９６が出力ギア３１４と共に回転することで、夫々の回動軸２９６周りに右可動
装飾体２３４又は左可動装飾体２３５を回動させることができるようになっている。
【０２３７】
　また、右可動装飾体駆動ユニット２３６及び左可動装飾体駆動ユニット２３７には、右
可動装飾体２３４又は左可動装飾体２３５の回動に伴って回転する回転部材３１８と、回
転部材３１８の回転位置を検出する回転位置検出センサ３１９とを更に備えている。この
回転部材３１８は、一端に右可動装飾体２３４又は左可動装飾体２３５の突起２９９と当
接可能な当接ピン３２０と、他端に回転位置検出センサ３１９に検出される被検出部３２
１とを有しており、当接ピン３２０と被検出部３２１との間の所定位置において回転可能
に前板３１７の裏側に軸支されている。また、前板３１７には、回転部材３１８の当接ピ
ン３２０が挿通可能な円弧状の長孔３２２が形成されており、右可動装飾体駆動ユニット
２３６及び左可動装飾体駆動ユニット２３７が組み立てられた状態で、当接ピン３２０が
長孔３２２を介して前板３１７の前側に突出するようになっていると共に、円弧状の長孔
３２２により所定の回転角度の範囲内で回転するようになっている。
【０２３８】
　この回転部材３１８は、図示するようにその軸支される回転軸で折れ曲がったような形
状とされていると共に、当接ピン３２０側よりも被検出部３２１側の方が重くなるように
形成されており、その重量差によって当接ピン３２０が上方に回転するようになっている
。この回転部材３１８の当接ピン３２０は、夫々右可動装飾体２３４又は左可動装飾体２
３５の突起２９９の下側に当接するような位置に配置されており、当接ピン３２０と被検
出部３２１との重量差によって上方に回転しようとする当接ピン３２０の回転移動が突起
２９９によって阻止されるようになっている。つまり、突起２９９の回転移動に伴って当
接ピン３２０が回転移動するようになっており、回転部材３１８の回転位置を検出するこ
とで突起２９９、即ち、右可動装飾体２３４又は左可動装飾体２３５の回転位置を検出で
きるようになっている。
【０２３９】
　なお、本例では、回転位置検出センサ３１９は、フォトセンサとされており、被検出部
３２１がフォトセンサ用の遮蔽板とされている。また、本例では、右可動装飾体２３４及
び左可動装飾体２３５が水平状態の時に、夫々の回転部材３１８の被検出部３２１が、回
転位置検出センサ３１９により検出される、つまり、被検出部３２１がフォトセンサを遮
蔽するようになっている。
【０２４０】
　また、本例のステージ２５６が本発明の転動演出面に相当している。
【０２４１】
（主入賞口ユニット、遊技領域内装飾体、及び排出誘導部材の構成について）
　次に、主入賞口ユニット２１４、遊技領域内装飾体２１５、及び排出誘導部材２１８の
構成について、図２５乃至図３０に基づいて詳細に説明する。図２５は主入賞口ユニット
、遊技領域内装飾体、及び排出誘導部材を斜め前方から示す斜視図である。図２６の（Ａ
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）は主入賞口ユニットにおける始動口の要部を拡大して示す斜視図であり、（Ｂ）はその
側面図である。図２７の（Ａ）は主入賞口ユニットにおけるアタッカ装置の要部を示す斜
視図であり、（Ｂ）はその側面図である。図２８は主入賞口ユニットを斜め後方下側から
示す斜視図であり、図２９は遊技領域内装飾体を斜め後方から示す斜視図である。また、
図３０は主入賞口ユニット、遊技領域内装飾体、及び排出誘導部材における遊技球の流路
を示す断面図である。
【０２４２】
　まず、主入賞口ユニット２１４は、図示するように、その前側の左右方向略中央上部に
配置され上方に開口する第一始動口３３０と、第一始動口３３０の下方に配置され第一始
動口３３０と一対の可動片３３１とで閉鎖又は開放可能な第二始動口３３２と、第二始動
口３３２の下方に配置され左右方向に延びる矩形状の大入賞口３３３及び大入賞口３３３
を閉鎖可能とし上辺が前方に回動する開閉扉３３４を有したアタッカ装置３３５と、アタ
ッカ装置３３５の左右両側に配置され互いに離反するように斜め上方に開口する一般入賞
口３３６とを備えている。なお、一対の可動片３３１は、夫々一端側が回転可能に軸支さ
れていると共に、その回転軸とは偏芯した位置に後側に突出する突出ピンが夫々設けられ
ている。
【０２４３】
　また、主入賞口ユニット２１４は、第二始動口３３２を開閉する一対の可動片３３１を
開閉駆動させる始動口開閉駆動ユニット３５０を更に備えている（図２６参照）。この始
動口開閉駆動ユニット３５０は、前後方向に進退可能なプランジャ３５１を有した始動口
ソレノイド３５２と、始動口ソレノイド３５２におけるプランジャ３５１の前後方向の進
退に伴って水平方向且つ左右方向（遊技盤面に沿った方向）に延びる軸周りに回動し、一
対の可動片３３１から後側に延在された突出ピン３３７を上下方向に移動可能な伝達部材
３５３とを備えている。また、この伝達部材３５３には、その回動軸３５４よりも上側且
つ後側にプランジャ３５１先端の鍔部３５５を係止する係止部３５６が形成されていると
共に、回動軸３５４よりも前側に可動片３３１の突出ピン３３７が挿通される側面視コ字
形状の伝達部３５７が形成されている。
【０２４４】
　この主入賞口ユニット２１４では、始動口開閉駆動ユニット３５０における始動口ソレ
ノイド３５２のプランジャ３５１が前進すると、伝達部材３５３の係止部３５６が前方に
押圧されて、伝達部材３５３が図中反時計回りに回転し伝達部３５７の高さ位置が相対的
に低くなると共に、伝達部３５７の下降に伴って可動片３３１の突出ピン３３７が下降し
、可動片３３１の自由端側が上昇するように回動することとなる。これにより、一対の可
動片３３１が夫々直立したような状態となり、一対の可動片３３１と第一始動口３３０と
により第二始動口３３２が閉鎖されるようになっている。なお、プランジャ３５１を後退
させると、上述とは逆の動作をして、図示するように一対の可動片３３１の自由端側が互
いに離反するように下降し、第二始動口３３２が開放された状態となるようになっている
。また、第二始動口３３２が開放された状態では、その開口幅が、第一始動口３３０の開
口幅よりも広くなり、遊技球が入賞し易くなるようになっている。
【０２４５】
　また、図示するように、始動口ソレノイド３５２の下側には第二始動口センサ３５８が
備えられており、第二始動口３３２に入賞した遊技球が、第二始動口センサ３５８の貫通
孔を通過することで第二始動口センサ３５８に検出されると共に、主入賞口ユニット２１
４の下側に形成された排出口３５９から排出されるようになっている（図２８参照）。
【０２４６】
　また、主入賞口ユニット２１４のアタッカ装置３３５は、大入賞口３３３に入賞した遊
技球を検出する大入賞口センサ３７０と、大入賞口３３３を閉鎖可能な左右方向に延びる
矩形状とされ下辺側が軸支されると共に上辺側が直立状態から前方に回動可能とされた開
閉扉３３４と、前後方向に進退可能なプランジャ３７１を有したアタッカソレノイド３７
２と、アタッカソレノイド３７２におけるプランジャ３７１の前後方向の進退に伴って水
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平方向且つ左右方向（遊技盤面に沿った方向）に延びる軸周りに回動して開閉扉３３４を
回動させる伝達部材３７３と、大入賞口センサ３７０、開閉扉３３４、アタッカソレノイ
ド３７２、及び伝達部材３７３を支持すると共に大入賞口３３３に入賞した遊技球を大入
賞口センサ３７０に検出されるように誘導する誘導路３７４を有したケーシング３７５と
を備えている（図２７参照）。
【０２４７】
　なお、本例では、図２７に示すように、アタッカソレノイド３７２及び伝達部材３７３
は、大入賞口３３３よりも左側且つ後側となる位置にケーシング３７５に収容支持されて
いる。また、開閉扉３３４の左側下端には、伝達部材３７３と当接する当接突起３７６が
形成されている。更に、アタッカ装置３３５の伝達部材３７３には、その回動軸３７７よ
りも上側に配置されプランジャ３７１先端の鍔部３７８と係合する係合部３７９と、回動
軸３７７よりも前側に配置され開閉扉３３４の当接突起３７６に上側から当接する当接ピ
ン３８０とを備えている。
【０２４８】
　このアタッカ装置３３５では、アタッカソレノイド３７２のプランジャ３７１が前進す
ると、伝達部材３７３の係合部３７９が前方に押圧され、伝達部材３７３が図中反時計回
りに回転して伝達部材３７３の回動軸３７７の前方に設けられた当接ピン３８０が回転下
降し、当接ピン３８０の下降により当接ピン３８０と当接する開閉扉３３４の当接突起３
７６が下降して開閉扉３３４がその支持軸芯に対して時計回りに回動する。つまり、図示
するような、開閉扉３３４の下辺を中心として上辺が前方に回転した開状態から、開閉扉
３３４が略直立する閉状態へと回転し、大入賞口３３３が閉状態となるようになっている
。なお、アタッカソレノイド３７２のプランジャ３７１が後退すると、上述とは逆の動作
をして、開閉扉３３４の上辺が前方に回転して大入賞口３３３が開状態となるようになっ
ている。
【０２４９】
　なお、このアタッカ装置３３５は、大入賞口３３３の左右方向の幅が、一対の可動片３
３１が開状態となり第二始動口３３２が開放状態となった時の幅よりも、更に広い幅とさ
れており、遊技球がより入賞し易いようになっている。また、大入賞口３３３から進入し
大入賞口センサ３７０で検出された遊技球は、そのまま主入賞口ユニット２１４の下方へ
排出されるようになっている（図２８参照）。
【０２５０】
　この主入賞口ユニット２１４には、前側に第一始動口３３０、大入賞口３３３、及び一
般入賞口３３６が形成され後側にアタッカ装置３３５及び始動口開閉駆動ユニット３５０
等が取り付けられる主入賞口ユニットベース３８１を更に備えている。この主入賞口ユニ
ットベースの後側には、第一始動口３３０、第二始動口３３２、及び一般入賞口３３６と
対応する位置に、遊技球を後方へ所定距離案内する球樋３８２が形成されている（図２５
及び図２８参照）。また、主入賞口ユニットベース３８１の外形は、遊技盤ベース２１２
に形成された対応する貫通口２１１の外形よりも大きい形状とされていると共に、後側に
取り付けられるアタッカ装置３３５及び始動口開閉駆動ユニット３５０は、該当する貫通
口２１１を通過可能な大きさとされている。
【０２５１】
　また、主入賞口ユニット２１４は、図１０に示すように、その第一始動口３３０が、主
役物２１３の球誘導路２５７における球流出口２６０の直下に位置するように遊技盤ベー
ス２１２に取付固定されており、主役物２１３の球流出口２６０から流出した遊技球が、
主入賞口ユニット２１４の第一始動口３３０に入賞する可能性が高くなるように配置され
ている。
【０２５２】
　本例の主入賞口ユニット２１４は、遊技盤ベース２１２に、その前側から取り付けられ
るようになっており、詳述すると、遊技盤ベース２１２の前側から主入賞口ユニット２１
４のアタッカ装置３３５及び始動口開閉駆動ユニット３５０を該当する貫通口２１１に挿
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通すると共に、主入賞口ユニットベース３８１の後面を遊技盤ベース２１２の前面と当接
させ、図示しないビスにより主入賞口ユニットベース３８１を遊技盤ベース２１２に固定
することで、主入賞口ユニット２１４が遊技盤ベース２１２に取り付けられるようになっ
ている。この際に、遊技盤ベース２１２の該当する貫通口２１１は、主入賞口ユニットベ
ース３８１によって前側からは見えないように隠蔽されるようになっている（図１１及び
図１４参照）。
【０２５３】
　次に、遊技領域内装飾体２１５は、特別図柄表示器３９０と、保留ランプ３９１と、発
光装飾部３９３と、二つの一般入賞口３９４とを主に備えている。この特別図柄表示器３
９０は、本例では複数の色を発光することのできる４つのＬＥＤから構成されており、第
一始動口３３０及び第二始動口３３２への遊技球の入賞に応じて、夫々のＬＥＤが消灯、
点灯、点滅、変色などをして、各始動口に対応した特別図柄を表示するようになっている
。
【０２５４】
　また、保留ランプ３９１は、４つのＬＥＤからなり、夫々のＬＥＤが消灯、点滅、点灯
、することができ、それらＬＥＤの点滅、点灯の組合せにより、第一始動口３３０及び第
二始動口３３２への遊技球の入賞による始動保留数を表示し、夫々４つまで始動保留を表
示させることができるようになっている。
【０２５５】
　更に、発光装飾部３９３は、前側に配置された透光性を有するレンズ部３９５の後側に
、種々の色を発光することのできる複数のＬＥＤを有した発光基板３９６が配置されてお
り、そのＬＥＤの発光により、光による装飾ができるようになっている。
【０２５６】
　また、遊技領域内装飾体２１５の正面視左側の一般入賞口３９４は、入賞した遊技球が
遊技領域内装飾体２１５の内部を通って、遊技領域内装飾体２１５の後側下部に開口した
排出口３９７から外部へ排出されるようになっている。また、正面視右側の一般入賞口３
９４は、入賞した遊技球が排出口３９７の略上側に設けられた排出部３９８から排出され
るようになっており、この排出部３９８から遊技球がやや右側に誘導されるように外部へ
排出されるようになっている。なお、この遊技領域内装飾体２１５には、正面視左側の一
般入賞口３９４に入賞した遊技球を検出することができるように、センサ取付部３９９が
備えられている（図２９参照）。
【０２５７】
　この遊技領域内装飾体２１５は、その前後方向の略中間に、遊技盤ベース２１２の該当
する貫通口２１１の外形よりも外方に延びるフランジ部４００が備えられており、遊技盤
ベース２１２の前側から、その後側を該当する貫通口２１１に挿入し、フランジ部４００
の後面側を遊技盤ベース２１２の前面側と当接させて貫通口２１１が前側から見えないよ
うに隠蔽すると共に、フランジ部４００をその前側からビス（図示しない）により遊技盤
ベース２１２に取り付けることで、遊技領域内装飾体２１５が遊技盤ベース２１２に固定
されるようになっている（図１１及び図１４参照）。
【０２５８】
　次に、排出誘導部材２１８は、遊技盤ベース２１２を挟んで主入賞口ユニット２１４及
び遊技領域内装飾体２１５の後側に配置され、遊技盤ベース２１２に固定された主入賞口
ユニット２１４及び遊技領域内装飾体２１５の遊技盤ベース２１２の後面よりも後側に突
出した部分の一部を覆うように形成され、主入賞口ユニット２１４及び遊技領域内装飾体
２１５の入賞口に入賞した遊技球を誘導する各種誘導路を備えたものである（図２５参照
）。
【０２５９】
　この排出誘導部材２１８は、遊技盤ベース２１２の後面と当接し遊技盤ベース２１２に
取付固定するためのビス（図示しない）を挿通する挿通孔４１０を有した取付固定部４１
１と、主入賞口ユニット２１４の始動口開閉駆動ユニット３５０及びアタッカ装置３３５
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のケーシング３７５の一部を収容可能な収容凹部４１２と、主入賞口ユニット２１４の第
一始動口３３０から続く球樋３８２と対応し第一始動口３３０に受入れられた遊技球を排
出誘導部材２１８の下方へ誘導して排出する第一始動口排出誘導路４１３と、主入賞口ユ
ニット２１４の正面視右側に配置された一般入賞口３３６から続く球樋３８２と対応し当
該一般入賞口３３６に受入れられた遊技球を排出誘導部材２１８の下方から排出する右一
般入賞口排出流路４１４と、主入賞口ユニット２１４の正面視左側に配置された一般入賞
口３３６から続く球樋３８２と対応し当該一般入賞口３３６に受入れられた遊技球を排出
誘導部材２１８の下方から排出する左一般入賞口排出流路４１５と、第一始動口排出流路
４１３内を流通する遊技球を検出することで遊技球が第一始動口３３０に入賞したことを
検出する第一始動口センサ４１６と、右一般入賞口排出流路４１４内の遊技球を検出する
ことで右側の一般入賞口３３６に遊技球が入賞したことを検出する右一般入賞口センサ４
１７ａと、左一般入賞口排出流路４１５内の遊技球を検出することで左側の一般入賞口３
３６に遊技球が入賞したことを検出する左一般入賞口センサ４１７ｂとを備えている。
【０２６０】
　この排出誘導部材２１８は、遊技領域内装飾体２１５の二つの一般入賞口３９４に受入
れられた遊技球を、左一般入賞口排出流路４１５を介して排出誘導部材２１８の下方へ排
出するようになっている。具体的には、左一般入賞口排出流路４１５には、遊技領域内装
飾体２１５の排出口３９７から排出された遊技球を受けて左一般入賞口センサ４１７ｂへ
導く第一誘導部４１８と、遊技領域内装飾体２１５の排出部３９８から排出された遊技球
を受けて左一般入賞口センサ４１７ｂへ導く第二誘導部４１９とを備えている。なお、第
二誘導部４１９には、第二誘導部４１９内の遊技球を検出できるようにセンサ取付部４２
０が形成されている。
【０２６１】
　この排出誘導部材２１８は、上述のように、主入賞口ユニット２１４及び遊技領域内装
飾体２１５における第一始動口３３０、一般入賞口３３６，３９４に受入れられた遊技球
を検出すると共に、排出誘導部材２１８の下方へ排出することができるようになっている
（図３０参照）。なお、左一般入賞口センサは、主入賞口ユニット２１４の左側の一般入
賞口３３６に受入れられた遊技球だけでなく、遊技領域内装飾体２１５の二つの一般入賞
口３９４に受入れられた遊技球も検出することができるようになっており、入賞口の数に
対して検出センサの数を少なくすることができるようになっている。また、遊技領域内装
飾体２１５及び排出誘導部材２１８には、夫々センサ取付部３９９及びセンサ取付部４２
０が設けられており、これらセンサ取付部３９９，４２０に遊技球の検出センサを取り付
けることで、上記の何れの入賞口に遊技球が受入れられたのかを判別することができるよ
うになり、各入賞口の差別化ができるようになっている。
【０２６２】
（後装飾体の構成について）
　次に、後装飾体２１６の構成について、図３１乃至図５２に基づいて詳細に説明する。
図３１は後装飾体を斜め前方から示す斜視図であり、図３２は後装飾体を分解して斜め前
方から示す分解斜視図である。図３３は後装飾体を分解して斜め後方から示す分解斜視図
である。図３４は後装飾体における第一装飾可動体ユニットを斜め前方から示す斜視図で
あり、図３５は第一装飾可動体ユニットを主要部毎に分解して斜め前方から示す分解斜視
図である。図３６の（Ａ）は第一装飾可動体ユニットにおける第一装飾可動体を分解して
斜め前方から示す分解斜視図であり、（Ｂ）は第一装飾可動体におけるレンズ部を示す拡
大正面図である。図３７は第一装飾可動体ユニットにおける第一装飾可動体駆動ユニット
を斜め前方から示す斜視図であり、図３８は第一装飾可動体駆動ユニットを斜め後方から
示す斜視図である。図３９は第一装飾可動体駆動ユニットを主要部毎に分解して示す分解
斜視図である。図４０は図３９よりも更に分解して示す分解斜視図である。図４１の（Ａ
）は第一装飾可動体駆動ユニットにおける第一昇降部材を示す斜視図であり、（Ｂ）は第
一昇降部材の分解斜視図である。図４２は第一昇降部材における第一装飾可動体ソレノイ
ドと回動伝達部材との関係を示す説明図である。図４３は後装飾体における第二装飾可動
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体ユニットを斜め前方から示す斜視図であり、図４４は第二装飾可動体ユニットを主要部
毎に分解して斜め前方から示す分解斜視図である。図４５は第二装飾可動体ユニットにお
ける第二装飾可動体を分解して示す分解斜視図である。図４６は第二装飾可動体ユニット
における第二装飾可動体駆動ユニットを斜め前方から示す斜視図である。図４７は第二装
飾可動体駆動ユニットを主要部毎に分解して示す分解斜視図である。図４８は図４７より
も更に分解して示す分解斜視図である。図４９の（Ａ）は第二装飾可動体駆動ユニットに
おける第二昇降部材を示す斜視図であり、（Ｂ）は第二昇降部材の分解斜視図である。図
５０は第二昇降部材における第二装飾可動体ソレノイドとリンク機構との関係を示す説明
図である。図５１は装飾可動体ユニットカバーを斜め前方から示す斜視図であり、図５２
は装飾可動体ユニットカバーの要部を示す説明図である。
【０２６３】
　この後装飾体２１６は、遊技盤ベース２１２の後面側で正面視中央よりも右側に取付固
定され主に上下方向に移動し所定のキャラクタの上顎を含む顔上部が造形された第一装飾
可動体４３０を有した第一装飾可動体ユニット４３１と、第一装飾可動体ユニット４３１
に対して左右方向反対側の遊技盤ベース２１２の後面側に取付固定され第一装飾可動体４
３０の下側で上下方向に移動し第一装飾可動体４３０と対応する下顎が造形された第二装
飾可動体４３２を有した第二装飾可動体ユニット４３３と、第一装飾可動体ユニット４３
１及び第二装飾可動体ユニット４３３の外周側と後側を覆い中央に矩形状の開口４３４を
有すると共に後側に演出表示装置２１７が取付可能とされた装飾可動体ユニットカバー４
３５と、第一装飾可動体ユニット４３１と装飾可動体ユニットカバー４３５との間に配置
される第一装飾体４３６と、第二装飾可動体ユニット４３３と装飾可動体ユニットカバー
４３５との間に配置される第二装飾体４３７とを備えている。
【０２６４】
　この後装飾体２１６は、第一装飾可動体ユニット４３１の第一装飾可動体４３０と、第
二装飾可動体ユニット４３３の第二装飾可動体４３２とを、互いに接近させたり離反させ
たりするように夫々を上下方向に移動させることで、所定のキャラクタの口が開いたり閉
じたりするような演出動作をさせることができるものである。
【０２６５】
　この後装飾体２１６の第一装飾可動体ユニット４３１は、所定のキャラクタの上顎から
眉毛までの間の顔上部を造形した第一装飾可動体４３０と、第一装飾可動体４３０を上下
方向に移動させると共に遊技盤５の左右方向に延びる軸周りに回動させ、遊技盤ベース２
１２の後面側に取付固定される第一装飾可動体駆動ユニット４５０と、第一装飾可動体駆
動ユニット４５０に取り付けて装飾するユニット装飾体４５１とを備えている。
【０２６６】
　この第一装飾可動体ユニット４３１の第一装飾可動体４３０は、略黒色のレンズ部４５
２を有したサングラス４５３と、キャラクタの目に相当する位置に貫通する開口孔４５４
を有した第一装飾可動体本体４５５と、第一装飾可動体本体４５５の後側に配置され第一
装飾可動体本体４５５の開口孔４５４を介して前側に所定色の光を発光可能な複数のＬＥ
Ｄ４５６が取り付けられた発光基板４５７と、発光基板４５７の後側に配置され、サング
ラス４５３、第一装飾可動体本体４５５、及び発光基板４５７と一体に組み付けられるベ
ース部材４５８とを備えている。
【０２６７】
　この第一装飾可動体４３０におけるサングラス４５３のレンズ部４５２は、図示するよ
うに、発光基板４５７のＬＥＤ４５６が発する光の色に応じて、その表面に模様が現れる
ようになっており、具体的には、ＬＥＤ４５６から赤色の光が発せられると「三日月状の
模様」が現れ、ＬＥＤ４５６から青色の光が発せられるとキャラクタに関係する「所定の
漢字」（ここでは、「所」）が現れるようになっている。このレンズ部４５２の構造は、
上述の「三日月状の模様」と「所定の漢字」とが重なるように配置されていると共に、重
なった部分が無色又は白色の透光性を有する白色部４５９とされ、「三日月状の模様」の
重なっていない部分が赤色の透光性を有する赤色部４６０とされると共に、「所定の漢字
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」の重なっていない部分が青色の透光性を有する青色部４６１とされ、その他の部分が略
黒色の黒色部４６２とされている。
【０２６８】
　本例ではレンズ部４５２が上述の構成となっているので、例えば、ＬＥＤ４５６から赤
色の光を照射すると、白色部４５９と赤色部４６０では、その赤色光が透過し、青色部４
６１及び黒色部４６２では赤色光が透過しないので、白色部４５９と赤色部４６０とによ
る「三日月状の模様」が現れる。一方、ＬＥＤ４５６から青色の光を照射すると、白色部
４５９と青色部４６１では青色光が透過し、赤色部４６０と黒色部４６２では青色光が透
過しないので、白色部４５９と青色部４６１とによる「所定の漢字」が現れることとなる
。このように、有色光と透光性を有した有色部材とを適宜組み合わせることで、ＬＣＤ等
の高価な表示装置を用いなくても容易に所望の模様を表示することができるようになって
いる。
【０２６９】
　なお、本例では、ＬＥＤ４５６が取り付けられる発光基板４５７が、遮光性の高い部材
に形成されている。具体的には、発光基板４５７の裏側に遮光性の高い黒色塗料や黒色フ
ィルム等からなる遮光部材が備えられている。これにより、レンズ部４５２の後側からＬ
ＥＤ４５６以外の光が入光するのを防止して、ＬＥＤ４５６の消灯時に、黒色部４６２以
外の白色部４５９、赤色部４６０、及び青色部４６１が見えるのを抑制するようになって
いる。また、光源としてＬＥＤ４５６を用いており、他の光源と比較して発光させる色の
波長帯域が狭く他の色の成分の含有が少ないので、より確実に所望の色の模様を現すこと
ができるようになっている。
【０２７０】
　また、第一装飾可動体４３０には、そのベース部材４５８に第一装飾可動体駆動ユニッ
ト４５０に固定支持されるための固定部４６３が備えられており、この固定部４６３によ
り第一装飾可動体４３０が第一装飾可動体駆動ユニット４５０に支持されるようになって
いる。
【０２７１】
　次に、第一装飾可動体駆動ユニット４５０は、第一装飾可動体４３０を支持し第一装飾
可動体４３０と共に上下方向に昇降する第一昇降部材４７０と、第一昇降部材４７０を上
下方向に案内する案内レール４７１と、案内レール４７１の上端部を支持する第一上部支
持部材４７２と、案内レール４７１の下端部を支持する第一下部支持部材４７３と、第一
上部支持部材４７２及び第一下部支持部材４７３を上下方向に所定距離離間して支持する
と共に遊技盤ベース２１２の後面側と当接する取付当接面４７４を有し板金を屈曲形成し
た第一ベース４７５と、第一ベース４７５の第一上部支持部材４７２の反対側に配置され
第一ベース４７５及び第一上部支持部材４７２を貫通してその回転する駆動軸４７６が突
出する第一駆動モータ４７７と、第一駆動モータ４７７の駆動軸４７６の回転に伴って回
転する駆動プーリ４７８と、駆動プーリ４７８と対となるように第一下部支持部材４７３
の近傍に配置される従動プーリ４７９と、駆動プーリ４７８と従動プーリ４７９とに巻き
掛けられる駆動ベルト４８０と、駆動ベルト４８０の一部を第一昇降部材４７０と連結固
定するベルト固定部４８１とを備えている。
【０２７２】
　なお、本例では、第一駆動モータ４７７による駆動プーリ４７８の回転駆動は、第一駆
動モータ４７７の駆動軸４７６に固定された駆動ギヤ４８２の回転が、駆動ギヤ４８２の
上側に配置され駆動ギヤ４８２と噛合し駆動プーリ４７８と一体に回転する伝達ギヤ４８
３に伝達されることで駆動プーリ４７８が回転駆動するようになっている。この駆動ギヤ
４８２と伝達ギヤ４８３を用いることで、第一駆動モータ４７７の駆動軸４７６よりも駆
動プーリ４７８の位置をより高くして第一昇降部材４７０の上下方向の可動範囲が大きく
なるようになっている。また、駆動ベルト４８０の内周面には全周に亘って所定間隔で係
合歯４８４が設けられていると共に、駆動プーリ４７８には係合歯４８４と係合する被係
合歯４８５が歯車状に設けられており（図４０参照）、被係合歯４８５と係合歯４８４と
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の係合により駆動プーリ４７８の回転駆動が確実に駆動ベルト４８０に伝達されるように
なっている。なお、従動プーリ４７９は、被係合歯のない平プーリとされている。
【０２７３】
　この第一装飾可動体駆動ユニット４５０には、第一昇降部材４７０が案内レール４７１
の延びる軸方向周りに回転するのを防止するための第一回転防止手段４９０が更に備えら
れている。この第一回転防止手段４９０は、第一上部支持部材４７２及び第一下部支持部
材４７３にその上端及び下端が支持されると共に案内レール４７１と略平行に配置される
案内ロッド４９１と、前後方向から案内ロッド４９１に当接可能とされ第一昇降部材４７
０に取り付けられる案内部材４９２とを備えている。この第一回転防止手段４９０は、図
示するように、案内ロッド４９１が案内レール４７１の右側に所定距離離れて配置されて
いると共に、断面が略コ字状とされた案内部材４９２が案内ロッド４９１の前後側の何れ
かに当接することで、第一昇降部材４７０が案内レール４７１の軸芯周りに回転するのを
良好に防止することができるようになっている。
【０２７４】
　なお、本例では、案内レール４７１及び案内ロッド４９１は、共に金属製の丸棒とされ
ており、案内レール４７１の表面には摺動抵抗を低減させるための摩擦低減層が形成され
ている。この摩擦低減層は、例えば、フッ素系樹脂としてポリテトラフルオロエチレン（
ＰＴＦＥ，（例えば、テフロン（登録商標）））が所定の厚さでコーティングされており
、これにより、案内レール４７１により案内される第一昇降部材４７０の動摩擦抵抗の値
と静摩擦抵抗の値とを可及的に近づけることができ、静止した第一昇降部材４７０が移動
を開始する際に滑らかに移動開始させることができると共に、案内レール４７１等の摩耗
を低減させて耐久性を向上させることができるようになっている。また、案内ロッド４９
１の表面は、クロムメッキが施されており、錆び等の腐食を防止して耐久性を高めると共
に、案内レール４７１よりは安価なものとなりコストが増加するのを防止することができ
るようになっている。
【０２７５】
　また、第一装飾可動体駆動ユニット４５０には、駆動ベルト４８０に所定の張力を付与
するテンション機構４９３を更に備えている。このテンション機構４９３は、案内レール
４７１に案内されると共に従動プーリ４７９を回転可能に支持する移動体４９４と、一端
が移動体４９４に他端が第一ベース４７５に取付けられ移動体４９４を下方に付勢するテ
ンションバネ４９５とを備えている。
【０２７６】
　このテンション機構４９３の移動体４９４は、案内レール４７１を挿通する案内孔４９
６と、下方に開放され従動プーリ４７９の両端から突出する軸部４９７を係止するフック
状の係止部４９８と、案内孔４９６と係止部４９８との間に配置されテンションバネ４９
５の一端を取付けるバネ取付部４９９とを備えている。これにより、従動プーリ４７９に
駆動ベルト４８０を巻き掛けた状態で、従動プーリ４７９を移動体４９４に支持させるこ
とができ、組立が容易にできるようになっている。また、案内孔４９６と従動プーリ４７
９の軸部４９７を係止する係止部４９８との間でテンションバネ４９５により駆動ベルト
４８０を引張るようにしているので、案内レール４７１の軸に対して案内孔４９６の軸が
大きく傾くのを防止すことができ、案内レール４７１における移動体４９４の摺動抵抗が
増加するのを抑制し、移動体４９４がスムーズに移動できるようになっていると共に、移
動体４９４の姿勢が大きく変化するのを防止して駆動ベルト４８０に良好にテンションが
かかるようになっている。
【０２７７】
　この第一装飾可動体駆動ユニット４５０は、図示するように、駆動プーリ４７８が上側
に、従動プーリ４７９が下側に夫々配置されていると共に、駆動プーリ４７８と従動プー
リ４７９とに巻き掛けられる駆動ベルト４８０が、従動プーリ４７９を介してテンション
機構４９３により下方に付勢されるようになっている。また、駆動ベルト４８０に第一昇
降部材４７０が固定されているので、第一昇降部材４７０及び第一装飾可動体４３０の重
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量が駆動ベルト４８０にかかり、駆動ベルト４８０の一方側のみに下方に引張る力が作用
するようになっていると共に、第一昇降部材４７０及び第一装飾可動体４３０の重量によ
り駆動ベルト４８０が駆動プーリ４７８に強く巻き掛けられるようになっている。
【０２７８】
　一方、上側の駆動プーリ４７８には、駆動ベルト４８０の係合歯４８４と係合する被係
合歯４８５が備えられており、第一昇降部材４７０及び第一装飾可動体４３０の重量によ
って駆動ベルト４８０が駆動プーリ４７８に強く巻き掛けられることで駆動ベルト４８０
の係合歯４８４と駆動プーリ４７８の被係合歯４８５との係合がより強くなると共に、第
一駆動モータ４７７による駆動プーリ４７８の回転が阻止されることで、駆動ベルト４８
０の回転が阻止され、第一昇降部材４７０及び第一装飾可動体４３０の重量が駆動ベルト
４８０を介して駆動プーリ４７８に支持されることとなり、第一昇降部材４７０及び第一
装飾可動体４３０の重量が下側の従動プーリ４７９やテンション機構４９３にかからない
ようになっている。これにより、テンション機構４９３に余分な負荷をかけることなく良
好に第一昇降部材４７０等を上下動させることができると共に、テンション機構４９３に
よる付勢力を最小限のものとしてテンション機構４９３等にかかるコストを低減させるこ
とができるようになっている。
【０２７９】
　ところで、駆動プーリ４７８と従動プーリ４７９及びテンション機構４９３の上下配置
を逆にした場合、第一昇降部材４７０及び第一装飾可動体４３０の重量が駆動ベルト４８
０を介して従動プーリ４７９にかかるが、従動プーリ４７９には、駆動ベルト４８０の係
合歯４８４と係合する被係合歯が備えられておらず、また、従動プーリ４７９は自由回転
するようになっているので、従動プーリ４７９により第一昇降部材４７０及び第一装飾可
動体４３０の重量を支持することができず、第一昇降部材４７０が降下すると共に、駆動
ベルト４８０が所定方向に回転することとなる。また、下側の駆動プーリ４７８では駆動
ベルト４８０が第一昇降部材４７０及び第一装飾可動体４３０の重量により下方に引張ら
れるので、駆動プーリ４７８での駆動ベルト４８０の巻き掛け力が弱くなる。つまり、駆
動ベルト４８０の係合歯４８４と駆動プーリ４７８の被係合歯４８５との係合が弱くなり
、互いに滑り易くなる。
【０２８０】
　そして、駆動プーリ４７８と駆動ベルト４８０との間で滑が発生すると、駆動ベルト４
８０が第一駆動モータ４７７の回転に関係なく、第一昇降部材４７０及び第一装飾可動体
４３０の重量によって回転してしまい、第一昇降部材４７０が下降することとなり、第一
昇降部材４７０を良好に上下動させることができなくなる。そこで、テンション機構４９
３による付勢力を大きくすることで、駆動プーリ４７８と駆動ベルト４８０との滑りを防
止することが考えられるが、付勢力を大きくすると、テンション機構４９３だけでなく、
駆動プーリ４７８、従動プーリ４７９、駆動ベルト４８０、及び第一ベース４７５等の強
度を高くする必要があり、第一装飾可動体駆動ユニット４５０のコストが高くなる問題が
発生することとなり、本例のように、駆動プーリ４７８を上側に、従動プーリ４７９を下
側に夫々配置することが望ましい。
【０２８１】
　本例の第一装飾可動体駆動ユニット４５０では、また、第一ベース４７５に、第一上部
支持部材４７２と第一下部支持部材４７３の取付位置を位置決めするための支持面５０９
に位置決め孔５１０が穿設されていると共に、第一上部支持部材４７２及び第一下部支持
部材４７３の第一ベース４７５との当接部には、位置決め孔５１０と嵌合する位置決め突
起５１１が夫々形成されている。これにより、第一ベース４７５の位置決め孔５１０に、
対応する第一上部支持部材４７３及び第一下部支持部材４７３の位置決め突起５１１を嵌
合させた上で、夫々を第一ベース４７５に固定することで、第一上部支持部材４７２及び
第一下部支持部材４７３を所定位置に正確に位置させることができ、案内レール４７１、
駆動プーリ４７８、及び従動プーリ４７９等の組立精度を高精度且つ容易に組み立てられ
るようになっている。なお、第一ベース４７５の取付当接面４７４には、遊技盤ベース２
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１２に取付固定するための取付孔５１２が穿設されている。
【０２８２】
　この第一装飾可動体駆動ユニット４５０では、図示するように、その第一ベース４７５
の取付当接面４７４が、第一ベース４７５の上部に備えられており、遊技盤ベース２１２
に対して、第一ベース４７５の上部のみが取付固定されるようになっている。これにより
、遊技盤ベース２１２への取付箇所を少なくすることができ、組立コストを低減させるこ
とができるようになっている。また、第一ベース４７５の上部で遊技盤ベース２１２に固
定するようにしている、つまり、第一ベース４７５にかかる重量の重心よりも上側で固定
しているので、仮に第一ベース４７５がその取付当接面４７４を中心として左右に振れて
も、その重心にかかる重力により元の位置に復帰しようとするので第一ベース４７５をそ
の上部のみで固定しても、第一ベース４７５を良好な状態で固定することができるように
なっている。即ち、第一装飾可動体駆動ユニット４５０を、遊技盤ベース２１２に良好に
取付固定できるようになっている。
【０２８３】
　次に、第一装飾可動体駆動ユニット４５０の第一昇降部材４７０は、第一装飾可動体４
３０が取付支持される棒状の支持シャフト５３０と、支持シャフト５３０に挿通される二
つの支持ブッシュ５３１と、案内レール４７１に挿通される二つの支持ブッシュ５３２と
、案内レール４７１を挿通可能な挿通孔５３３を有し案内レール４７１に挿通される二つ
の支持ブッシュ５３２を上下方向に所定間隔離れて位置させると共に、支持シャフト５３
０に挿通される二つの支持ブッシュ５３１を左右方向に所定間隔離れて位置させることの
可能な本体部５３４と、本体部５３４の後側に配置され本体部５３４と協働して案内レー
ル４７１に挿通される二つの支持ブッシュ５３２及び支持シャフト５３０に挿通される二
つの支持ブッシュ５３１の位置を固定するブッシュ固定部材５３５とを備えている。
【０２８４】
　この第一昇降部材４７０の本体部５３４には、その挿通孔５３３の両端に案内レール４
７１に挿通される支持ブッシュ５３２を嵌合可能な段付凹部５３６が形成されていると共
に、挿通孔５３３の内径は案内レール４７１が接触しない径とされ、挿通孔５３３と案内
レール４７１との間には所定寸法のクリアランスが形成されるようになっている。また、
本体部５３４には、支持シャフト５３０に挿通される二つの支持ブッシュ５３１を嵌合可
能な半円筒状の嵌合凹部５３７が、左右方向に所定距離離れて対向するように形成されて
いると共に、対向する二つの嵌合凹部５３７の間には、半円筒状の収容部５３８が形成さ
れており、支持ブッシュ５３１に挿通支持された支持シャフト５３０が本体部５３４と接
触しないようになっている。
【０２８５】
　一方、第一昇降部材４７０のブッシュ固定部材５３５には、前側に延在された平面視略
Ｕ字状の抜止片５３９が二つ形成されていると共に、これら抜止片５３９の距離が本体部
５３４の挿通孔５３３の長さに対応した距離とされており、本体部５３４にブッシュ固定
部材５３５を組み付けることで、二つの抜止片５３９によって挿通孔５３３の段付凹部５
３６に嵌合された支持ブッシュ５３２が、段付凹部５３６から抜けるのを防止するように
なっている。
【０２８６】
　また、ブッシュ固定部材５３５には、その前側の本体部５３４の二つの嵌合凹部５３７
と対応する位置に、支持シャフト５３０に挿通される二つの支持ブッシュ５３１を嵌合可
能な半円筒状の嵌合凹部５４０が形成されていると共に、二つの嵌合凹部５４０の間には
半円筒状の収容部５４１が形成されている。このブッシュ固定部材５３５の嵌合凹部５４
０と本体部５３４の嵌合凹部５３７に夫々支持シャフト５３０に挿通される支持ブッシュ
５３１を嵌合させ上で、本体部５３４にブッシュ固定部材５３５を組付固定することで、
二つの支持ブッシュ５３１が所定距離離反した位置に固定支持されるようになっている。
また、本体部５３４の収容部５３８とブッシュ固定部材５３５の収容部５４１とにより、
二つの支持ブッシュ５３１の間では支持シャフト５３０との間に所定寸法のクリアランス
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が形成されるようになっている。
【０２８７】
　更に、ブッシュ固定部材５３５には、その後側に、下側の抜止片５３９よりも下方に延
び、上下方向に延びる溝を有した延出部５４２が形成されている。この延出部５４２は、
第一装飾可動体４３０の発光基板４５７に接続される複数の配線コードを保持するもので
ある。
【０２８８】
　上述のように、本体部５３４にブッシュ固定部材５３５を組み付けることで、各支持ブ
ッシュ５３１，５３２が所定の位置に固定支持されると共に、夫々二つの支持ブッシュ５
３２及び支持ブッシュ５３１によって、案内レール４７１及び支持シャフト５３１が相対
回転可能且つそれらの軸方向に相対摺動可能に支持されるようになっている。なお、本体
部５３４の挿通孔５３３の長さは、案内レール４７１に案内される第一昇降部材４７０が
他の部材に支障を来たさない最大の長さとされており、これによって、二つの支持ブッシ
ュ５３２の距離を可及的に長くすることができ、案内レール４７１に対する第一昇降部材
４７０のガタツキを小さくすることができるようになっている。
【０２８９】
　本例の第一昇降部材４７０には、本体部５３４に取付けられ前後方向に進退可能なプラ
ンジャ５５０を有した第一装飾可動体ソレノイド５５１と、一端が第一装飾可動体ソレノ
イド５５１におけるプランジャ５５０先端の鍔部５５２に係止され他端が支持シャフト５
３１に一体回転可能に固定される回動伝達部材５５３とを更に備えている。この第一装飾
可動体ソレノイド５５１は、支持シャフト５３０の下方で支持シャフト５３０とプランジ
ャ５５０とが交差するような位置に配置されており、プランジャ５５０を進退させること
で回動伝達部材５５３を介して支持シャフト５３０をその軸周りに所定角度範囲内で回動
させることができるようになっている。なお、本体部５３４及びブッシュ固定部材５３５
には、回動伝達部材５５３の一部を収容可能な収容窪部５５４が夫々形成されており、こ
の収容窪部５５４に回動伝達部材５５３を収容させることで、回動伝達部材５５３の左右
方向の移動を規制することができる、つまり、支持シャフト５３０の左右方向（その軸方
向）の移動が規制されるようになっており、支持シャフト５３０が本体部５３４及びブッ
シュ固定部材５３５により固定支持された支持ブッシュ５３１から抜けないようになって
いる。
【０２９０】
　なお、第一昇降部材４７０の本体部５３４には、挿通孔５３３の前面側に駆動ベルト４
８０を固定するベルト固定部４８１が取付けられていると共に、第一装飾可動体ソレノイ
ド５５１が取付けられる取付部５５５の下側に第一回転防止手段４９０の案内部材４９２
が取付けられている。また、図中符号５５６は、本体部５３４の前側に取付けられる装飾
体である。
【０２９１】
　また、第一昇降部材４７０には、そのブッシュ固定部材５３５の後側に位置検出片５５
７が設けられている。この位置検出片５５７は、装飾可動体ユニットカバー４３５の所定
位置に取付けられる第一装飾可動体位置検出センサ５５８に検出されるようになっており
、本例では、第一昇降部材４７０が上側端に位置した時に、第一装飾可動体位置検出セン
サ５５８によって検出されるようになっている。
【０２９２】
　この第一昇降部材４７０は、図示するように、案内レール４７１を挿通する挿通孔５３
３の左側に支持シャフト５３０を大きく延びださせて第一装飾可動体４３０を支持すると
共に、挿通孔５３３の右側に第一装飾可動体ソレノイド５５１を配置して、挿通孔５３３
を挟んで、第一昇降部材４７０の左右の重量バランスのアンバランスが少なくなるように
なっており、案内レール４７１や支持ブッシュ５３２が偏摩耗するのを抑制するようにし
ている。
【０２９３】
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　次に、第一装飾可動体ユニット４３１のユニット装飾体４５１は、図示するように、第
一装飾可動体駆動ユニット４５０の左側面に取付けられ、第一装飾可動体駆動ユニット４
５０の案内レール４７１、従動プーリ４７９、駆動ベルト４８０、及びテンション機構４
９３等が遊技盤５の前側から視認し難くなるように、それらを覆うと共に、表面の装飾に
より第一装飾可動体ユニット４３１を装飾するものである。このユニット装飾体４５１に
は、第一装飾可動体駆動ユニット４５０から延びる支持シャフト５３０が通過可能とされ
ていると共に、支持シャフト５３０が上下方向に移動できるように、上下方向に延びた開
口部５７０を備えている。
【０２９４】
　本例の第一装飾可動体ユニット４３１は、第一駆動モータ４７７の回転駆動により、第
一昇降部材４７０、つまり、第一装飾可動体４３０を上下方向に移動させることができる
と共に、第一装飾可動体ソレノイド５５１により第一装飾可動体４３０を前後方向に回動
させることができるようになっている。
【０２９５】
　また、本例の第一装飾可動体ユニット４３１は、第一昇降部材４７０の支持シャフト５
３０に支持された第一装飾可動体４３０を、第一駆動モータ４７７の回転駆動により遊技
盤５の面に略沿うように上下方向に移動させても、第一回転防止手段４９０により案内レ
ール４７１の軸芯周りへの回転が防止されているので、第一装飾可動体４３０が不要に揺
れるのを防止することができ、意図しない振れを抑制して所望の演出動作を確実に行わせ
ることができ、興趣が低下するのを防止することができると共に、第一装飾可動体４３０
をより大きなものとすることが可能となり、第一装飾可動体４３０をより目立たせること
ができ、第一装飾可動体４３０による演出効果をより高められるようになっている。
【０２９６】
　また、本例の第一装飾可動体ユニット４３１は、これにより、第一装飾可動体４３０が
、第一駆動モータ４７７の回転駆動により案内レール４７１の延在する上下方向に移動す
ると共に、第一装飾可動体ソレノイド５５１により支持シャフト５３０の軸芯周りに回転
することができ、第一装飾可動体４３０により複雑な動きをさせることができるので、可
動体の動きを飽き難くすることができ、飽きにより興趣が低下するのを防止することがで
きるようになっていると共に、第一装飾可動体ソレノイド５５１におけるプランジャ５５
０の進退方向を略水平方向（前後方向）としているので、プランジャ５５０の進退にかか
る重力の影響を可及的に少なくすることができ、プランジャ５５０の進退を確実に行わせ
ることで、第一装飾可動体４３０を確実に動かして所望の演出動作をさせることが可能と
なり、動きによる演出効果を充分に発揮させて、遊技者の興趣が低下するのを防止するこ
とができるようになっている。
【０２９７】
　更に、本例の第一装飾可動体ユニット４３１では、第一上部支持部材４７２及び第一下
部支持部材４７３の素材が夫々樹脂とされていると共に、第一ベース４７５の素材が板金
とされている。そして、樹脂からなる第一上部支持部材４７２及び第一下部支持部材４７
３の大きさを可及的に小さくすることができるので、樹脂成形による歪を相対的に小さく
することができると共に、精度の高い板金からなる第一ベース４７５により第一上部支持
部材４７２及び第一下部支持部材４７３を所定位置に位置決め支持しているので、案内レ
ール４７１の支持精度を良好に維持することができる。つまり、案内レール４７１を長く
しても案内レール４７１を所望の位置に支持して、案内レール４７１により第一昇降部材
４７０を介して第一装飾可動体４３０を良好に誘導案内させることが可能となるので、第
一装飾可動体４３０がより大きく動くようにすることができ、第一装飾可動体４３０の演
出動作を認識し易くして、その演出動作により興趣が低下するのを防止することができる
ようになっている。
【０２９８】
　続いて、後装飾体２１６の第二装飾可動体ユニット４３３は、第一装飾可動体４３０の
所定のキャラクタの下顎部分を造形した第二装飾可動体４３２と、第二装飾可動体を上下
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方向に移動させると共に遊技盤５の左右方向に延びる軸周りに回動させ、遊技盤ベース２
１２の後面側に取付固定される第二装飾可動体駆動ユニット６１０と、第二装飾可動体駆
動ユニット６１０に取り付けて装飾するユニット装飾体６１１とを備えている。
【０２９９】
　この第二装飾可動体ユニット４３３の第二装飾可動体４３２は、所定のキャラクタの唇
と下歯が造形された第二装飾可動体本体６１２と、第二装飾可動体本体６１２の顎内に配
置されると共に所定のキャラクタの舌として造形され透光性を有した舌部材６１３と、舌
部材６１３と第二装飾可動体本体６１２との間に配置され舌部材６１３に向かって光を照
射するように複数のＬＥＤ６１４を有した発光基板６１５と、発光基板６１５と舌部材６
１３との間に配置され第二装飾可動体駆動ユニット６１０に支持されると共に発光基板６
１５からの光を拡散させるレンズ部６１６を有したベース部材６１７とを備えている。
【０３００】
　この第二装飾可動体４３２は、発光基板６１５のＬＥＤ６１４が発光することで、その
舌部材６１３が光るようになっている。
【０３０１】
　また、第二装飾可動体４３２には、そのベース部材６１７に第二装飾可動体駆動ユニッ
ト６１０に固定支持されるための固定部６１８が備えられており、この固定部６１８によ
り第二装飾可動体４３２が第二装飾可動体駆動ユニット６１０に支持されるようになって
いる。
【０３０２】
　次に、第二装飾可動体駆動ユニット６１０は、第二装飾可動体４３２を支持し第二装飾
可動体４３２と共に上下方向に昇降する第二昇降部材６３０と、第二昇降部材６３０を上
下方向に案内する案内レール６３１と、案内レール６３１の上端部を支持する第二上部支
持部材６３２と、案内レール６３１の下端部を支持する第二下部支持部材６３３と、第二
上部支持部材６３２及び第二下部支持部材６３３を上下方向に所定距離離間して支持する
と共に遊技盤ベース２１２の後面側と当接する取付当接面６３４を有し板金を屈曲形成し
た第二ベース６３５と、第二ベース６３５の第二上部支持部材６３２の反対側に配置され
第二ベース６３５及び第二上部支持部材６３２を貫通してその回転する駆動軸６３６が突
出する第二駆動モータ６３７と、第二駆動モータ６３７の駆動軸６３６の回転に伴って回
転する駆動プーリ６３８と、駆動プーリ６３８と対となるように第二下部支持部材６３３
の近傍に配置される従動プーリ６３９と、駆動プーリ６３８と従動プーリ６３９とに巻き
掛けられる駆動ベルト６４０と、駆動ベルト６４０の一部を第二昇降部材６３０と連結固
定するベルト固定部６４１とを備えている。
【０３０３】
　なお、本例では、第二駆動モータ６３７による駆動プーリ６３８の回転駆動は、第二駆
動モータ６３７の駆動軸６３６に固定された駆動ギヤ６４２の回転が、駆動ギヤ６４２の
略下側に配置され駆動ギヤ６４２と噛合し駆動プーリ６３８と一体に回転する伝達ギヤ６
４３に伝達されることで駆動プーリ６３８が回転駆動するようになっている。また、駆動
ベルト６４０の内周面には全周に亘って所定間隔で係合歯６４４が設けられていると共に
、駆動プーリ６３８には係合歯６４４と係合する被係合歯６４５が歯車状に設けられてお
り、被係合歯６４５と係合歯６４４との係合により駆動プーリ６３８の回転駆動が確実に
駆動ベルト６４０に伝達されるようになっている。なお、従動プーリ６３９は、被係合歯
のない平プーリとされている。
【０３０４】
　この第二装飾可動体駆動ユニット６１０には、第二昇降部材６３０が案内レール６３１
の延びる軸方向周りに回転するのを防止するための第二回転防止手段６５０が更に備えら
れている。この第二回転防止手段６５０は、第二上部支持部材６３２及び第二下部支持部
材６３３にその上端及び下端が支持されると共に案内レール６３１と略平行に配置される
案内ロッド６５１と、左右方向から案内ロッド６５１に当接可能とされ第二昇降部材６３
０に取り付けられる案内部材６５２とを備えている。この第二回転防止手段６５０は、図
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示するように、案内ロッド６５１が案内レール６３１の後側に所定距離離れて配置されて
いると共に、断面が略コ字状とされた案内部材６５２が案内ロッド６５１の左右側の何れ
かに当接することで、第二昇降部材６３０が案内レール６３１の軸芯周りに回転するのを
良好に防止することができるようになっている。
【０３０５】
　なお、本例では、案内レール６３１及び案内ロッド６５１は、共に金属製の丸棒とされ
ており、案内レール６３１の表面には摺動抵抗を低減させるための摩擦低減層が形成され
ている。この摩擦低減層は、例えば、フッ素系樹脂としてポリテトラフルオロエチレン（
ＰＴＦＥ，（例えば、テフロン（登録商標）））が所定の厚さでコーティングされており
、これにより、案内レール６３１により案内される第二昇降部材６３０の動摩擦抵抗の値
と静摩擦抵抗の値とを可及的に近づけることができ、静止した第二昇降部材６３０が移動
を開始する際に滑らかに移動開始させることができると共に、案内レール６３１等の摩耗
を低減させて耐久性を向上させることができるようになっている。また、案内ロッド６５
１の表面は、クロムメッキが施されており、錆び等の腐食を防止して耐久性を高めると共
に、案内レール６３１よりは安価なものとなりコストが増加するのを防止することができ
るようになっている。
【０３０６】
　また、第二装飾可動体駆動ユニット６１０には、駆動ベルト６４０に所定の張力を付与
するテンション機構６５３を更に備えている。このテンション機構６５３は、第一装飾可
動体駆動ユニット４５０に備えられたテンション機構４９３と同じ機構であり、案内レー
ル６３１に案内されると共に従動プーリ６３９を回転可能に支持する移動体６５４と、一
端が移動体６５４に他端が第二ベース６３５に取付けられ移動体６５４を下方に付勢する
テンションバネ６５５とを備えている。
【０３０７】
　このテンション機構６５３の移動体６５４は、案内レール６３１を挿通する案内孔６５
６と、下方に開放され従動プーリ６３９の両端から突出する軸部６５７を係止するフック
状の係止部６５８と、案内孔６５６と係止部６５８との間に配置されテンションバネ６５
５の一端を取付けるバネ取付部６５９とを備えている。これにより、従動プーリ６３９に
駆動ベルト６４０を巻き掛けた状態で、従動プーリ６３９を移動体６５４に支持させるこ
とができ、組立が容易にできるようになっている。また、案内孔６５６と従動プーリ６３
９の軸部６５７を係止する係止部６５８との間でテンションバネ６５５により駆動ベルト
６４０を引張るようにしているので、案内レール６３１の軸に対して案内孔６５６の軸が
大きく傾くのを防止すことができ、案内レール６３１における移動体６５４の摺動抵抗が
増加するのを抑制し、移動体６５４がスムーズに移動できるようになっていると共に、移
動体６５４の姿勢が大きく変化するのを防止して駆動ベルト４８０に良好にテンションが
かかるようになっている。
【０３０８】
　この第二装飾可動体駆動ユニット６１０は、図示するように、駆動プーリ６３８が上側
に、従動プーリ６３９が下側に夫々配置されていると共に、駆動プーリ６３８と従動プー
リ６３９とに巻き掛けられる駆動ベルト６４０が、従動プーリ６３９を介してテンション
機構６５３により下方に付勢されるようになっている。また、駆動ベルト６４０に第二昇
降部材６３０が固定されているので、第二昇降部材６３０及び第二装飾可動体４３２の重
量が駆動ベルト６４０にかかり、駆動ベルト６４０の一方側のみに下方に引張る力が作用
するようになっていると共に、第二昇降部材６３０及び第二装飾可動体４３２の重量によ
り駆動ベルト６４０が駆動プーリ６３８に強く巻き掛けられるようになっている。
【０３０９】
　一方、上側の駆動プーリ６３８には、駆動ベルト６４０の係合歯６４４と係合する被係
合歯６４５が備えられており、第二昇降部材６３０及び第二装飾可動体４３２の重量によ
って駆動ベルト６４０が駆動プーリ６３８に強く巻き掛けられることで駆動ベルト６４０
の係合歯６４４と駆動プーリ６３８の被係合歯６４５との係合がより強くなると共に、第
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二駆動モータ６３７による駆動プーリ６３８の回転が阻止されることで、駆動ベルト６４
０の回転が阻止され、第二昇降部材６３０及び第二装飾可動体４３２の重量が駆動ベルト
６４０を介して駆動プーリ６３８に支持されることとなり、第二昇降部材６３０及び第二
装飾可動体４３２の重量が下側の従動プーリ６３９やテンション機構６５３にかからない
ようになっている。これにより、テンション機構６５３に余分な負荷をかけることなく良
好に第二昇降部材６３０等を上下動させることができると共に、テンション機構６５３に
よる付勢力を最小限のものとしてテンション機構６５３等にかかるコストを低減させるこ
とができるようになっている。
【０３１０】
　ところで、駆動プーリ６３８と従動プーリ６３９及びテンション機構６５３の上下配置
を逆にした場合、第二昇降部材６３０及び第二装飾可動体４３２の重量が駆動ベルト６４
０を介して従動プーリ６３９にかかるが、従動プーリ６３９には、駆動ベルト６４０の係
合歯６４４と係合する被係合歯６４５が備えられておらず、また、従動プーリ６３９は自
由回転するようになっているので、従動プーリ６３９により第二昇降部材６３０及び第二
装飾可動体４３２の重量を支持することができず、第二昇降部材６３０が降下すると共に
、駆動ベルト６４０が所定方向に回転することとなる。また、下側の駆動プーリ６３８で
は駆動ベルト６４０が第二昇降部材６３０及び第二装飾可動体４３２の重量により下方に
引張られるので、駆動プーリ６３８での駆動ベルト６４０の巻き掛け力が弱くなる。つま
り、駆動ベルト６４０の係合歯６４４と駆動プーリ６３８の被係合歯６４５との係合が弱
くなり、互いに滑り易くなる。
【０３１１】
　そして、駆動プーリ６３８と駆動ベルト６４０との間で滑が発生すると、駆動ベルト６
４が第二駆動モータ６３７の回転に関係なく、第二昇降部材６３０及び第二装飾可動体４
３２の重量によって回転してしまい、第二昇降部材６３０が下降することとなり、第二昇
降部材６３０を良好に上下動させることができなくなる。そこで、テンション機構６５３
による付勢力を大きくすることで、駆動プーリ６３８と駆動ベルト６４０との滑りを防止
することが考えられるが、付勢力を大きくすると、テンション機構６５３だけでなく、駆
動プーリ６３８、従動プーリ６３９、駆動ベルト６４０、及び第二ベース６３５等の強度
を高くする必要があり、第二装飾可動体駆動ユニット４３３のコストが高くなる問題が発
生することとなり、本例のように、駆動プーリ６３８を上側に、従動プーリ６３９を下側
に夫々配置することが望ましい。
【０３１２】
　本例の第二装飾可動体駆動ユニット６１０では、また、第二ベース６３５に、第二上部
支持部材６３２と第二下部支持部材６３３の取付位置を位置決めするための支持面６６９
位置決め孔６７０が穿設されていると共に、第二上部支持部材６３２及び第二下部支持部
材６３３の第二ベース６３５との当接部には、位置決め孔６７０と嵌合する位置決め突起
６７１が夫々形成されている。これにより、第二ベース６３５の位置決め孔６７０に、対
応する第二上部支持部材６３２及び第二下部支持部材６３３の位置決め突起６７１を嵌合
させた上で、夫々を第二ベース６３５に固定することで、第二上部支持部材６３２及び第
二下部支持部材６３３を所定位置に正確に位置させることができ、案内レール６３１、駆
動プーリ６３８、及び従動プーリ６３９等の組立精度を高精度且つ容易に組み立てられる
ようになっている。なお、第二ベース６３５の取付当接面６３４には、遊技盤ベース２１
２に取付固定するための取付孔６７２が穿設されている。
【０３１３】
　この第二装飾可動体駆動ユニット６１０では、図示するように、その第二ベース６３５
の取付当接面６３４が、第二ベース６３５の上部に備えられており、遊技盤ベース２１２
に対して、第二ベース６３５の上部のみが取付固定されるようになっている。これにより
、遊技盤ベース２１２への取付箇所を少なくすることができ、組立コストを低減させるこ
とができるようになっている。また、第二ベース６３５の上部で遊技盤ベース２１２に固
定するようにしている、つまり、第二ベース６３５にかかる重量の重心よりも上側で固定
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しているので、仮に第二ベース６３５がその取付当接面６３４を中心として左右に振れて
も、その重心にかかる重力により元の位置に復帰しようとするので、第二ベース６３５を
その上部のみで固定しても、第二ベース６３５を良好な状態で固定することができるよう
になっている。即ち、第二装飾可動体駆動ユニット６１０を、遊技盤ベース２１２に良好
に取付固定できるようになっている。
【０３１４】
　次に、第二装飾可動体駆動ユニット６１０の第二昇降部材６３０は、第二装飾可動体４
３２が取付支持される棒状の支持シャフト６９０と、支持シャフト６９０に挿通される二
つの支持ブッシュ６９１と、案内レール６３１に挿通される二つの支持ブッシュ６９２と
、案内レール６３１を挿通可能な挿通孔６９３を有し案内レールに挿通される二つの支持
ブッシュ６９２を上下方向に所定間隔離れて位置させると共に、支持シャフト６９０に挿
通される二つの支持ブッシュ６９１を左右方向に所定間隔離れて位置させることの可能な
本体部６９４と、本体部６９４の後側に配置され本体部６９４と協働して案内レール６３
１に挿通される二つの支持ブッシュ６９２及び支持シャフト６９０に挿通される二つの支
持ブッシュ６９１の位置を固定するブッシュ固定部材６９５とを備えている。
【０３１５】
　この第二昇降部材６３０の本体部６９４には、その挿通孔６９３の両端に案内レール６
３１に挿通される支持ブッシュ６９２を嵌合可能な段付凹部６９６が形成されていると共
に、挿通孔６９３の内径は案内レール６３１が接触しない径とされ、挿通孔６９３と案内
レール６３１との間には所定寸法のクリアランスが形成されるようになっている。また、
本体部６９４には、支持シャフト６９０に挿通される二つの支持ブッシュ６９１を嵌合可
能な半円筒状の嵌合凹部６９７が、左右方向に所定距離離れて対向するように形成されて
いると共に、対向する二つの嵌合凹部６９７の間には、半円筒状の収容部６９８が形成さ
れており、支持ブッシュ６９１に挿通支持された支持シャフト６９０が本体部６９４と接
触しないようになっている。
【０３１６】
　一方、第二昇降部材６３０のブッシュ固定部材６９５には、前側に延在された平面視略
Ｕ字状の抜止片６９９が二つ形成されていると共に、これら抜止片６９９の距離が本体部
６９４の挿通孔６９３の長さに対応した距離とされており、本体部６９４にブッシュ固定
部材６９５を組み付けることで、二つの抜止片６９９によって挿通孔６９３の段付凹部６
９６に嵌合された支持ブッシュ６９２が、段付凹部６９６から抜けるのを防止するように
なっている。
【０３１７】
　また、ブッシュ固定部材６９５には、その前側の本体部６９４の二つの嵌合凹部６９７
と対応する位置に、支持シャフト６９０に挿通される二つの支持ブッシュ６９１を嵌合可
能な半円筒状の嵌合凹部７００が形成されていると共に、二つの嵌合凹部７００の間には
半円筒状の収容部７０１が形成されている。このブッシュ固定部材６９５の嵌合凹部７０
０と本体部６９４の嵌合凹部６９７に夫々支持シャフト６９０に挿通される支持ブッシュ
６９１を嵌合させ上で、本体部６９４にブッシュ固定部材６９５を組付固定することで、
二つの支持ブッシュ６９１が左右方向に所定距離離反した位置に固定支持されるようにな
っている。また、本体部６９４の収容部６９８とブッシュ固定部材６９５の収容部７０１
とにより、二つの支持ブッシュ６９１の間では支持シャフト６９０との間に所定寸法のク
リアランスが形成されるようになっている。
【０３１８】
　上述のように、本体部６９４にブッシュ固定部材６９５を組み付けることで、各支持ブ
ッシュ６９２，６９１が所定の位置に固定支持されると共に、夫々二つの支持ブッシュ６
９２及び支持ブッシュ６９１によって、案内レール６３１及び支持シャフト６９０が相対
回転可能且つそれらの軸方向に相対摺動可能に支持されるようになっている。なお、本体
部６９４の挿通孔６９３の長さは、案内レール６３１に案内される第二昇降部材６３０が
他の部材に支障を来たさない最大の長さとされており、これによって、二つの支持ブッシ
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ュ６９２の距離を可及的に長くすることができ、案内レール６３１に対する第二昇降部材
６３０のガタツキを小さくすることができるようになっている。
【０３１９】
　本例の第二昇降部材６３０には、ブッシュ固定部材６９５に取付けられ上下方向に進退
可能なプランジャ７１０を有した第二装飾可動体ソレノイド７１１と、第二装飾可動体ソ
レノイド７１１におけるプランジャ７１０の進退により支持シャフト６９０を回動させる
リンク機構７１２とを更に備えている。この第二装飾可動体ソレノイド７１１は、プラン
ジャ７１０の先端に鍔部７１３が形成されていると共に、プランジャ７１０を前進させる
方向に付勢するバネ７１４が備えられており、本例では、プランジャ７１０が第二装飾可
動体ソレノイド７１１の下側から上下方向に進退するようになっている。
【０３２０】
　また、リンク機構７１２は、前後方向に延びるように配置され一端側（後側）がブッシ
ュ固定部材６９５に回転可能に支持され、一端側と他端側との間に第二装飾可動体ソレノ
イド７１１におけるプランジャ７１０先端の鍔部７１３を係止する係止部７１５を有する
と共に、他端側に長孔からなる連結部７１６を有した第一棹部材７１７と、第一棹部材７
１７の連結部７１６と連結する被連結部７１８が一端側に形成され他端側が支持シャフト
６９０に固定される第二棹部材７１９とから構成されている。この第一棹部材７１７は、
その一端側が、支持シャフト６９０の後側に配置された第二装飾可動体ソレノイド７１１
のプランジャ７１０よりも更に後側の位置でブッシュ固定部材６９５に軸支されると共に
、他端側が支持シャフト６９０よりも前側に位置するように配置されている。なお、支持
シャフト６９０は、その端部にリンク機構７１２の第二棹部材７１９が固定されることで
、軸方向への移動が阻止されて、支持ブッシュ６９１から抜けないようになっている。
【０３２１】
　この第二装飾可動体ユニット４３３では、リンク機構７１２によって、第二装飾可動体
ソレノイド７１１のプランジャ７１０を前進（突出）させると、リンク機構７１２及び支
持シャフト６９０を介して第二装飾可動体４３２の先端（前側）が上がるように回動し、
プランジャ７１０を後退（没入）させると、リンク機構７１２及び支持シャフト６９０を
介して第二装飾可動体の先端が下がるように回動するようになっている。
【０３２２】
　なお、第二昇降部材６３０の本体部６９４には、挿通孔６９３の前面側に駆動ベルト６
４０を固定するベルト固定部６４１が取付けられていると共に、挿通孔６９３の後面側に
ブッシュ固定部材６９５を挟んで第二回転防止手段６５０の案内部材６５２が取付けられ
ている。また、図中符号７３０は、本体部６９４の前側に取付けられる装飾体である。
【０３２３】
　また、第二昇降部材６３０には、そのブッシュ固定部材６９５の正面視左側に位置検出
片７３１が設けられていると共に、第二下部支持部材６３３の所定位置には位置検出片７
３１を検出可能な第二装飾可動体位置検出センサ７３２が取付けられている。本例では、
第二昇降部材６３０が下側端に位置した時に、第二装飾可動体位置検出センサ７３２によ
って第二昇降部材６３０の位置検出片７３１が検出されるようになっている。
【０３２４】
　この第二昇降部材６３０は、図示するように、案内レール６３１を挿通する挿通孔６９
３の正面視右側に支持シャフト６９０を大きく延びださせて第二装飾可動体４３２を支持
すると共に、挿通孔６９３の左側に第二装飾可動体ソレノイド７１１を配置して、挿通孔
６９３を挟んで、第二昇降部材６３０の左右の重量バランスのアンバランスが少なくなる
ようになっており、案内レール６３１や支持ブッシュ６９２が偏摩耗するのを抑制するよ
うにしている。
【０３２５】
　次に、第二装飾可動体ユニット４３３のユニット装飾体６１１は、図示するように、第
二装飾可動体駆動ユニット６１０の正面視右側面に取付けられ、第二装飾可動体駆動ユニ
ット６１０の案内レール６３１、駆動プーリ６３８、従動プーリ６３９、駆動ベルト６４
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０、及びテンション機構６５３等が遊技盤５の前側から視認し難くなるように、それらを
覆うと共に、表面の装飾により第二装飾可動体ユニット４３３を装飾するものである。こ
のユニット装飾体６１１には、第二装飾可動体駆動ユニット６１０から延びる支持シャフ
ト６９０が通過可能とされていると共に、支持シャフト５９０が上下方向に移動できるよ
うに、上下方向に延びた開口部７３３を備えている。
【０３２６】
　本例の第二装飾可動体ユニット４３３は、第二駆動モータ６３７の回転駆動により、第
二昇降部材６３０、つまり、第二装飾可動体４３２を上下方向に移動させることができる
と共に、第二装飾可動体ソレノイド７１１により第二装飾可動体４３２の先端を上下方向
に回動させることができるようになっている。
【０３２７】
　また、本例の第二装飾可動体ユニット４３３は、第二昇降部材６３０の支持シャフト６
９０に支持された第二装飾可動体４３２を、第二駆動モータ６３７の回転駆動により遊技
盤５の面に略沿うように上下方向に移動させても、第二回転防止手段６５０により案内レ
ール６３１の軸芯周りへの回転が防止されているので、第二装飾可動体４３２が不要に揺
れるのを防止することができ、意図しない振れを抑制して所望の演出動作を確実に行わせ
ることができ、興趣が低下するのを防止することができると共に、第二装飾可動体４３２
をより大きなものとすることが可能となり、第二装飾可動体４３２をより目立たせること
ができ、第二装飾可動体４３２による演出効果をより高められるようになっている。
【０３２８】
　また、本例の第二装飾可動体ユニット４３３は、第二装飾可動体４３２が、第二駆動モ
ータ６３７の回転駆動により案内レール６３１の延在する上下方向に移動すると共に、第
二装飾可動体ソレノイド７１１により支持シャフト６９０の軸芯周りに回転することがで
き、第二装飾可動体４３２により複雑な動きをさせることができるので、第二装飾可動体
４３２の動きを飽き難くすることができ、飽きにより興趣が低下するのを防止することが
できるようになっている。
【０３２９】
　また、第二装飾可動体ソレノイド７１１におけるプランジャ７１０の進退方向を略上下
方向としているので、支持シャフト６９０の延出方向の寸法が全体的に長くなったり、支
持シャフト６９０と第二装飾可動体ソレノイド７１１との重なりが大きくなったりして、
パチンコ機１に備える際に支持シャフト６９０に支持される第二装飾可動体４３２の大き
さが相対的に小さくなり、第二装飾可動体４３２が目立ち難くなるのを防止することが可
能となり、第二装飾可動体４３２を可及的に大型化することができ、第二装飾可動体４３
２によるインパクトを高めて、興趣を高められる効果を期待することができるようになっ
ている。また、支持シャフト６９０の軸直角方向の寸法が大きくなるのを抑制することが
できるので、他の部材と緩衝し難くすることが可能となり、容易にパチンコ機１に備える
ことができるようになっている。
【０３３０】
　更に、本例の第二装飾可動体ユニット４３３では、第二上部支持部材６３２及び第二下
部支持部材６３３の素材が夫々樹脂とされていると共に、第二ベース６３５の素材が板金
とされている。そして、樹脂からなる第二上部支持部材６３２及び第二下部支持部材６３
３の大きさを可及的に小さくすることができるので、樹脂成形による歪を相対的に小さく
することができると共に、精度の高い板金からなる第二ベース６３５により第二上部支持
部材６３２及び第二下部支持部材６３３を所定位置に位置決め支持しているので、案内レ
ール６３１の支持精度を良好に維持することができる。つまり、案内レール６３１を長く
しても案内レール６３１を所望の位置に支持して、案内レール６３１により第二昇降部材
６３０を介して第二装飾可動体４３２を良好に誘導案内させることが可能となるので、第
二装飾可動体４３２がより大きく動くようにすることができ、第二装飾可動体４３２の演
出動作を認識し易くして、その演出動作により興趣が低下するのを防止することができる
ようになっている。
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【０３３１】
　また、本例の第二装飾可動体ユニット４３３では、案内レール６３１と案内ロッド６５
１との内側の位置で第二昇降部材６３０に第二装飾可動体４３２を支持シャフト６９０を
介して保持するようにしているので、これにより、第二昇降部材６３０が案内レール６３
１と案内ロッド６５１との外側で第二装飾可動体４３２を保持する場合と比較して、案内
レール６３１と案内ロッド６５１とが並んだ方向の幅が長くなるのを抑制することが可能
となり、全体として小型化することができ、パチンコ機１に備え易くして、より興趣の高
められるパチンコ機１とすることができるようになっている。
【０３３２】
　なお、本例の第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２が本発明の可動体に、本
例の第一昇降部材４７０及び第二昇降部材６３０が本発明の被誘導部材に、また、本例の
案内レール４９１及び案内レール６３１が本発明の誘導部材に夫々相当している。また、
本例の第一上部支持部材４７２及び第二上部支持部材６３２が本発明の第一支持部材に、
本例の第一下部支持部材４７３及び第二下部支持部材６３３が本発明の第二支持部材に、
本例の第一ベース４７５及び第二ベース６３５が本発明のベースに夫々相当している。更
に、本例の第一駆動モータ４７７及び第二駆動モータ６３７が本発明の回転駆動手段に、
本例のテンションバネ４９５，６５５が本発明の付勢手段に夫々相当している。
【０３３３】
　また、本例の第一回転防止手段４９０及び第二回転防止手段６５０が本発明の回転防止
手段に、本例の案内ロッド４９１，６５１が本発明のガイド部材に、本例の案内部材４９
２，６５２が本発明の被ガイド部材に夫々相当している。また、本例の支持ブッシュ５３
２，６９２が本発明の摺動部材に、本例の第一装飾可動体ソレノイド５５１及び第二装飾
可動体ソレノイド７１１が本発明のソレノイドに、本例の回動伝達部材５５３及びリンク
機構７１２が本発明の伝達手段に夫々相当している。
【０３３４】
　続いて、装飾可動体ユニットカバー４３５は、第一装飾可動体ユニット４３１及び第二
装飾可動体ユニット４３３を取付固定するための取付部７５０が複数備えられており、こ
の取付部７５０は、夫々ビス孔と位置決めボスとから構成されている。一方、第一装飾可
動体ユニット４３１の第一ベース４７５、及び第二装飾可動体ユニット４３３の第二ベー
ス６３５の対応する位置には、ビス挿通孔と位置決め孔とが夫々形成されており、取付部
７５０の位置決めボスを、第一ベース４７５又は第二ベース６３５の対応する位置決め孔
に嵌合させることで、取付部７５０のビス孔と第一ベース４７５又は第二ベース６３５の
ビス挿通孔とが略一致するようになっており、第一ベース４７５又は第二ベース６３５の
ビス挿通孔を貫通するように前側からビスをビス孔にねじ込むことで、装飾可動体ユニッ
トカバー４３５の所定位置に第一装飾可動体ユニット４３１及び第二装飾可動体ユニット
４３３が取付けられるようになっている。
【０３３５】
　また、装飾可動体ユニットカバー４３５には、遊技盤ベース２１２の後面と当接し、ビ
スを挿通可能なビス孔７５１を有した当接面７５２が複数形成されており、この当接面７
５２を遊技盤ベース２１２の後面に当接させた上で、図示しないビスを当接面７５２の後
側からビス孔７５１を介して遊技盤ベース２１２にねじ込むことで装飾可動体ユニットカ
バー４３５を遊技盤ベース２１２に取付けられるようになっている。
【０３３６】
　なお、本例の装飾可動体ユニットカバー４３５は、第一装飾可動体ユニット４３１及び
第二装飾可動体ユニット４３３を取付けた状態では、それらの第一ベース４７５及び第二
ベース６３５における取付当接面４７４，６３４の取付孔５１２，６７２が、装飾可動体
ユニットカバー４３５の外周よりも外側に位置するようになっている。これにより、第一
装飾可動体ユニット４３１及び第二装飾可動体ユニット４３３は、装飾可動体ユニットカ
バー４３５に取付けられた状態で、それらの第一ベース４７５及び第二ベース６３５の取
付孔５１２，６７２を介して図示しないビスにより直接遊技盤ベース２１２の後面側に取
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付けられるようになっている。
【０３３７】
　また、装飾可動体ユニットカバー４３５には、第一装飾可動体駆動ユニット４５０及び
第二装飾可動体駆動ユニット６１０の後側と対向する所定の位置に、配線保持手段７７０
が夫々備えられている。この配線保持手段７７０は、第一昇降部材４７０に支持される発
光基板４５７、及び第二昇降部材６３０に支持される発光基板６１５と接続される複数の
配線コード７７１の所定位置に固定された配線バンド７７２を保持して、第一昇降部材４
７０や第二昇降部材６３０が上下動する際に、それらの発光基板４５７，６１５に接続さ
れた配線コード７７１が他の部材に絡まったり、挟まったりしないようにするためのもの
である。
【０３３８】
　この配線保持手段７７０は、具体的には、配線コード７７１の端部（先端部）に取付け
られる接続コネクタが通過可能な貫通口からなるコネクタ通過部７７３と、コネクタ通過
部７３３に隣接して設けられ配線コード７７１に固定された配線バンド７７２が通過不能
且つ配線コード７７１のみが通過可能とされた第一通過部７７４と、第一通過部７７４に
隣接して設けられ配線コード７７１に固定された配線バンド７７２が通過不能且つ配線コ
ード７７１のみが通過可能とされた第二通過部７７５とから構成されている。これら第一
通過部７７４、及び第二通過部７７５は、細長いスリット状に形成されていると共に、互
いに略平行となるように配置されている。
【０３３９】
　また、配線保持手段７７０には、第一通過部７７４と、第二通過部７７５とを連通する
と共に、配線コード７７１が通過可能とされた連通部７７６と、連通部７７６に臨み第一
通過部７７４と第二通過部７７５との間に配置され第一通過部７７４及び第二通過部７７
５の開口面に対して略直角方向に突出する突出部７７７とを更に備えている。なお、本例
では、連通部７７６は、配線コード７７１に固定された配線バンド７７２が通過可能な大
きさとされていると共に、突出部７７７は、装飾可動体ユニットカバー４３５の前側と後
側の両側に、夫々突出するように備えられている。
【０３４０】
　この配線保持手段７７０は、所定の位置に配線バンド７７２が固定された配線コード７
７１を、第一装飾可動体ユニット４３１及び第二装飾可動体ユニット４３３の配置される
前側から、後側へそのコネクタ通過部７７３を通過するように挿通させる。続いて、挿通
した配線コード７７１の配線バンド７７２よりも基端側を、連通部７７６を介して第一通
過部７７４に、装飾可動体ユニットカバー４３５の後側から前側へ通過させ、更に配線バ
ンド７７２の先端側を、同じく連通部７７６を介して第二通過部７７５に、装飾可動体ユ
ニットカバー４３５の前側から後側に通過させる。そして、配線コード７７１に固定され
た配線バンド７７２を第一通過部７７４の開口部と当接（装飾可動体ユニットカバー４３
５の前側と当接）させると共に、第一通過部７７４と第二通過部７７５との間で配線コー
ド７７１が弛まないようにすることで、配線コード７７１をその基端側から引張っても、
配線バンド７７２から先端側が動かないように保持することができるようになっている。
【０３４１】
　なお、配線保持手段７７０には、突出部７７７が備えられているので、スリット状の第
一通過部７７４及び第二通過部７７５に沿って配線コード７７１が移動しても、突出部７
７７によりその移動が規制されるので、配線コード７７１が連通部７７６を介して第一通
過部７７４及び第二通過部７７５から外れるのを防止することができるようになっている
。
【０３４２】
［主基板及び周辺基板の機能的な構成について］　図５３に基づき説明する。
　図５３は、制御構成を概略的に示すブロック図である。本例のパチンコ機１の制御は、
大きく分けて主基板８１０のグループと周辺基板８１１のグループとで分担されており、
このうち主基板８１０のグループが遊技動作（入賞検出や当り判定、特別図柄表示、賞球
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払出等）を制御しており、周辺基板８１１のグループが演出動作（発光装飾や音響出力、
液晶表示等）を制御している。
【０３４３】
　主基板８１０は、主制御基板９４と払出制御基板１３３とから構成されている。主制御
基板９４は、中央演算装置としてのＣＰＵ８１２、読み出し専用メモリとしてのＲＯＭ８
１３、読み書き可能メモリとしてのＲＡＭ８１４を備えている。ＣＰＵ８１２は、ＲＯＭ
８１３に格納されている制御プログラムを実行することによりパチンコ機１で行われる各
種遊技を制御したり、周辺基板８１１や払出制御基板１３３に出力するコマンド信号を作
成したりする。ＲＡＭ８１４には、主制御基板９４で実行される種々の処理において生成
される各種データや入力信号等の情報が一時的に記憶される。
【０３４４】
　この主制御基板９４には、通過検出センサ２３９、第一始動口センサ４１６、第二始動
口センサ３５８、大入賞口センサ３７０、一般入賞口センサ４１７（右一般入賞口センサ
４１７ａ，左一般入賞口センサ４１７ｂ）等からの検出信号が入力される。一方、主制御
基板９４は、始動口ソレノイド３５２、アタッカソレノイド３７２、特別図柄表示器３９
０、保留ランプ３９１等へ駆動信号を出力する。また、払出制御基板１３３は、中央演算
装置としてのＣＰＵ８１５、読み出し専用メモリとしてのＲＯＭ８１６、読み書き可能メ
モリとしてのＲＡＭ８１７を備えている。そして、払出制御基板１３３は、主制御基板９
４から入力したコマンド信号を処理し、球払出装置１２５に駆動信号を出力する。これに
より、球払出装置１２５は、駆動信号に従って遊技球を払い出す。
【０３４５】
　主制御基板９４と払出制御基板１３３との間では、それぞれの入出力インタフェースを
介して双方向通信が実施されており、例えば主制御基板９４が賞球コマンドを送信すると
、これに応えて払出制御基板１３３から主制御基板９４にＡＣＫ信号が返される。
【０３４６】
　一方、周辺基板８１１には、副制御基板９２を含むサブ統合基板８３０のほかに例えば
複数の電飾制御基板８３１，８３２や波形制御基板８３３等が含まれる。上記の主制御基
板９４とサブ統合基板８３０との間では、それぞれの入出力インタフェースと入力インタ
フェースとの間で一方向だけの通信が行われており、主制御基板９４からサブ統合基板８
３０へのコマンドの送信はあっても、その逆は行われない。
【０３４７】
　サブ統合基板８３０もまた、ＣＰＵ８３４をはじめＲＯＭ８３５やＲＡＭ８３６等の電
子部品を有しており、これら電子部品によって所定の演出制御プログラムを実行すること
ができる。サブ統合基板８３０とその他の電飾制御基板８３１，８３２や波形制御基板８
３３との間では、それぞれの入出力インタフェースとの間で双方向に通信が行われる。
【０３４８】
　１つ目の電飾制御基板８３１には主にサイド装飾装置５２、主役物２１３、遊技領域内
装飾体２１５、後装飾体２１６等に含まれる装飾ランプ８３７が接続されており、サブ統
合基板８３１から電飾制御基板８３１に対して装飾ランプ８３７の点灯信号が送信される
と、これを受けて電飾制御基板８３１が装飾ランプ８３７を点灯させる処理を行う。
【０３４９】
　また、電飾制御基板８３１には、回転位置検出センサ３１９、第一装飾可動体位置検出
センサ５５８、第二装飾可動体位置検出センサ７３２等からの検出信号が入力される。一
方、電飾制御基板８３１は、可動装飾体駆動モータ３１０、第一駆動モータ４７７、第一
装飾可動体ソレノイド５５１、第二駆動モータ６３７、第二装飾可動体ソレノイド７１１
等へ駆動信号を出力する。この電飾制御基板８３１では、各検出センサ３１９，５５８，
７３２からの検出信号に基づいて、各駆動モータ３１０，４７７，６３７の回転制御が行
われる。
【０３５０】
　一方、２つ目の電飾制御基板８３２には演出表示装置２１７とともに演出ランプ８３８
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が接続されている。例えばサブ統合基板８３０から演出表示装置２１７に対する表示コマ
ンドが電飾制御基板８３２に送信されると、これを受けて電飾制御基板８３２は実際に演
出表示装置２１７を作動させる処理を行う。
【０３５１】
　波形制御基板８３３は、音響出力としての可聴音波のほか、不可聴である超音波等の波
形信号を生成・送受信する処理を実行している。例えば、サブ統合基板８３０から音響出
力コマンドが波形制御基板８３３に送信されると、これを受けて波形制御基板８３３は上
記のスピーカ１８，５７を駆動する処理を行う。このほかにも、波形制御基板８３３には
超音波送受信装置８３９が接続されており、この超音波送受信装置８３９は、複数の台間
で超音波による通信を可能とする。通常、ホールの島設備には複数台のパチンコ機１が並
べて設置されるが、超音波送受信装置８３９を装備しているパチンコ機１同士の間では、
相互に超音波通信が可能となる。この通信機能を用いて、複数のパチンコ機１で演出動作
をシンクロナイズさせたり、特定の台間で遊技情報の交換を行ったりすることができる。
【０３５２】
　なお、電飾制御基板８３１，８３２、及び波形制御基板８３３にも、それぞれ中央演算
装置としてのＣＰＵ８５０，８５１，８５２、読み出し専用メモリとしてのＲＯＭ８５３
，８５４，８５５、及び読み書き可能メモリとしてのＲＡＭ８５６，８５７，８５８を備
えている。
【０３５３】
［主役物及び後装飾体の動作について］　図５４乃至図５７に基づき説明する。
　図５４は、主役物における可動装飾体が略垂直方向に回動した状態を示す遊技領域の正
面図である。図５５は、図５４の状態から更に後装飾体の第一装飾可動体及び第二装飾可
動体を可動させた状態を示す遊技領域の正面図である。図５６は、後装飾体の第一装飾可
動体及び第二装飾可動体を可動させた状態を示す遊技領域の正面図である。図５７は、第
一装飾可動体及び第二装飾可動体の可動範囲を示す説明図である。
【０３５４】
　まず、電飾制御基板８３１では、パチンコ機１の電源投入時や、リセット時において、
右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５の回転位置を検出する左右の回転位置検出セ
ンサ３１９の検出信号の受信の有無を確認し、回転位置検出センサ３１９からの検出信号
がなければ、右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５が夫々水平状態となるような方
向に左右の可動装飾体駆動モータ３１０を回転駆動させて、各回転位置検出センサ３１９
から検出信号を受信すると、可動装飾体駆動モータ３１０の回転を停止させる。これによ
り、右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５は図１０に示すような、略水平状態とな
る。
【０３５５】
　その後、遊技状態の変化に伴って、サブ統合基板８３０から電飾制御基板８３１へ、可
動装飾体２３４，２３５を駆動制御する所定の制御コマンドが送信されると、電飾制御基
板８３１では、可動装飾体駆動モータ３１０を回転駆動させて、図５４に示すように右可
動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５が夫々垂直状態となるように回転させる。図示す
るように、この状態では、主役物２１３における枠状装飾体２３０の上縁部下側に、後装
飾体２１６の第一装飾可動体４３０の一部が見える状態となる。
【０３５６】
　なお、サブ統合基板８３０からの制御コマンドによっては、可動装飾体駆動モータ３１
０を短周期で正転、逆転を繰り返させて、可動装飾体２３４，２３５がブルブル振動する
ように駆動することもできるようになっている。
【０３５７】
　この状態で、サブ統合基板８３０から電飾制御基板８３１へ、後装飾体２１６の第一装
飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２を駆動制御する所定の制御コマンドが送信され
ると、電飾制御基板８３１では、第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２が互い
に接近する方向に第一駆動モータ４７７及び第二駆動モータ６３７を回転駆動させて、演
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出表示装置２１７の前面に第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３１が位置するよ
うに移動させる（図５５参照）。なお、これら第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体
４３１は、サブ統合基板８３０からの制御コマンドに応じて、適宜、互いに接近したり、
離反したりするように駆動され、第一装飾可動体４３０と第二装飾可動体４３１とで表現
される所定のキャラクタの口がパクパクと開閉するような動作をさせることができるよう
になっている。
【０３５８】
　また、サブ統合基板８３０からの制御コマンドに応じて、電飾制御基板８３１では、第
一装飾可動体ソレノイド５５１及び第二装飾可動体ソレノイド７１１を駆動させて、第一
装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３１を夫々左右方向に延びる軸周りに回転させる
ことで、第一装飾可動体４３０においてはその顔を前後に回動させると共に、第二装飾可
動体４３２においてはその下顎を前後に回動させ、キャラクタの口の動作をよりリアルな
動作となるようにしている。
【０３５９】
　なお、図５５に示すように、下方に移動した第一装飾可動体４３０は、その左右両端が
右可動装飾体２３４及び左可動装飾体２３５によって遮られるので、あたかも第一装飾可
動体４３０が宙に浮いているように見せることができるようになっている。また、第二装
飾可動体４３０では、第二装飾可動体ユニット４３３の第二昇降部材６３０に取付けられ
た装飾体７３０によって、第二装飾可動体４３２を支持する支持シャフト６９０が隠蔽さ
れている。
【０３６０】
　また、サブ統合基板８３０からの制御コマンドによっては、図５６に示すように、第一
装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３１のみを駆動することもできるようになってい
る。なお、第一装飾可動体４３０を備えた第一装飾可動体ユニット４３１の第一昇降部材
４７０に取付けられた装飾体５５６によって、第一装飾可動体４３０を支持する支持シャ
フト５３０が隠蔽されており、見栄えを良くして意匠性が高められるようになっている。
【０３６１】
　なお、第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２の可動範囲は、図５７に示すよ
うに、夫々ＲＬ３及びＬＬ３の範囲内で上下方向に移動するようになっている。また、第
一昇降部材４７０及び第二昇降部材６３０における上下方向の寸法ＲＬ１及びＬＬ１は、
夫々案内レール４７１，６３１の有効長ＲＬ２及びＬＬ２から、上述の第一装飾可動体４
３０及び第二装飾可動体４３２の移動距離ＲＬ３及びＬＬ３を夫々減算した値とおおよそ
同じ値とされており、第一昇降部材４７０及び第二昇降部材６３０における上下方向の寸
法つまり夫々に保持される二つの支持ブッシュ５３２，６９２の間隔を、第一昇降部材４
７０及び第二昇降部材６３０の移動距離に対して可及的に大きい距離とされており、第一
昇降部材４７０及び第二昇降部材６３０のガタツキを可及的に少なくして第一装飾可動体
４３０及び第二装飾可動体４３２を安定した状態で移動させることができるようになって
いる。
【０３６２】
　このように、本実施形態のパチンコ機１によると、第一ベース４７５，第二ベース６３
５の全長に対してその一部である取付当接面４７４，６３４のみを遊技盤ベース２１２と
当接させて取付固定するようにしているので、遊技盤ベース２１２や第一ベース４７５，
第二ベース６３５等の寸法誤差等があっても、その誤差による影響を可及的に少なくする
ことが可能となり、遊技盤ベース２１２に第一ベース４７５，第二ベース６３５を取付固
定してもそれらに歪等の不具合が発生するのを防止することができ、遊技盤ベース２１２
（遊技盤５）に第一ベース４７５，第二ベース６３５を良好に取付けることができる。そ
のため、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を誘導案内する案内レール４７１
，６３１の長さを長くすることで案内レール４７１，６３１を支持する第一ベース４７５
，第二ベース６３５が長くなっても、遊技盤５に第一ベース４７５，第二ベース６３５を
良好に取付固定することができるので、案内レール４７１，６３１の長さを長くして第一
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装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２が大きく移動するようにさせることが可能とな
り、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２の演出動作を認識し易くして、その演
出動作により遊技者の興趣が低下するのを防止することのできるものとすることができる
。
【０３６３】
　また、第一ベース４７５，第二ベース６３５の上側に配置された取付当接面４７４，６
３４で遊技盤ベース２１２に取付固定するようにしている。つまり、第一ベース４７５，
第二ベース６３５の一方の側でのみ取付固定するようにしているので、遊技盤ベース２１
２への取付けが第一ベース４７５，第二ベース６３５の上側だけで済み、取付けにかかる
手間を簡略化することができると共に、例えば、遊技盤５の面に対して左右方向の力が作
用して取付当接面４７４，６３４の垂直線上から第一ベース４７５，第二ベース６３５の
重心が左右の何れかにずれても、その重心にかかる回転モーメントが、第一ベース４７５
，第二ベース６３５の重心を取付当接面４７４，６３４の垂直線上に戻すように作用し、
第一ベース４７５，第二ベース６３５が元の位置に復帰するので、取付当接面４７４，６
３４やビス等に第一ベース４７５，第二ベース６３５にかかる重量以外の力が作用するの
を抑制することができ、第一ベース４７５，第二ベース６３５を良好に取付固定すること
ができると共に、第一ベース４７５，第二ベース６３５等が変形して不具合が発生するの
を防止することができる。
【０３６４】
　更に、第一ベース４７５，第二ベース６３５の取付当接面４７４，６３４の上部にビス
を挿通する取付孔５１２，６７２を穿設しており、これにより、第一ベース４７５，第二
ベース６３５の上部のみで取付けているので、ビスの数を可及的に少なくすることができ
、取付けにかかる手間を簡略化することができると共に、上述と同様の理由により、ビス
や取付当接面４７４，６３４にかかる回転モーメントを可及的にかかり難くすることがで
き、第一ベース４７５，第二ベース６３５を良好に遊技盤ベース２１２に取付固定するこ
とができる。
【０３６５】
　また、遊技盤ベース２１２へ取付固定するための第一ベース４７５，第二ベース６３５
の取付当接面４７４，６３４が配置された側と同じ上側に、移動手段の駆動プーリ４７８
，６３８が配置されている。つまり、駆動プーリ４７８，６３８を回転駆動する第一駆動
モータ４７７，第二駆動モータ６３７が取付当接面４７４，６３４に近い第一ベース４７
５，第二ベース６３５の上側で支持されるので、振動や駆動反力の発生源である第一駆動
モータ４７７，第二駆動モータ６３７に可及的に近い位置で取付当接面４７４，６３４を
介して遊技盤ベース２１２に取付固定することとなり、第一駆動モータ４７７，第二駆動
モータ６３７からの振動等が第一ベース４７５，第二ベース６３５全体に伝わるのを防止
することができると共に、第一ベース４７５，第二ベース６３５の振動により第一ベース
４７５，第二ベース６３５に支持された案内レール４７１，６３１等の各部材が振動し、
他の部材と当接して破損したり、各部材同士の組付けが緩んだりして第一昇降部材４７０
，第二昇降部材６３０を良好に誘導案内させることができなくなるのを防止することがで
きる。
【０３６６】
　更に、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を保持する第一昇降部材４７０，
第二昇降部材６３０は、二つの支持ブッシュ５３２，６９２を介して案内レール４７１，
６３１に摺動案内されるので、摺動部分の接触面積を可及的に少なくすることが可能とな
り、摺動抵抗を低減させることができ、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２と
共に第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０を上下方向に良好に誘導案内させることが
できると共に、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を大型化することが可能と
なり、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２をより目立たせてより演出効果の高
いものとすることができ、興趣が低下するのを防止することができる。また、第一装飾可
動体４３０，第二装飾可動体４３２を大型化しても摺動抵抗が増加するのを抑制すること
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ができるので、駆動力の大きい大型の第一駆動モータ４７７，第二駆動モータ６３７等か
らなる移動手段を用いなくても、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を保持す
る第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０を良好に誘導案内させることが可能となり、
所望の大きさの第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を遊技機に備えることがで
き、より興趣の高められるものとすることができる。
【０３６７】
　また、摺動抵抗を低減させることができるので、静止状態の第一昇降部材４７０，第二
昇降部材６３０を移動させるために必要な駆動力が少なくて済み、容易に第一昇降部材４
７０，第二昇降部材６３０を移動開始させることができる。つまり、第一昇降部材４７０
，第二昇降部材６３０の移動レスポンスを高くすることができるので、第一昇降部材４７
０，第二昇降部材６３０すなわち第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を機敏に
移動させることが可能となり、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２の動きによ
るインパクトをより高めることができ、興趣が低下するのを抑制することができる。
【０３６８】
　また、案内レール４７１，６３１の表面に摩擦低減層が形成されており、案内レール４
７１，６３１と支持ブッシュ５３２，６９２との摺動抵抗を低減させることができるので
、支持ブッシュ５３２，６９２を介して第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０を良好
に誘導案内させることができると共に、摺動部における摩擦が低減されて摩耗し難くする
ことが可能となり、案内レール４７１，６３１や支持ブッシュ５３２，６９２が早期に摩
耗して第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０すなわち第一装飾可動体４３０，第二装
飾可動体４３２の動作不良を招くのを防止することができる。
【０３６９】
　更に、二つの支持ブッシュ５３１，６９１を介して支持シャフト５３０，６９０を第一
昇降部材４７０，第二昇降部材６３０に回転可能に保持するようにしているので、これに
より、支持シャフト５３０，６９０を第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０がかかる
部分全体で回動可能に保持する場合と比較して、支持シャフト５３０，６９０との接触部
分が可及的に少なくなり、支持シャフト５３０，６９０にかかる摩擦抵抗を低減させるこ
とが可能となり、支持シャフト５３０，６９０を良好に回動させることができ、支持シャ
フト５３０，６９０に支持された第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２をスムー
ズに演出動作させて、興趣の高められるものとすることができる。
【０３７０】
　また、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０の本体部５３４，６９４とブッシュ固
定部材５３５，６９５とで各支持ブッシュ５３２，６９２、及び５３１，６９１を所定の
位置に保持するようにしているので、これにより、これら支持ブッシュ５３２，６９２、
及び５３１，６９１を本体部５３４，６９４とブッシュ固定部材５３５，６９５とで簡単
に保持することができ、容易に組み立てられるものとすることができる。
【０３７１】
　更に、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を駆動ベルト４８０，６４０の回
転駆動により移動させるようにしており、ネジ部材等の移動手段を用いた場合と比較して
、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２の移動速度をより速く移動させることが
でき、速く移動する第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２により遊技者に強く印
象付けることができるので、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２に注目させて
その演出動作を楽しませることが可能となり、遊技に対する興趣が低下するのを防止する
ことができる。また、同じ移動量をソレノイドやシリンダを用いて移動させる場合と比較
してより小型化することが可能となり、遊技機に設置し易いものとすることができると共
に、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２の移動量をより大きくしても遊技機に
設置することができるので、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２をより大きく
移動させることができ、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２の演出動作を認識
し易くして、その演出動作により興趣が低下するのを防止することのできる。
【０３７２】
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　また、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０を案内レール４７１，６３１により誘
導案内するようにしているので、撓み易い駆動ベルト４８０，６４０を用いて第一昇降部
材４７０，第二昇降部材６３０を移動させても、案内レール４７１，６３１により第一昇
降部材４７０，第二昇降部材６３０を真直ぐ誘導案内させることができ、移動の際に第一
昇降部材４７０，第二昇降部材６３０、つまり、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体
４３２を所望の姿勢で良好に移動させることができる。
【０３７３】
　更に、駆動ベルト４８０，６４０と駆動プーリ４７８，６３８の係合歯４８４，６４４
と被係合歯４８５，６４５とを互いに係合させることで、駆動ベルト４８０，６４０が駆
動プーリ４７８，６３８の外周面上を滑り難くすることができ、駆動プーリ４７８，６３
８から回転駆動を確実に駆動ベルト４８０，６４０に伝達させることができると共に、駆
動プーリ４７８，６３８の回転速度を速くしても、駆動プーリ４７８，６３８と駆動ベル
ト４８０，６４０との間で滑りが発生しないので、より速い速度で駆動ベルト４８０，６
４０を駆動させることが可能となり、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０を介して
第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２をより速い速度で移動させることができ、
よりインパクトの強い動きを第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２にさせて、興
趣の高められるものとすることができる。
【０３７４】
　また、駆動プーリ４７８，６３８を上側に、従動プーリ４７９，６３９を下側に配置し
ているので、駆動ベルト４８０，６４０は、これに固定された第一昇降部材４７０，第二
昇降部材６３０等の重さにより下方、つまり、駆動プーリ４７８，６３８とは離反する方
向に引張られる力が作用し、その力により駆動プーリ４７８，６３８への駆動ベルト４８
０，６４０の巻き掛け力が強くなり、それらの間で摩擦力が大きくなって互いに滑り難く
することができ、駆動プーリ４７８，６３８により確実に駆動ベルト４８０，６４０を駆
動させることができると共に、駆動プーリ４７８，６３８と駆動ベルト４８０，６４０と
が滑って第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０が降下するのを防止することができ、
第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０を介して第一装飾可動体４３０，第二装飾可動
体４３２に所望の動きをさせることが可能となり、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動
体４３２に所定の演出動作をさせて、興趣の高められるものとすることができる。
【０３７５】
　また、従動プーリ４７９，６３９を駆動プーリ４７８，６３８と離反する方向に付勢す
るテンションバネ４９５，６５５を備えているので、駆動ベルト４８０，６４０に所定の
テンションを付与することができ、駆動プーリ４７８，６３８と従動プーリ４７９，６３
９とに巻き掛けられる駆動ベルト４８０，６４０の張力を適宜なものとして、駆動ベルト
４８０，６４０を良好に回転駆動させることができる。
【０３７６】
　更に、駆動プーリ４７８，６３８と従動プーリ４７９，６３９とを上下方向に配置し、
案内レール４７１，６３１が遊技盤５（遊技盤ベース２１２）の面に略沿うように上下方
向に配置されている。つまり、第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２を、パチ
ンコ機１における遊技盤５の面に直角方向（前後方向）の寸法に対して、相対的に大きい
寸法とされている上下方向（遊技盤の面に沿った方向）に移動するようにしているので、
第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２の移動量を可及的に大きくすることが可
能となり、第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２の動きをより認識し易いよう
にして、その演出動作を楽しませて興趣が低下するのを防止することができる。また、第
一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２を上下方向に移動させることができるので
、遊技領域３７を流下する遊技球の流れ方向と略同じ上下方向に第一装飾可動体４３０及
び第二装飾可動体４３２が移動し、遊技球と第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４
３２との間での遊技者の目線移動がし易く早期に遊技者が疲労するのを抑制することがで
き興趣が低下するのを防止することができる。
【０３７７】
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　また、板金からなる第一ベース４７５及び第二ベース６３５により、樹脂からなる第一
上部支持部材４７２，第二上部支持部材６３２、及び第一下部支持部材４７３，第二下部
支持部材６３３を支持すると共に、それら第一上部支持部材４７２，第二上部支持部材６
３２、及び第一下部支持部材４７３，第二下部支持部材６３３により案内レール４７１，
６３１を支持するようにしているので、大型化すると歪みの大きくなる樹脂部材を可及的
に小さくすることが可能となり、案内レール４７１，６３１を長くしても案内レール４７
１，６３１を所望の位置に正確に支持することができ、案内レール４７１，６３１により
第一昇降部材４７０及び第二昇降部材６３０を介して第一装飾可動体４３０及び第二装飾
可動体４３２を良好に誘導案内させることが可能となるので、第一装飾可動体４３０及び
第二装飾可動体４３２がより大きく動くようにすることができ、第一装飾可動体４３０及
び第二装飾可動体４３２の演出動作を認識し易くして、その演出動作により興趣が低下す
るのを防止することができる。
【０３７８】
　また、第一上部支持部材４７２，第二上部支持部材６３２、及び第一下部支持部材４７
３，第二下部支持部材６３３とにより第一ベース４７５，第二ベース６３５、案内レール
４７１，６３１、及び案内ロッド４９１，６５１が一体的に組み付けられ、夫々の剛性の
相乗効果によって全体的な強度剛性が高められているので、第一ベース４７５，第二ベー
ス６３５や案内レール４７１，６３１を長くして第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３
０の移動量を大きくしても、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０の移動によって発
生する反力や振動等により第一ベース４７５，第二ベース６３５や案内レール４７１，６
３１が変形するのを防止して、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０を介して第一装
飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を良好に移動させることができると共に、第一装
飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２がより大きく動くようにして第一装飾可動体４３
０，第二装飾可動体４３２の演出動作を認識し易くし、その演出動作により興趣が低下す
るのを防止することができる。
【０３７９】
　また、第一上部支持部材４７２，第二上部支持部材６３２、及び第一下部支持部材４７
３，第二下部支持部材６３３と、第一ベース４７５及び第二ベース６３５とを組付ける際
に、位置決め突起５１１，６７１を位置決め孔５１０，６７０に嵌合させるだけで、第一
上部支持部材４７２と第一下部支持部材４７３、或いは、第二上部支持部材６３２と第二
下部支持部材６３３を所定距離離れた所定位置に容易に位置決め支持することができ、案
内レール４７１，６３１を所望の位置に容易に配置支持することができる。
【０３８０】
　更に、第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２を支持する支持シャフト５３０
，６９０を回動させる第一装飾可動体ソレノイド５５１，第二装飾可動体ソレノイド７１
１等の回動手段を備えているので、第一装飾可動体４３０及び第二装飾可動体４３２を支
持シャフト５３０，６９０の軸芯周りに回動させることができ、第一装飾可動体４３０及
び第二装飾可動体４３２を案内レール４７１，６３１の延在する上下方向だけでなく、支
持シャフト５３０，６９０の軸芯周りの方向にも動かすことが可能となり、第一装飾可動
体４３０及び第二装飾可動体４３２の動きをより複雑な動きとすることができ、より演出
効果の高い動きをさせることで興趣の高められるものとすることができる。
【０３８１】
　また、支持シャフト５３０，６９０を回動させる第一装飾可動体ソレノイド５５１，第
二装飾可動体ソレノイド７１１等の回動手段を、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３
０の第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２が保持される側とは案内レール４７１
，６３１を挟んで反対側に配置したものである。これにより、第一昇降部材４７０，第二
昇降部材６３０は、案内レール４７１，６３１を挟んで一方の側に第一装飾可動体４３０
，第二装飾可動体４３２を、他方の側に第一装飾可動体ソレノイド５５１，第二装飾可動
体ソレノイド７１１等の回動手段を夫々保持することとなり、案内レール４７１，６３１
を挟んで両側に夫々所定の荷重がかかることとなるので、第一昇降部材４７０，第二昇降
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部材６３０にかかる偏荷重が緩和され、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０と、案
内レール４７１，６３１との間で偏摩擦や偏摩耗が発生するのを抑制し、偏荷重により案
内レール４７１，６３１に誘導案内される第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０が滑
らかに誘導されずぎこちない動きとなったり、誘導案内することができなくなったりする
のを防止することができる。
【０３８２】
　また、回動手段の駆動源として第一装飾可動体ソレノイド５５１，第二装飾可動体ソレ
ノイド７１１を用いているので、モータを用いた場合と比較して、レスポンスの良い速い
動きをさせることが可能となり、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２によりイ
ンパクトの強い演出動作をさせることができ、より興趣の高められるものとすることがで
きる。
【０３８３】
　また、第一回転防止手段４９０，第二回転防止手段６５０により第一昇降部材４７０，
第二昇降部材６３０が案内レール４７１，６３１の軸芯周りに回転するのを防止すること
ができるので、特に、振動の多い駆動ベルト４８０，６４０により第一昇降部材４７０，
第二昇降部材６３０を移動させても、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０に保持さ
れた第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２が案内レール４７１，６３１の軸芯周
りに回転、つまり、軸芯周りに振れるのを良好に防止することが可能となり、意図しない
振れを抑制して所望の演出動作を確実に行わせることができ、興趣が低下するのを防止す
ることができると共に、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２をより大きなもの
とすることが可能となり、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２をより目立たせ
て、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２による演出効果をより高めることがで
きる。
【０３８４】
　更に、第一回転防止手段４９０，第二回転防止手段６５０における案内ロッド４９１，
６５１の両端を第一上部支持部材４７２，第二上部支持部材６３２と、第一下部支持部材
４７３，第二下部支持部材６３３とで支持するようにしているので、案内ロッド４９１，
６５１を支持するための支持部材を別途備える必要がなく、案内ロッド４９１，６５１を
支持するための構成を簡略化することができ、コストが増加するのを抑制することができ
る。また、案内レール４７１，６３１と同様に案内ロッド４９１，６５１の支持精度も向
上させることができるので、案内レール４７１，６３１の長大化に伴って案内ロッド４９
１，６５１を長くしても、案内レール４７１，６３１と案内ロッド４９１，６５１との関
係を良好な状態で維持することが可能となり、第一昇降部材４７０，第二昇降部材６３０
の振れを良好に防止することができ、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２をよ
り目立つように大型化して第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２の演出動作によ
って興趣を高められるものとすることができる。
【０３８５】
　また、遊技盤ベース２１２に対して第一ベース４７５，第二ベース６３５を、後面側に
取付固定すると共に、遊技盤ベース２１２に前後方向に貫通する貫通口２１１を設けて、
その貫通口２１１を通して第一ベース４７５，第二ベース６３５に支持された第一装飾可
動体４３０，第二装飾可動体４３２が遊技者側から視認可能としているので、これにより
、遊技盤ベース２１２の後面側に第一ベース４７５，第二ベース６３５を取付けても、貫
通口２１１を通して第一ベース４７５，第二ベース６３５に支持された案内レール４７１
，６３１に誘導案内される第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２を遊技者に視認
させることができ、第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２の動きを楽しませて興
趣が低下するのを抑制することができるものとすることができる。
【０３８６】
　また、ステージ２５６を有し枠状の主役物２１３を遊技盤ベース２１２の貫通口２１１
を前方から覆うように配置すると共に、遊技盤ベース２１２の後方に第一ベース４７５，
第二ベース６３５を介して備えられた第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２が主
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役物２１３の枠状の内側を通して視認可能としているので、これにより、第一装飾可動体
４３０，第二装飾可動体４３２の演出動作だけでなく、主役物２１３のステージ２５６上
を転動する遊技球の動きによっても、遊技者の興趣を高めることができると共に、前側に
主役物２１３が後側に第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２が配置されることと
なり、奥行きのあるパチンコ機１とすることができ、他のパチンコ機との差別化を図るこ
とが可能となり、遊技者に注目させて、より興趣の高められるものとすることができる。
【０３８７】
　更に、演出表示装置２１７の前面側で第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２が
移動するようにしているので、これにより、演出表示装置２１７に表示させる演出態様と
第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２とを可及的に近づけることが可能となり、
演出態様と第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２の演出動作とをより関連付けた
ものにし易くすることができ、演出態様と第一装飾可動体４３０，第二装飾可動体４３２
の演出動作によるコラボレーションによって、これまでにないインパクトの高い演出を提
供して、遊技者の興趣を高められるものとすることができる。
【０３８８】
　以上、本発明について好適な実施形態を挙げて説明したが、本発明はこれらの実施形態
に限定されるものではなく、以下に示すように、本発明の要旨を逸脱しない範囲において
、種々の改良及び設計の変更が可能である。
【０３８９】
　すなわち、上記実施形態では、遊技機としてパチンコ機１に適用したものを示したが、
これに限定するものではなく、パチスロ機や、パチンコ機とパチスロ機とを融合させてな
る遊技機に、適用しても良く、この場合でも、上記と同様の作用効果を奏することができ
る。
【符号の説明】
【０３９０】
１　パチンコ機
５　遊技盤
３７　遊技領域
７９　前構成部材
２１０　開口
２１１　貫通口
２１２　遊技盤ベース
２１３　主役物
２１４　主入賞口ユニット
２１５　遊技領域内装飾体
２１６　後装飾体
２１７　演出表示装置（演出表示手段）
２５６　ステージ（転動演出面）
４３０　第一装飾可動体（可動体）
４３２　第二装飾可動体（可動体）
４７０　第一昇降部材（被誘導部材）
４７１　案内レール（誘導部材）
４７２　第一上部支持部材（第一支持部材）
４７３　第一下部支持部材（第二支持部材）
４７４　取付当接面
４７５　第一ベース（ベース）
４７７　第一駆動モータ（回転駆動手段）
４７８　駆動プーリ
４７９　従動プーリ
４８０　駆動ベルト
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４８１　ベルト固定部
４８２　駆動ギヤ
４８３　伝達ギヤ
４８４　係合歯
４８５　被係合歯
４９０　第一回転防止手段（回転防止手段）
４９１　案内ロッド（ガイド部材）
４９２　案内部材（被ガイド部材）
４９３　テンション機構
４９５　テンションバネ
５０９　支持面
５１０　位置決め孔
５１１　位置決め突起
５１２　取付孔
５３０　支持シャフト
５３１　支持ブッシュ
５３２　支持ブッシュ（摺動部材）
５３３　挿通孔
５３４　本体部
５３５　ブッシュ固定部材
５３６　段付凹部
５３７　嵌合凹部
５３８　収容部
５３９　抜止片
５４０　嵌合凹部
５４１　収容部
５５０　プランジャ
５５１　第一装飾可動体ソレノイド（ソレノイド、回動手段）
５５３　回動伝達部材（伝達手段、回動手段）
６３０　第二昇降部材（被誘導部材）
６３１　案内レール（誘導部材）
６３２　第二上部支持部材（第一支持部材）
６３３　第二下部支持部材（第二支持部材）
６３４　取付当接面
６３５　第二ベース（ベース）
６３７　第二駆動モータ（回転駆動手段）
６３８　駆動プーリ
６３９　従動プーリ
６４０　駆動ベルト
６４１　ベルト固定部
６４２　駆動ギヤ
６４３　伝達ギヤ
６４４　係合歯
６４５　被係合歯
６５０　第二回転防止手段（回転防止手段）
６５１　案内ロッド（ガイド部材）
６５２　案内部材（被ガイド部材）
６５３　テンション機構
６５５　テンションバネ
６６９　支持面
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６７０　位置決め孔
６７１　位置決め突起
６７２　取付孔
６９０　支持シャフト
６９１　支持ブッシュ
６９２　支持ブッシュ（摺動部材）
６９３　挿通孔
６９４　本体部
６９５　ブッシュ固定部材
６９６　段付凹部
６９７　嵌合凹部
６９８　収容部
６９９　抜止片
７００　嵌合凹部
７０１　収容部
７１０　プランジャ
７１１　第二装飾可動体ソレノイド（ソレノイド、回動手段）
７１２　リンク機構（伝達手段、回動手段）
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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月27日(2014.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作によって遊技媒体が打ち込まれる遊技領域を有した遊技盤と、
　該遊技盤の面に略沿うように、上下方向に延在する誘導部材と、
　該誘導部材に誘導案内される被誘導部材と、
　該被誘導部材に保持される可動体と、
　該可動体と共に前記被誘導部材を前記誘導部材に誘導案内された状態で移動させる移動
手段と、
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　該移動手段、及び前記誘導部材を少なくとも支持すると共に、上側に前記遊技盤に取付
固定するための取付当接面を備えたベースとを具備することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、所定の演出が表示される表示手段をさらに備える遊
技機。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の遊技機において、前記遊技領域に設けられる入球口への遊技
媒体の入球に基づき所定の抽選を行う抽選手段をさらに備える遊技機。
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